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恋をしてはいけないゲーム、振られてもきみに恋をする


七烏未 奏








口絵・本文イラスト●三上ミカ







CONTENTS







イントロダクション





シーン１　ニューゲーム




シーン２　異能恋愛




シーン３　零れる心




シーン４　少女の窓






オープニング





■イントロダクション




　人生なんて、ゲームのようなものだ。

　そう割り切ってしまえば、不用意に傷つかずに済むし、悪いことがあってもそんなものだと落ち込まずに済む。

　心の予防線。

　生きていく上での、自分に言い聞かせるための、おまじないにも似た保険。

　言い訳ではなく、壊れないための価値観。

　──彼女が教えてくれた、魔法の言葉。

　そうやって俺は、彼女のことも忘れるはずだった。

　彼女との約束の言葉が添そえられた、こんなメールが届くまでは。





件名


　２３５７１１１３１７１９






本文


　賭かけるのは世界。

　駆かけるのは熱情。

　今日から、あなたを取り巻く恋のゲームが始まります。

　ゲームの参加者は、あなたとあなたを取り巻く少女たち。

　少女とあなたが繋つながりを深め、誓いの口づけを交わした時。

　世界は終わり、再編します。

　新しき形、あなたと少女だけ、二人きりの新世界へと。

　少女たちは、あなたへの想おもいを深めます。

　あなたも、少女たちへの想いを深めます。

　互いを求め合う、二つの想いが重なる深度、それこそが二人の繋がりです。

　それは、仕組まれた運命。

　運命とは、逃れることの出来ない荒あら波なみ。

　あなたは死ねません。

　少女たちも死ねません。

　だって、このゲームは、世界が生まれた時から決まっていた宿命なのだから。

　少女たちは、不思議な力を使います。

　力とは、器より零こぼれた奇跡の力。

　世界を再編するための証あかしであり、あなたを奪うばう意思の表れ。




　このメールには、一つのアプリケーションが添てん付ぷされています。

　少女たちとの繋がりの深さを表示する、運命のアプリです。

　それを使って、あなたはこのゲームのエンディングを決めてください。

　来たるべき新世界の形。

　誰と終わり、誰と迎えるか。

　種子である貴方あなたには、考える役目があります。

　着ちやく床しようする世界を選ぶ義務があります。

　あなたはゲームを、攻略してください。




　アカイイトゲームの、スタートです。







■シーン１　ニューゲーム




　自室は殺さつ風ぷう景けいだった。

　六畳間の洋室には、パソコンの置かれた机に本棚と、服を仕し舞まう木製の衣い装しよう箪だん笥す。

　部屋を飾るようなインテリアは殆ほとんど無く、無用だからとテレビすらも置いていない。今時、映像が見たければ携帯電話が一台あれば十分だし、家庭用ハードのゲームをプレイする場合には、リビングに置いたテレビを使えばいい。

　物が多くなると、無駄に考えることが増えてしまうような気がして、買い物を極力避ける癖があった。それに、物が増えなければ、部屋が汚れないという利点もある。合理的だ。

　だから、十六という年の男のものとしては片付いた部屋だった。

「怠だるっ……」

　気け怠だるげに呟つぶやきながら、ベッドからゆっくりと起き上がると、カーテンとともに窓を開いた。冷たい外気とともに、白ではなく茜あかね色いろの光が部屋に差し込み、今がまだ日の出頃の早朝であることに気付く。

　部屋に時計はないので、充電ケーブルを挿しながら放ほうっておいた、机の上のスマートフォンを手に取る。

　画面には、今が朝の五時であると表示されていた。

　──どうして、こんなに早く起きてしまったんだろう。

　あぁ、そうだ。

　昨日、寝る前にずっと考え事をしていたせいだ。

　昔から、考え事を始めると脳が興奮して、寝付きが悪くなることが多かった。交感神経が緊張していると、脳が覚かく醒せいするんだったか。

　で、何を考えていたんだっけ？

　──白しら雪ゆき涼すず香か。

　そう、寝る直前まで、涼香のことを考えていた。

　一年前までこの街に住んでいたけれど、突然姿を消してしまった一つ上の女の子。

　俺が告白した翌日、いなくなってしまった少女。

　俺の、初恋の相手。





　　　　◆






　俺が彼女──白雪涼香と出会ったのは、小学五年の頃だった。

　あの頃の俺は、とにかく心を開かないタイプだった。同級生に話しかけられてもそっぽを向き、休み時間は一人でスマホを弄いじって過ごす。

　幼いながらに、人付き合いが致命的に下へ手た糞くそ。

　そうなってしまった理由に自覚は無かったものの、彼女曰いわく、「ずっと近くに人がいなかったから、人との距離を掴つかみかねてるんじゃないかな」、らしかった。

　そう、彼女。俺にそんなことを告げた彼女こそが、白しら雪ゆき涼すず香か。

　最初に出会ったのは、夜にこっそりと家を抜けだして、近くの公園でブランコに揺られながら、夜空を眺めていた時のことだ。

「星、綺き麗れい？」

　世界一優しい、声がした。

　気が付けば、となりのブランコに少女が座っていた。

　長い睫まつ毛げに二重ふたえ瞼まぶたと、腰の下まで伸びた美しい黒い髪。大人びた雰囲気を持つ彼女のフェイスラインを、儚はかなげな月明かりが優しく照らしていた。

　今思えば、彼女を照らしていたのは月ではなく近くの電灯だったような気もするが──。

　無機質な電灯などではなく、月の息吹に装飾されていると考えた方が自然なくらい、目を奪うばわれてしまっていたのだろう。

「ん？　どうしたの？」

　少女が、呆ぼう然ぜんとする俺に向かって、不思議そうに問いを重ねる。

　俺は、しばらく惚ほうけてしまっていた。

　すると、少女はにっこりと笑って。

「ねぇ、ご一緒していい？」

　断る理由も無かったので──。












　そして、彼女とはもう少し一緒にいたかったので、黙って頷うなずいた。

「どうして、一人で星を見てたの？」

「……なんとなく」

　彼女は、色んなことを聞いてきた。

　俺のこと。俺の通っている学校のこと。この近所のこと。他にも、色々と。

　なんでも彼女は、先週引っ越して来たばかりだそうで、まだこの周辺について詳しくないのだとか。

　小学校は同じで、年齢は俺の一つ上……らしい。

「じゃあ、私がお姉さんってことになるね」

　そういえば先日、一つ上の学年に転入生が来たという話を聞いたような気がした。きっと、彼女のことだったのだろう。

　その日以降、数日置きに、この場所で一緒に夜空を見上げるようになった。

　学校にも、一緒に通うようになった。共に過ごす時間が、どんどん増えていった。

「最近、わかってきたことがあるんだ。求もと無むちゃんが、どうしてあの時、星を見上げていたのか」

「……俺が？」

「うん。きっとね、求無ちゃんは探していたんだよ。自分のことを知ってくれる相手。理解してくれそうな相手。私も、そういう相手を探していたから」

　運命みたいなものを、感じていたのかもしれない。

　──心の奥に眠る、冷たい自分を溶かしてくれる人。

　好きという気持ちが芽生えたのは、当然のことのようにも思えて。

「それはね、この人生というゲームを、一緒に遊んでくれる相手。人生はね、ゲームのようなものなの。そう思うだけで、ずっと楽になれるから」

「ゲームのようなもの？」

「そう思い込んでしまえば、楽になれるから」

　俺の問いに、涼すず香かは、ただそうとだけ答えた。

「約束の言葉を、送りたいな」

「約束の言葉？」

「そう。二人の関係を記した、魔法の暗号。そうだね、こういう数字ゲームはどうかな」




「２３５７１１１３１７１９」





　　　　◆






『２３５７１１１３１７１９』

　スマートフォンの画面に映る、メールの受信ボックス。

　その最上部に表示されている件名は、涼すず香かとの約束の言葉だった。

「参ったな……」

　メールの本文を読み直しながら、突とつ飛ぴな内容に苦笑する。

　普段であれば、一いつ笑しように付ふす内容だ。

　悪戯いたずらメールか、もしくは新手のスパムメールか。

　だが、件名に書かれているのは、他人が知る由もない、俺と涼香だけの言葉。

　──それに、不可解なことはまだある。

　スマホを操作し、トップ画面に置かれた『DestinyLine』と書かれた樹きのデザインのアイコンをタップして、アプリを起動する。

　これは、メールに添てん付ぷされていたファイルによって、生成されたものだ。

　画面が切り替わると、相そう関かん図ずのようなものが表示された。

　中央には、青い樹のアイコンが表示されていて、そこから枝のように伸びた赤い線で繋つなぐようにして、周囲に果物のアイコンが並んでいる。

　果物は全部で七つ。時計回りに、『いちじく』『林りん檎ご』『葡ぶ萄どう』『椰や子し？』『桃』『巨きよ峰ほうのようなもの？』『バナナ』と並んでいた。

　メールの文面によれば、このアプリは俺と少女たちとの繋がりの深さを示すもので、これを使ってゲームのエンディングを迎えて欲しい、とのことだが──。

「……って、なにを真剣に考えているんだ俺は」

　大体、ゲームで世界がどうとか、わけがわからない。

　他の参加者の少女と繋がりを深めて、誓いの口づけ？

　そうしたら、二人きりの世界に再編される？

　世界の行く末を決める、恋愛ゲームとでもいうのだろうか。

　……アホらしい。

　メールの受信ボックスを眺め、一覧に表示されたエラー通知のメールを開く。

　何度か返信しても、アドレスエラーだった。少なくとも、このメールの送り主は、俺と話をするつもりはないらしい。

「それに……大体、何だって今更、こんな言も葉のが送られてくるんだよ」

　涼香との、約束の言葉なんて。

　忘れようとしていたのに。忘れてしまえると思ったのに。

　ようやく……。

　ずきんと、胸を突き刺すような痛みが走った。

　ふと、スマホを握っていた手の力が、無意識に強くなる。

　手の腹にスマホの角が食い込む痛みを感じたところで、我に返って握るのを止やめた。

　深呼吸をして、気分を落ち着ける。

「アホらしい」

　もう一度呟つぶやくと、アプリを閉じる。

　涼すず香かは、俺の前からいなくなった。

　──俺の気持ちに、返事をすることもなく。

　それだけで、十分だ。

　もしかしたら、涼香は、約束の言葉のことを誰かに喋しやべっていたのかもしれない。

　それに、意味のある数列なのだ。偶然、同じものを、スパムメールのタイトルに付ける人間がいたとしても、おかしくはないのだろう。

　──そうだ、そうに決まっている。

　そう思うことにして、自室を出て階段を降り、一階の居間へと向かう。

　──あれ？

　そこで、階段を降りた時、居間に灯あかりが付いているのに気付いた。

　──母親だろうか。

　この家に住んでいるのは俺と母親だけで、普段なら、もう彼女は職場に向かっているはずの時間。

　そっと、リビングに続くドアを開く。

　すると──。

　──え？

　視界に入ったのは、ソファーに腰かけてテレビを見る、見覚えのない二つ結びの少女。

　頭には、巨大な黒いリボンを付けていて、赤と白を基調にしたセーラー服を着ている。

「ほえ……？」

　少女は、間の抜けた声をあげた後、俺の存在に気付いて振り返ると、二重の瞼まぶたをぱちくりとさせた。

　くりくりとした丸い瞳ひとみに、口角の上がったアヒル口の童どう顔がん。

　胸は服の上から形がわかるくらいに大きいものの、それを除けば小柄な体型で、小学生のようにも見える。

　だが、俺が一昨年おととしまで通っていた桜さくら海うみ中学の制服を着ていることから、おそらく中学生なのだろう。

　少女は、三十数えるくらいの間、俺のことをジっと見つめると、にぃっと笑顔になる。

「おはようだよ、おにーちゃん。もう起きたの？」

「え？」

　……誰？

「ええっと、どこかで逢あったことあるっけ？」

　見覚えがあるような、無いような……。

「ううん？　初対面だよ？　あ、でも、昨日は目が合ったかも」

「目が合った？　昨日？」

　どこで？　学校？

「四季いちとせ美み樹き。桜海中学に通う三年生だよ。趣味は特に無いけど、アロマとか好きかな～。気持ちのいい匂においってね、悪いことを全部忘れられちゃうわけ。鬱うつ々うつしてる時に柑かん橘きつの匂いを嗅かぐとね──」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　両手を差し出して、彼女の言葉を止める。

　え？　……え？

「ん？」

「そもそも、お前はこの家にどうやって入ったんだ？」

「おばさんに入れてもらったよ？」

　おばさん──母親のこと、だろうけど。

「で、でも、入れてもらったって……どう言って？」

「『おにーちゃんの妹です』って言って、普通に」

「母親か……」

　頭を抱えながら、なんとなく状況を理解する。

　母親は俺にあまり関心がない。

　きっと、この少女のことを友達かなにかだと思って、家にあげてしまったのだろう。

「え、ええっと……それで、君はどうしてここに？」

「昨日、おにーちゃんを見かけたから」

「は？」












　わけのわからない話を、少女は目を煌きらめかせながら続けた。

「昨日、繁華街で、偶然おにーちゃんの姿を見かけたんだよ。ほら、目が合ったじゃない？　あそこ。アロマショップの近く」

　ああ、そういえば、彼女みたいな子を見たような。

「美み樹き、慌てて後ろからつけて、家を調べたわけ。それでね～」

「ちょ、ちょ、ちょっと待った。言っていることが全然わからないんだが、どうしてその流れで俺をつけるという話になるんだ？　俺を見かけたからって、何な故ぜ後をつける？」

「何故って言われても、ビビビって来たからじゃないかな。電波、超ラブビーム系電波。みたいな？　逢あった瞬間にわかったわけだよ。あ、この人は美樹のおにーちゃんになる人だ、ってね～」

　まさか──。

　その時、ぶるぶるとポケットの中のスマートフォンが震えた。

　慌てて端末を取り出すと、待ち受け画面にポップアップの通知が来ていた。通知を出しているのは、『DestinyLine』という例のアプリだ。

　通知の内容は、『葡ぶ萄どうさんと繋つながりました』という一文。

　待ち受け画面からアプリを開く。

　すると、樹きを囲む果物のうち、葡萄のマークのアイコンが青く光っていた。葡萄から樹に繋がる線も赤く光っている。

　ええっと、もしかして。

　この画面が、俺とゲーム参加者である少女たちとの繋がりを示すものなのであるならば、一つしかない真ん中の樹のアイコンが俺で、周囲の果物が少女達であり──。

「ゲームの参加者なのか？」

　──葡萄が、彼女？

「ゲーム？」

　……知らない？

「変なメールが届いたりはしてないか？　妙なゲームの参加案内」

「なにそれ？」

　少女は、人差し指を顎あごにあて、考えるような仕草をする。

　このメールが届いたのは俺だけ？

　それとも、彼女がゲームの参加者というわけではない？

　メールを見せて聞いてみた方が早い、か。

「ええっとだな」

　メールと、アプリの画面を少女に見せる。

「……ん？　世界が終わる？　果物？　何これ。悪戯いたずらメール？」

「いやまぁ、普通の状況だったらそう思うだろうけどさ。でもさ、このアプリがこうやって動いているし……」

「それも悪戯いたずらじゃないかな」

「それに、そもそも、お前の行動が普通じゃないし」

「そう？」

　少女が、素っ気なく返した。

　──そう、って。

　いやいや、明らかにおかしいだろう。

　いきなり見知らぬ人間の跡あとをつけて、家に上がり込んで、おにーちゃん呼ばわりするなんて。どう考えても、普通じゃない。

「おにーちゃんは美み樹きのおにーちゃんになるためにいるんだよ？　確かにそのメールの内容は変だけど、美樹がここに来ることはなにも変じゃないわけ。だって、それってもう、運命みたいなものだもん。ですてぃにー」

「……え？」

　だが、少女は、自分がここにやって来たのは当たり前であるかのように説明する。

「そもそもさ、可愛かわいい妹が増えたら普通は嬉うれしいよね？　健全な男子高生だったら、泣いて喜ぶと思うんだけどなぁ～」

「いや、理由も無しに増えたら怖いだろ。増えないだろ。妹は」

「じゃあさ、設定でも用意する？　エロゲーが好きとか、記憶喪失の幽霊に憑つかれているとか、精神干渉の魔法と兄様賞賛が得意とか、黒いリボンを付けると司令官になるとか……それとも、血が繋つながってないって時点で駄目なのかなぁ？」

「設定の問題でも、血の繋がりの問題でもなくてだな」

「まぁまぁ、そんなメールの心配をすることはないと思うよ。些さ末まつなことじゃない。そもそも現実味が無いし」

「この場で一番おかしい奴やつに言われてもだな……」

　──自分がおかしい自覚がない？

　いや、おかしな奴に自覚症状がなくても変ではないが……。

「だから、気にしないでいいんだよ？　それでね、おにーちゃん。美樹、今日からこの家に、一緒に住みたいなーって思ってるんだけど」

「は？」

　間の抜けた声を出してしまう。

　この少女は、何を言っているんだ？

「だって、そうしないと妹になれないわけだよね？」

　この家に住む？　妹になりたいから？

　──改めて、どう考えてみても彼女は異常だ。

「なにを驚いているのかにゃ？　ある日突然、血の繋がってない二人が兄妹となって愛し合う──そのくらいのこと、普通にありえることだよね？」

「いや、ないから！　お前はなにを──」

　そう、言いかけた時だった。

　急に少女の身体からだから、ジャスミンに似た、強烈に甘い匂においが香って来た。

　──ドクン。

　と、途と端たんに動どう悸きが早打ちを始め、呼吸が荒くなる。

　息が詰まるような感覚とともに、胸が浮くような高こう揚よう感かんを覚える。

　まるで、心が何かに鷲わし掴づかみにされて、落ちていくかのような──。

「これ……は……」

「好きになってしまう匂い、だよ？　どきどきの匂い」

　メールの文面。ゲームに参加する少女たちが、不思議な力を使うという記述を思い出す。

「ねぇ、おにーちゃん。美樹を妹にしてくれるよね？」

　脳髄を揺さぶるような、舌っ足らずな彼女の声。

　小柄な子が趣味というわけでもないが、自分はこういった女の子に弱かった、気がした。

　──ドクン。

　抗あらがえない引力に身を委ゆだねるかのように、俺は少女に向かって手を伸ばす。

　そうか。俺は、この少女のことが好きなのだ。

「五月十一日、月曜日。今日は『おにーちゃん記念日』だね。あ、『兄バーサリー』ってどうかな？」

　少女の甘い匂いが、意識を支配していく。

　瞬間、周囲の景色が滲にじんだ。

　水滴で滲んだ水彩画のように、あるいは、マーブルのアイスクリームが溶けたかのように、あらゆるものから色が零こぼれる。

　落ち、朽くち、爛ただれ、溶けていく世界。

　──世界が、消えている？

　再び、メールの文面を思い出す。

　いずれかの少女と結ばれると、世界が新しくなるという記述。

　二人きりの、世界に。

　もしかして、これって。

　今ある世界が、終わっているのか？

　少女が、ぐいっと身を寄せてくる。

　俺の左胸を、優しく撫なでるように指を這はわせた。

　ぞわりと、背中を心地の良い寒気が走った。

「おにーちゃん……」

　甘い吐息のような、蠱こ惑わく的てきな声が吹きかけられる。

　──その瞬間、だった。

　俺が持っていたスマートフォンが警告音のような高い音とともに、ぶるると震える。

　刹せつ那な、朦もう朧ろうとしていた意識をハッキリとさせ、慌ててスマートフォンの画面を見た。

　待ち受け画面には、例のアプリからの通知。『葡ぶ萄どうさんとの繋つながりが深くなっています』という一文。

　アプリ画面を開くと、葡萄のアイコンがピカピカと点滅をはじめて、樹きと繋がっている赤い線が太くなっていた。

　赤い線が、太く──？

　画面に表示されている樹のアイコンが俺で、葡萄のアイコンが目の前の少女なのだというのなら。

　その二つを繋ぐ線が太くなったということは、つまり、繋がりが深まったということなのだろうか？

「ねぇ、おにーちゃん……」

　少女が、顔を寄せてきた。

　俺に吸い寄せられるように。

　俺もまた、彼女の唇に、磁力のように惹ひかれて。

　このまま墜おちてしまえば、なにもかもが楽になれるような気がした。

　嫌なことをすべて忘れて、なにも考えることなく、誰かを好きでいられて。

　──違う。

　とっさに、力一杯両手を突きだして、彼女の両肩を押した。

「きゃっ！」

　すぐに、鼻を押さえた。

　この匂いが良くない。

　そのまま、慌ててリビングから出る。

「ちょ、ちょっと！　おにーちゃん！　どこ行くの！」

　一目散に少女から逃げ、玄関を目指す。

　今、世界が消えかかってたよな？

　ひょっとして、メールの文面にあった世界が終わるというのは、あれのことなのだろうか。

　──とにかく、あの少女から逃げないと！

　ドアを勢いよく開いて、裸足はだしのまま外に出た。

　すると、全身に衝撃。なにかにぶつかる。

「きゃっ！」

　ハスキーがかった声色で小さな悲鳴をあげながら、少女が倒れた。

　クリーム色のブレザーに、チェックのスカート。

　淡いブラウンの跳ね返りの強いショートカットに、少し猫っぽさを感じる釣り目。

「ったた……何なのよ、いきなり飛び出して来て」

「律りつ!?」

　春日井かすがい律りつ花か。

　隣の家に住む少女であり、クラスメイトだ。

　振り返ると、俺を追って来た少女が、地面に転がった律りつを見てキョトンとしていた。

「あなた、誰？」

　律もまた、少女を見て不思議そうな顔をした。

　訝いぶかしげな視線を飛ばしながら立ち上がると、少女と対たい峙じする。

「……あなたこそ誰よ」

　律はそのまま、俺の方を尋ねるようにして見た。

「ええっと、俺もよくわかってないんだ」

　少女が、親の敵かたきでも見つけたかのように、キっと律を睨にらむ。

「もしかして……美み樹き以外の、おにーちゃんの妹!?」

「なんで私がこいつの妹にならなきゃいけないのよ！　って、アンタ妹いたの!?」

「いないよ。こいつが、勝手にそう言っているだけだ」

「ど、どういうことなのよ！」

「そんなの、俺が聞きたいくらいだ」

　一体、なにがなんなのか、さっぱりわからない。

　どうして、こんなことになってしまっているのか。

　すると、再び手の中にあるスマホが振動する。

　──『林りん檎ごさんと繋つながりました』。












　すぐに、アプリ画面を確認すると、葡ぶ萄どうだけでなく、樹きから繋つながる林りん檎ごのアイコンが青く光っていた。

　もしかして……。

　──そういえば。

　律りつの行動も、十分におかしい。

　最近、彼女とは疎そ遠えんだった。

　それなのに、急にうちを訪ねてくるなんて──

「ええっと……ひょっとしてお前も、ゲームの参加者なのか？」

「……は？　ゲーム？」

　律は俺の言葉に戸惑うと、俺と少女の顔に、視線を行ったり来たりさせた。

　──律も、ゲームについては知らないみたいだけど。

「なんの話よ」

「それがだな──」

　俺は、美み樹きと名乗った少女の方を見た。

　すると、少女は困ったように、肩を竦すくめてみせる。

「はぁ。お邪魔が入っちゃったみたいだし、出直した方が良さそうかな。ようやく、おにーちゃんの家を突き止めたんだから、さっさと妹になりたかったんだけどなー」

　勝手なことを言いながら、俺の立っている方とは反対側の街路へと走った。

「ちょ、ちょっとアンタ！　だからなんなのよ！」

「またね、おにーちゃん！」

　少女は、律の声を無視したまま大きく手を振ると、そのまま走り去った。

「なんなのよ今の子！　妹って、一体なに？　私の知らないうちに変態になったの？　答えによっては警察に行くけど」

　溜ため息いき交じりというよりは、少し怒気を孕はらんだ声をあげながら律が迫る。

「いや、とりあえず誤解しないでくれ。じゃなくてだな──」

　いや、待った。

　そうだ、律もゲームの参加者なのだ。ホっとしている場合なんかではない。

　そもそも、どうして彼女はここにいるんだ？

　──疎遠だったはずなのに。こんな朝早くから。

「どうして、俺の家に？」

　俺は律を警戒しながら、おそるおそる聞いた。

　先程の少女のように、律も不思議な力を使ってくる可能性がある。

「話したいことがあったのよ。悪い？」

「話したいこと？　こんな早朝からか？」

　律の顔が気まずそうなものに変わる。

　もにょもにょと、言葉を出さずに口を動かした。

「求もと無むと仲直りというか、また、昔みたいに話せたらなって……」

　そして、早口になりながら、勇気を振り絞るように律りつが続ける。

「い、いや、まだ朝が早すぎるのはわかってるわよ。だからね、家の前でしばらく待っていようと思ってたの。そうしたら、求無が玄関から飛び出て来て──」

　──やはり、おかしい。何かあったわけでもないのに、どうして。

「……あのさ、律」

「ん？」

「変なメールが届かなかったか？」

「へ？」

　律が、驚いたまましばらく静止する。

　演技でもなく、ただただ戸惑っている様子である。

「……あがってくれ。話したいことがあるからさ」





　　　　◆






　いきなり家を訪ねて来た律に対する警戒はそのままに、彼女と一緒に居間へと戻ると、先程の少女と、昨晩送られてきたメールについて説明する。

「ぜんっぜん、信じられないんだけど！」

「でも、さっきの女の子を見たろ？」

「ああ、求無がおにーちゃんとか呼ばせようとしていた……」

「だから、呼ばせようとしていたわけじゃないって」

「まぁ……それは、わかってるわよ」

　律りつ花かが、スマホの画面を、睨にらむようにして目を細める。

　俺も画面を見た。

　葡ぶ萄どうと樹きを繋つなぐ赤い線は、先程よりも細くなっている。

　世界が消えかけていた時よりも、俺が冷静になっているせいだろうか。

　光っていたはずの葡萄のアイコンは、いつの間にか暗転しているが、これはもしかすると、美み樹きと名乗る少女が近くからいなくなったせいなのかもしれない。

　林りん檎ごのアイコンは、相変わらず光っていた。

「悪戯いたずらにしては凝こりすぎてるわよねぇ。求無って、こういうの作れたんだ」

「俺が作ったわけじゃないってば」

「じゃあ、誰が作ったのよ」

「だから、そのメールで送られてきたんだよ。俺は知らないって」

「ううん」

　納得がいかない様子の律。

「それに、この文面。さっきも言ったけど、タイトルがさ……」

「涼すず香かとの約束の言葉、ね」

　律りつ花かが顔をしかめる。

「まぁ、求もと無むがそう言うのなら、この言葉に関してはそうなんでしょ。そもそも、二人の約束の言葉なんて他の人間にはわかりようがないわけだし。でもね……」

「こんな非現実的なメールの内容、信じられるわけない、だろう？」

　律りつが、難しい顔をしたままに頷うなずいた。

「あの美み樹きって子が仕組んでいるのかもしれない。実は涼香と知り合いで、悪戯いたずらをしている可能性だってあるわけでしょ？」

「どれだけ手間がかかるんだよ、それ。……それに、本当に世界は消えそうになったし、俺はおかしくなったわけだしさ」

　アプリが反応して、変な匂においがして、気持ちが昂たかぶって、世界が消えて。

　あからさまに、普通ではない状況である。

　すると、律は少し考えるようにして、ゆっくりと口を開いた。

「錯覚だった、とか。ちょっとしたトリックで、騙だまされちゃったとか」

「いくら混乱してたって言っても、そんなことはないと思うが」

「だって、超常現象で世界が消えますなんて話よりは、そっちの方が現実味があるじゃない。求無だって、そういう悪戯をされたら、信じちゃうでしょう？　だって、そのメールの内容を信じるなら、涼香と連絡が取れるってことになるんだから」

　──っ！

「つまり、律は、俺が涼香と逢あいたがっているから、うさんくさいメールを信用して、変な錯覚を起こしちゃってると……そう言いたいのか？」

「そこまでは、言わないけどさ」

　違う。

「さっきのあれは、錯覚なんかじゃなかった」

　本当に世界は溶けていて、消えてなくなりそうになっていて。

「それに、俺はもう、涼香のことなんて割り切っているつもりだ」

　戸惑いはしても、彼女と逢いたいが故に幻覚を見るなんて、そんなことあるわけがない。

「でも、私は求無が言ってるみたいに、世界が消えているところなんて見てないわよ？　求無の家に向かうまでの間、ずっと世界はそのままだったし」

「多分、そういうものなんだろう。消える時は、まず俺にしか見えないとか」

「なによそれ、意味がわかんない」

「俺だって意味がわからないんだ。でも、嘘うそじゃないし、幻覚なんかじゃない。大体、お前が今日この家に来たのだって、俺からすれば十分に変なことだしさ」

「そ、それは、おかしくなんてないわよ。急に、そういう気分になったから来たってだけだし」

「だからそれが、いつものことじゃないだろ!?」

「ちょ、そんなに怒鳴らなくてもいいじゃない！」

　柄にもなく、声を荒らげてしまう。

　信じて貰もらえなかったことへの、苛いら立だちか。

　もしくは、状況の不可解さに対する、動揺か。

　いや、でも──。

「わかったわよ。そんな途方も無い話を信じろって言われても難しいけど、少なくともふざけているわけではなさそうだし……」

　律りつが小さく溜ため息いきを吐つく。

「で、どうするの？　そんな変なメールが送られてきて。わけのわからないゲームに巻き込まれましたーって言われて」

「どうって……」

　エンディングを迎えろとか、意味のわからないことが書かれていたわけだけど。

「どうするんだろうな……」

「考えてないの？」

　呆あきれるように、律。

「仕方がないだろ。だってさ、俺もまだ、現状が理解出来てないんだしさ。ひとまずは、どういう状況なのか確認しないと」

　再び、アプリを開いて、林りん檎ごのアイコンが点灯したままの画面を眺める。

　この状況が、一体どのようなものなのか。どうしてこんなことになってしまっているのか、精査していく必要があった。

　──涼すず香かを見つけるためとかではなくて、メールの内容がもし本当だった時のため、世界を終わらせてしまわないように。

「だったら、私も手を貸した方がいいってことよね」

「律が？」

「だって、私ももう巻き込まれちゃってるようなものでしょう？　悪戯いたずらにせよ、そうでないにせよ」

　確かに、アプリを見る限り、律はこのゲームの渦中の一人である。

「でもさ、だからこそ──」

「何よ。私と一緒にいるのが怖いの？」

「そ、そういうわけじゃ……」

　──いや、そういうわけか。

　ゲーム参加者が近くにいるのは、それだけ危険を伴うかもしれないということになる。

「はぁ。心配しなくていいわよ。万が一、メールの内容が本当だったとしても、私がアンタに惚ほれるわけないじゃない」

「それは……そう、だな」

「でしょ？」

　そうだ。俺だって、大丈夫だ。

　涼すず香かがいなくなってから、誰かを好きになることはやめたのだから。

　──大丈夫に、決まっている。

「とりあえず、学校に行く準備をしないとな」

「普通に行くの？」

「家にいたからって、解決する話でもないだろう？」

「……ま、それもそうよね」





　　　　◆






　支度を終えて、律りつとともに家を出る。

　五月の三週目。普段であれば、気け怠だるさの拭ぬぐえない月曜日。

　夏の暑さが垣かい間ま見みえてきた最近だが、衣替えを済ませた俺たちにとって、通学時間帯はまだ少し肌寒いくらいだ。

「しかし、久しぶりね。求もと無むとこうやって学校に行くの」

「中学の時以来、だっけ」

「それも一年の途中まで。私が部活に入るまでかな」

　律の入った吹奏楽部には朝練があって、そのせいで一緒に行けなくなったんだよな。

　それまでは、律と仲良くなって以来、ほぼ毎日のように三人で登校していた。

「今日の朝練は？」

　律は、高校でも吹奏楽部に所属している。

　そして、高校の吹奏楽部にも朝練はあるようだった。

　普通だったら、この時間は部活をしているはずだ。

「試験前だからお休み」

「ああ、そういえばそうか」

　中間試験が、一週間後に迫っていた。

「そういえばって、こんな時期なのに相変わらず余裕だこと」

「試験前に焦ったって仕方がないだろ？」

「はぁ。優等生は羨うらやましいわね」

「別に、優等生というわけでもないさ」

　それでも、試験前に特段勉強をすることもなく、テストに挑めるのは、普段から勉強する癖みたいなものが、ついてしまっていたからだろう。

　その癖がついた理由は、涼香が成績が良かったからで、そんな彼女になるべく肩を並べたいなんて、思ってしまっていたからだ。

「ま、放課後は部活やってるんだけどね。楽器は一日吹かないだけで、三日分くらい下手になっちゃうから。これ、先輩の受け売りね」

「へぇ……しかし、中学の時は急に楽器なんてやりだしてびっくりしたけど、高校でも続くなんてな。そんなに楽しいのか？」

「うん。部活も楽しいし、楽器も楽しい」

　律りつが担当しているのは、バスーンという巨大な笛状の木管楽器だ。

　楽器としてはマイナーな上に、学校の行事などを通して何度も演奏しているところを聞いたことがあるが、音が小さくてあまり聞こえてこない。

　正直、第三者から見ればあまり楽しそうな楽器とは思えないわけだが、それについて質問すると、こんな風に答えが返ってきた。

『バスーンってね、ダブルリードっていう特殊な発音部を使うんだけど、これがとても繊せん細さいなの。湿らせてないと音が出ないし、割れちゃうし。息もそっと吹いてあげないと音程が取れなくてね。それが、なんだかとても愛いとおしくって』

　俺にはよくわからない答えだったが、律が嬉うれしそうに語っていたのは、よく覚えている。

「求もと無むの方は、部活どうなってるの？　ほら、なんだったっけ。遊ゆう戯ぎ研究部」

　遊戯研究部。

　活動内容は、その名の通り遊戯の研究。

　遊戯と言っても範囲が広すぎて、多種多様なわけだが、この部活の活動内容は、ありとあらゆる遊戯と呼ばれるものを対象としていた。

　ままごとやじゃんけん、鬼ごっこといった、幼児時代に触れるお遊びを始め、各種スポーツや詩しい歌かなどの言葉遊び、ボードゲームからビデオゲームまで、ありとあらゆる遊戯を実践し、研究して性質や起源を探る。

　活動内容が曖あい昧まいなだけに、よく設立出来たものだと不思議に思えるが、とにかくそういった部活が存在していて、俺はそこに所属していた。

「どうなってるんだろうな」

「最後に部室に顔を出したのは？」

「えーっと……半年前、だったかな」

「そんなんでよく首にならないわよね」

「一人しか残ってない部活で退部になった場合、部は潰つぶれるのかな」

「よくもまぁそんな酷ひどい状況で、部活として存続しているわよね」

「部室って言っても、半分物置みたいなものだし、部費も出てないしな。俺が卒業したら、自然と潰れちゃうんじゃないか？　元々、遊びながらお喋しやべりしていただけだし」

　潰れたところで、誰も困りはしないだろう。

「涼すず香かとの思い出があるんじゃないの？」

「そりゃあ、無いわけは無いけども……」

　あの部活に俺を誘ったのは、涼香だった。一つ上の涼香が入部していたことを切っ掛けに、俺も入ることになったという流れだ。

　ちなみに、去年まであの部活には、俺と涼香の二人しかいなかった。

　だから、なのだ。

　なおさら、あの部活からは、足が遠のいてしまって。

「あるから、潰つぶれて欲しいとか？」

「そういうわけじゃねーよ」

　そうこう話しながら歩いているうちに、やがて学校へと辿たどり着つく。

　校門を潜くぐり、グラウンドを横目に、緩やかな斜面のアスファルトを昇って昇降口へ。

　上履きへと履き替えると、三階にある２－Ｃの教室を目指した。

　教室に入ると、中にいたクラスメイトたちの好奇の視線が突き刺さる。

　最近は互いに避け合っていた仲で、みんなもそれをなんとなく察していたのだ。組み合わせが不思議なのだろう。

「さっそく目立ってるわね。誤解されないようにしなさいよ？」

「わかってるさ。お前に迷惑がかからないようにする」

「既に巻き込まれてるし、迷惑はかかってるからね」

　皮肉めいたことを言う律りつと別れて、自分の席についた。

　すると、隣の席の田た中なかが冷やかすように、にやにや笑いながら話しかけてくる。

「どうしたんだ？」

「別にあいつとは何もねーよ」

「いや、そうじゃなくてだな」

　と、丁度チャイムが鳴り、教室の扉が開いた。

　気け怠だるそうに現れたのは、すらりと伸びた細身に、目が大きく鼻筋が通った、日本人には珍しい顔立ちをした女性。

　そんな容姿に加えて、ダイア柄のジャケットにサイケなベアトップ、下は革ベルトを巻いたチェックのレザーパンツという服装をしているものだから、一見どこかのモデルか何かのようにも見えるが、正真正銘の教師、このクラスの担任だ。

　花はな澤ざわよもぎ。通称、ちゃん。遊ゆう戯ぎ部の顧問でもある。

　ちゃんは、教壇に立った後、ふわぁと欠伸あくびをして、腕に抱えていた出席簿や日誌を教壇の机に下ろした。

「よし、ホームルーム終わり」

　それから、出欠を取ることもなく、そう言い放った。

　しかし、そのことに誰も文句は言わないし、不思議に思うこともない。

　彼女がこのような、職しよく務む放ほう棄きしたとしか思えない、適当なホームルームをするのは日常的なことだった。

「はぁ。少し教室を見回してみればわかるのに、どうしてわざわざ出欠なんて取らなきゃいけないんだ。なぁ、チャンプ」

　俺の席は後ろの方だというのに、ちゃんが俺を呼んだ。

　チャンプというのは、彼女にとっての俺の渾あだ名なだ。

　中学の時、『メテラス』という落ち物パズルゲームの全国大会で優勝したことがあるのだが、それを知った彼女は、からかい半分に俺をこう呼んでいる。

「さぁ。俺に聞かないでください。あと、チャンプはやめてください」

「ホームルームだけじゃなくて、授業でも出欠を取るわけだろ？　一年間を通して何度出欠を取り、取られるのか、その労力をもっと有意義に使う方法はないかと、一度真剣に考えてみるべきだと思うわけだよ。発電したり、とかさ」

「いや、出欠で発電は出来ないでしょう」

「なんだよ、出来ないのかよ。しょうもないなぁ」

　クラスメイトたちが、よもぎちゃんの理不尽な言葉を聞いて、くすくすと笑った。

　こんな先生ではあるが、生徒達には慕われていた。

　他の教師たちと違って、友達のように、自然に付き合えるからだ。

　それに、こう見えてこの先生は面倒見がよく、暇さえあれば生徒たちの相談事を聞いてあげていたりもした。

「しかし、なんだってこんな朝っぱらから、ガキどもの顔なんて眺めなきゃいかんのかねぇ」

「だったら、教師なんて辞めればいいじゃないですか」

　呆あきれながら返す。

　周囲で、再び笑い声が起こった。

「子供のお前たちにはわからないかもしれないが、そうもいかないんだよ。仕事だからなぁ」

　一見、なんの変へん哲てつもない、一日の始まりだった。

　まるで、ゲームのことなんか、夢だったかのような。
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　退屈や眠気と格闘しつつ、午前の授業を終えると、やがて昼休みとなった。

　ゲームのこともあるしと、なんとなく律りつの席に向かうと、彼女は既に弁当を片手に、席を立っていた。

「どこかに行くのか？」

「試験も近いけど、コンクールも控えてるからね。部活のミーティングがあるの」

「昼休みまで、大変だな」

「試験前の朝練は学校に禁止されてるけど、昼休みを使う分には禁止されていないから、らしいわよ？」

「軍隊みたいな部活だよな」

　すると、律が心配そうに俺の顔を窺うかがってくる。

「それとも、部活休もうか？　こんな状況で求もと無むを一人にしておくのって、なんだか不安だし」

「いや、大丈夫だよ。平気だから」

「でも──」

　今朝、悪戯いたずらだと思うなんて言っていたわりには、真剣に心配してくれている。

　この状況ではそれが有り難く、でもあまり頼り過ぎるのは申し訳ないようにも思えた。

「部活を休んだからって、解決するわけでもないだろう？　今すぐどうにかなる問題でもないんだし、だから俺も学校に来たわけだしさ」

「……わかった。でも、本当に何かあったら、すぐにでも呼び出しなさいよ？」

「わかってるさ」

　律りつが教室から出て行くのを見送ると、俺はポケットからスマホを取り出して、例のアプリを開く。

　丁度、光っていた林りん檎ごのアイコンが、暗転するところだった。

　真ん中の樹きと果物を繋つなぐ赤い線の太さは、今朝の状態と変わっていない。

　変化無し、と。

　スマホを再びポケットにしまって、廊下に出る。

　──さて、俺はどこで飯を喰くうかな。

　普段は、一人で済ませることが多い。

　高校ではずっと、涼すず香かと一緒に食べていたせいもあってか、今更誰かと一緒に食べるなんて選択肢はなかった。

　──そうだ。

　俺は自分の机に戻ると、鞄かばんから青い巾きん着ちやく型の弁当袋を取り出して、教室を出た。

　校舎一階、職員室の隣にある事務室へと向かう。目当ては、遊ゆう戯ぎ研究部の部室の鍵かぎだ。

　ここには、校舎内各教室の鍵が置かれていて、各部室の鍵を借りることが出来る。

　事務室に到着して、鍵のかかったホルダーの前に置いてあるノートに記名をする。遊戯研究部の部室の鍵を借りて、部室へと向かった。

　涼香の所属していた部活なのだ。もしかすると、なにかゲームのヒントが得られるかもしれない。

　部室に着くと、中にあった木製の机に弁当箱を置いて、古いパイプ椅い子すに腰をかけた。

　弁当箱を開き、おにぎりを囓かじりながら天井を見上げる。

「久々だよなぁ、この部室も」

　涼香がいなくなってからというもの、滅めつ多たに訪れることはなかった。

　よく考えてみれば、この部活に入ったのは涼香が切っ掛けである。

　彼女が入っていたから、俺はこの部活を選んだし、つまり彼女がいなくなってしまえばここを訪れる理由なんて、自分には残っていないのである。

「別に、遊びの研究なんて、やりたかったわけでもないし、な」

　──あいつ、どうしているんだろうな。

　最後に逢あった日のことはよく覚えている。

　なんとなくだった。彼女を好きな気持ちが我慢しきれなくなって告白した。

　丁度一年前くらい。放課後、この部室で。

『あのさ……涼すず香か、ずっと好きだった』

　俺の告白に、あの時、涼香は虚きよを突かれたような顔をした。

　だが、すぐに驚きの表情から、くすりと笑みを浮かべたものへと変えて。

『恋は文化より古い』

　そして、こんなことを言ったのだ。

『文化？』

『起源ってこと。だからね、恋愛はゲームみたいなものだと思ってる。答えを求めて、没頭して、動揺して、掻かき乱みだされて。ハマらなくていいのに、ハマってしまう。無駄なことだとわかってるのに、それしか見えなくなっちゃう』

　そう。

　俺に、人生をゲームのようなものだと教えたのは、他でもない涼香だった。

『そんな、難易度の高い、自分を見つけるためのゲーム』

　彼女は、それだけ言って、黙ってしまった。

　帰り道も、お互い無言のままだった。

　──そして、翌日、彼女はいなくなった。

　ただ、忽こつ然ぜんと、そうするのが当たり前のように消えてしまった。

　学校からだけではない。この街からいなくなった。引っ越したのだ。

　先生に尋ねると、どうやら先生も転校の話を知らなかったらしく、当日になっていきなり伝えられたのだとか。

　手がかりは何もなし。

　電話もメールも、番号やアドレスが変わっているのか、それとも拒絶しているのか、届かなかった。

　そうして俺は、彼女との接点を失ってしまったわけである。

「何をやっているんだか……」

　例のメールを見る。

『２３５７１１１３１７１９』

　やっぱり、このメールの送り主は涼香なのか？

　ふと、俺は立ち上がると、端にある棚に置かれていた、３×３のルービックキューブを手に取った。

　無造作に回して、面をバラす。

　それから、一呼吸した後、素早くキュービングして全すべての面を揃そろえた。

　──十三秒くらいか。

　これは俺の私物だが、家に持って帰る気が起きず、この部室に置いていたものだ。

　そして、これを俺にくれたのも──。

　──ガラガラガラ。

　と、その時、部室の戸が開いた。

「ご、ごめんください……！」

　続いて、そんな間の抜けた声が聞こえる。

　とっさに入口の方を見ると、そこに居たのは見覚えのある、女子生徒の姿。

　ふわふわしたウェーブがかかった髪の、お姫さまのような印象を受ける上品な少女。

　目尻の垂れた甘ったるい瞳ひとみの下で、泣きぼくろが存在を主張していた。

　小鳥遊たかなし胡桃くるみ。

　隣のクラスの女子だ。

「……小鳥遊さん？」

「や、やっぱり、ここにいた……」

　少女は、何な故ぜか頬ほおを真っ赤に染めて、俺に向かってそんなことを言う。

「……え？」

　俺を、彼女が探して？

　俺と小鳥遊さんは別に親しい間柄ではない。

　彼女のことを知っているのは、彼女が可愛かわいく、それでいて普段あまり学校に出てこない休みがちな生徒であるため、レア度の高い可愛い美少女として、クラスの男子の間で有名だったからである。












「好きです！」

　そして、彼女は熱を帯びた視線を向けながら、上擦った声で告白してきた。

　──え？　え？

　俺を、小鳥遊たかなしさんが？　なんで？

　と、その時。

　ポケットの中のスマホが、ぶるりと震えた。

　俺は、慌ててルービックキューブを棚に戻すと、ポケットからスマホを取り出し、画面を確認する。

　ポップアップ通知、『棗なつめ椰や子しさんと繋つながりました』。

　──やっぱり！

　アプリ画面では、椰や子しのようなアイコンが光っている。

「ダ、ダメでしょうか？　迷惑でしょうか」

　瞳ひとみを潤うるませながら、上目遣いを向けてくる小鳥遊さん。

　迷惑なわけは、ない。

　あくまでも、これが普通の状況なのであれば、だが。

「あ、あのさ！」

　俺は、スマホの画面を彼女に見せた。

「その感情は錯覚みたいなもので……ええっと、この画面を見て。妙なゲームに巻き込まれているのかもしれない」

「え？　ゲーム……？　何ですか、それ」

「いや、俺もまだよくわかってないんだけどさ……」

　俺はメールの文章とアプリを見せながら、小鳥遊さんにゲームのことを説明する。

　音信不通の旧知の知り合いと思われる人間から、いきなりメールが届いたこと。

　そして、そのメールの内容によれば、俺たちは不思議なゲームに巻き込まれてしまっているのだということ。

「悪戯いたずら……ですよね？」

　やがて、小鳥遊さんは、困惑というよりは、呆あきれの混ざった顰しかめ面つらを浮かべる。

「いや、信じられなくて当然だと思うけどさ。俺だっていまだに何が何だか……。でも、その、だからさ、きっと小鳥遊さんが俺のことを好きってのも──」

　だが、俺の言葉を聞いた小鳥遊さんは、俺から目を逸そらすように俯うつむいて、

「……酷ひどいです」

　震えるような声で、否定した。

「え？」

「わ、私が本気で言っているのに、こんな悪戯！　私は、本当に好きなのに！」

　声は小さかったが、激しい口調の力強い言葉だった。

　それまでのおどおどとした様子から一転、目を潤うるませながら。

「ずっと、ずっと我慢してたんです。でも、私なんかが好きになると迷惑でしょうから、言うと申し訳ないって思っちゃって──でも、ようやく踏ん切りがついて──！」

　──え？

「ええっと……っ！」

　言葉につまる、小鳥遊たかなしさん。

　そして、泣きそうな顔で、逃げるようにして部室から出て行く。

　すると、入れ違い気味に、困惑した様子の律りつが入って来た。

「何があったの!?　小鳥遊さん、泣きながら走って行ったけど」

　俺を探していたのか偶然か、ここに来る途中で小鳥遊さんと擦れ違い、慌てて駆かけ付けて来たのだろう。

「小鳥遊さんに告白された」

「それって、ゲームの影響で……？」

「いや、それがわからなくてだな──」

　律に、今あった出来事を説明する。

「そりゃあ、勘違いされちゃうわよね」

「だったら、どう説明しろって言うんだ」

「でも、良かったじゃない。これで小鳥遊さんは、今朝の少女のような危険なことはしないってわかったわけでしょ？」

「それは、そうだけど……」

　今朝出会った、四季いちとせという少女のように暴走してくることは無さそうである。

　確かに、そこは安心だ。

「それに、彼女も冷静だったってわかれば、この状況がただの悪戯いたずらだって確認出来るわけだし」

「俺は、ただの悪戯だなんて思っていないけどな」

「まだ言っているの？　現実離れしすぎてるんだってば」

　律が言っていることはわかるのだが──。

「いずれにせよ、きちんと小鳥遊さんと話す機会は作った方がいいな。彼女にはちゃんと説明をする必要がある」

「今度は怒らせないようにね」

「……からかっていると思われないように、頑張るよ」
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　放課後。

　終礼とともに、俺と律は隣のクラスへと向かった。小鳥遊さんを訪ねるためだ。

　だが、もう小鳥遊たかなしさんは教室におらず、帰ってしまったらしい。

「どうするの？」

「どうするって、日を改めるしかないだろう。珍しくよもぎちゃんのホームルームが長かったからなぁ」

　ちょっとずつ近付いてきた、学園祭に向けての決め事や連絡事項やらで、遅くなってしまったのだ。

「じゃあ、もう帰るわけ？」

　学校に残っていて、なにか調べられるわけでもない。

　どこかを探索して、涼すず香かの足取りが掴つかめるわけでもなかった。せめて、涼香の居場所がわかれば、このメールについて聞くことも出来るのだろうが。

　涼香の居場所については、過去に一度探そうとしたものの、断念した経緯いきさつがある。

　教師を訪ねて、近隣の住人にも聞き込みを行い、どうにか彼女ともう一度逢あえないかと藻も掻がいてみたのだが、まるでそんな人間なんて最初からいなかったかのように情報が手に入らず、彼女や家族の引っ越し先はわからなかった。

　流石さすがに、諦あきらめた。彼女への、気持ちとともに。

　──諦めた、はずだった。

「とりあえず、今日のところは家に帰るよ」

　期待は薄いが、ネット上を隈くま無なく探せば何かわかるかもしれない。

「じゃあ、早めに切り上げられないか掛け合ってみるから、ちょっと待ってて」

「え？」

「部活よ。私も一緒に帰るからさ」

「どうして？」

　俺が家に帰るだけだ。

　律りつがわざわざ部活を早退する必要はない。

　すると、律は眉まゆを顰しかめる。

「一人だと、何かあった時に危険でしょう？」

「でもさ、これから毎日一緒に帰ってもらうわけにはいかないだろ？」

「それは、そうだけど……」

「心配してもらわなくても、大丈夫だからさ」

　あまり、律に心配をかけたくない。

　だが、律は顔を顰めて、視線を地面に逸そらし、わなわなと身体からだを震わせた。

「……するなって言われても、心配するに決まっているじゃない」

　ぼそりと、小声を漏もらす。

　──怒ってる？

「……律？」

「わかったわよ！　じゃあ、私は気にせずに帰るから！　変な女に捕まらないようにしなさいよね！」

　不機嫌そうな表情で顔を上げた律りつは、吐き捨てるようにそう言うと、昇降口の方へと早足に去った。

　あいつ、なんであんなに怒っていたんだ？

　俺は、あいつに迷惑をかけないようにと思っただけなのに……。

「変な奴やつ……」

　なにはともあれ、俺も帰ろう。

　溜ため息いきを吐つくと、学校を出て、正門から大通りを真まっ直すぐに歩く。

　学生の集い場でもあるショッピングモールの前を通り過ぎ、国道沿いを歩いた。

　途中、何度も同じ高校の生徒と擦れ違う。

　そうして、歩くこと十分強。

「到着、と」

　家に着いた俺は、鞄かばんから鍵かぎを取り出し、鍵を開けて中へ。

　玄関を上がり、廊下を抜けて、階段を昇り、自室に入ったところで──。

「おかえり、おにーちゃん」

「……なっ!?」

　背後から、甘い声が聞こえたと思うと、腰の辺りに両腕が回ってくる。

　とっさに振り返ると、そこには見覚えのある少女がいた。

　桜さくら海うみ中学の制服を着て、頭に大きなリボンを付けた、二つ結びの童どう顔がんの少女。

「四季いちとせ、美み樹き？」

「わ、ちゃんと名前覚えてくれてるんだね！　やったー！」

「な、なんでここに！」

「おにーちゃんが帰ってくるのを待ってたわけ！」

「いや、そうじゃなくてさ。どうやって中に入ったんだ」

　家には鍵がかかっていたはずだが──。

「それはね、朝に上がった時に、こっそり窓の鍵を一つ開けておいたの。おにーちゃんって、本当に不用心だよね～」

　どこの窓だか知らないが、おそらく物置あたりの普段使っていない奴だろう。

　しかし、人の家の鍵を開けてあがりこんでくるなんて……。

　──油断した。

「感心した？　見直した？　好きになってくれた？」

　──ドクン。

　鼓こ動どうが高鳴る。

　少女に抱きつかれたせいか、それともゲームの影響か。

　動揺しながらも、彼女を振り払おうと全身に力を入れる。

　だが、そこで、鼻孔を不思議な匂においがかすめる。

　若木のような──ああ、そうだ、檜ひのきの匂においだ。

　この……匂いは……。

　突然、意識が暗転する。

　あれ……？　なんだ……？

　そのまま、意識が深い闇やみへと沈んでいって。

「超強烈なセドロールの匂い。睡眠効果のある香りを、何百倍にも強烈にしたもの、だよ。ちょっと大人しくしててね、おにーちゃん」

　──楽しそうな少女の声だけが、遠くに聞こえていた。
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　視界に、再び光が灯ともる。

　まず、目に入ったのは、俺の部屋の天井だった。

　どうやら、自分がベッドに仰あお向むけに転がっていることに気付く。

　すぐに立ち上がろうと身体からだを動かすが、両手と両足が縄のようなもので縛られていることに気付いた。

「あ、起きたみたいだね、おにーちゃん」

　ベッドの傍そばには、四季いちとせ美み樹きと名乗る少女が立っていた。

　今にも鼻歌でも歌い出しそうな上機嫌さで、仰向けの俺を見下ろしている。

「ちょ、ちょっと待て。これはどういうつもりだ？」

「おにーちゃんが逃げないようにだよ。だっておにーちゃん、我わが儘ままだから、すぐに逃げ出しちゃうでしょ？」

「いや、我が儘とかじゃなくてさ──」

　咄とつ嗟さに、縄がほどけないか身体を動かすが、ぎゅうっと余計に食い込んできた。

　──これじゃ、逃げられない、か。

「今度こそ観念して、美樹のおにーちゃんになってね？」

「……だから俺は、兄になんてなるつもりはないってば」

　大体、なんだよ兄って。意味がわかんねーよ。

　どうして俺は、この子の兄なんかに。

「そう？　だったら」

　少女が、ベッドに昇ってくる。

　ぎしりと、木製のベッドが軋きしんで音を立てる。

　そして、俺の顔を跨またぐようにして立つと、両手でスカートの裾すそをつまみ上げた。

　──なっ。

「照れちゃって。おにーちゃん、かわいい～」

「ちょ、ちょっと待て。なんでそんなところに立って──」

「こうするためだよ」

　少女がそのまま、勢いよく腰を下ろしてくる。

　現れた装飾の多い赤と黒の派手なパンツを隠そうともせず、俺の口を塞ふさぐようにして顔面に押しつけてきた。

　パンツの生地越しに、少女の湿気を感じる。

「──むごっ！」

「わかってないなぁ、おにーちゃんは。おにーちゃんに拒否権なんてないんだってば。美み樹き的に大決定なの」

　──ちょっ、こいつは何を言っているんだ！

　文句を言いたいが、口を塞がれているせいで何も言えない。

「本当は理解して欲しかったんだけど、わかってくれないんだったら仕方がないよね」

　顔に押しつけられた美樹の下着から、今朝と同じ甘い匂においが香ってくる。

　途と端たん、心音が激しくなっていくのがわかった。

　──っ、これは……！

「好きじゃないなら、好きにしてしまえばいいじゃない。イランイランの香りはね、男の人の心を堕おとす力があるの。ね、おにーちゃん。無駄な抵抗はやめて、そのまま美樹に堕ちちゃって？」

　鼓こ動どうが大きく、速くなり、息が詰まるような苦しさを覚える。

　やはり、あの匂いは、不思議な力を持ったものだったらしい。

　メールに記されていた、少女たちの使う不思議な力。

　途端、意識を四季いちとせ美樹が支配していって。

　──ドクン。

　まるで、朝の状況の再現だった。

　頭上にいる少女のことが心を満たし、気付けば彼女のことのみを考えることに、夢中になっていた。

　胸の奥に、ちりちりとした焦しよう燥そうが生まれる。

　気を抜けば、暴れ出してしまいそうな衝動が駆かけ巡って。

「んっ……おにー、ちゃん……」

　そんな俺の感情を挑発するように、少女がもう一度顔面に下着を押しつけた後、今度は覆おおい被かぶさるようにして重なり、抱き付いてくる。

　押しつけられた下着からは、あの甘い匂いがより強く香っていた。

「……ねぇ、おにーちゃん知ってる？　男の人はね、可愛かわいい女の子に触られるとそれだけでドキドキしちゃうの。好きになっちゃうの。手放せなくなっちゃうの……」

　蕩とろけるような声に反応したのか、周囲の景色がぐにゃりと歪ゆがんで溶け始める。

　部屋の端に放ほうり投げられた、俺の鞄かばんの中のスマートフォンが、アラーム音を鳴らしながら震えている気配に気付いた。

　不思議な匂においの力に続いて、身体的なアプローチ。

　身体からだの自由を奪うばわれた嫌悪感を、好意が塗り替えていく。

　脈が上がる。鼓こ動どうが破裂しそうなほどに、膨れあがっていた。

　身体に、熱が籠こもっているのもわかる。

　──ダメだ、このままじゃ。

　その時、だった。

　刹せつ那な、視界が白く染まって、見えていたはずのあらゆるものが輪りん郭かくを失って、霧がかかったように霞かすんだ。

　そのまま、周囲のあらゆる光景が、部屋の隅にあった木製の机が、その隣の本棚が、木製の衣い装しよう箪だん笥すが、なにもかもが溶けていく。

　ぼやけていく部屋。

　消えていく光景。

　まるで、最初からそんなもの存在しなかったかのように。

　全すべてが儚はかなく消えて、白に変わっていく。

　気付けば、周囲全てがただひたすらに真っ白に染まっていた。

　白の空間に、俺と少女、ただ二人だけがいた。

「わわ、凄すごい。本当に世界が終わってる」

「美み樹き、頼むから……やめ……」

「だーめ。おにーちゃんだって、まんざらじゃないんでしょう？　美樹のことが好きになっちゃってるから、世界はこんな風になっているんでしょう？　だったら、大人しくして」

　美樹が、周囲を見回して、無邪気な笑みを浮かべる。

　──これが、世界が終わるということ。

　きっと、大変なことなのだということは理解出来る。

　でも……あぁ、ダメだ。

　なんかもう、そんなことどうでも良いくらいに、ただひたすらに目の前の少女のことしか、考えられなくなっていた。

　すぐ近くにいる、あの華きや奢しやな身体を抱きしめたい、とか。

　ただ受け身に覆おおい被かぶさられるだけではなく、今度こそは彼女の大事な部分を、もっと、こう、優しく触って、気持ちよくしてあげたい、とか。彼女のことを、もっと知りたいとか。俺のことを、わかってもらいたいとか。繋つながりたいとか。

　──キスをしたい、とか。

　自分でもよくわからないくらいに、少女のことを『好き』という感情が、暴走する。

　好きで、好きで、好きで、好きで、好きで、好きで、死ぬほど好きで。

　──別に、世界が終わってしまうくらい、その程度のこと。

「ええっと、キスをしたら世界が終わって、二人きりになるんだったっけ。凄い……全部消えちゃってる」

　美み樹きは、俺の唇に人差し指を当てると、嬉うれしそうに続ける。

「じゃあ、これからずっと、二人っきりだね」

　──世界の終わり。二人きり。

　俺のことを兄にしたいという、そんな好きな人との、二人だけの世界。

　もし本当に、そんな世界になってしまうのだとすれば、それはとても幸福なことではないだろうか。

　だって、嫌なことも何もかもを忘れて、互いにわかりあえる空間で、ただ好きということだけを考えれば良くて──。

　好きな、人。

　──っ！

「……違う」

「ん？　どうしたの？　おにーちゃん」

「俺が好きなのは……」

　──好きなのは。

　そう考えていた時、再び世界に異変が起こった。

　急に、視界が白く染まって、意識が朧おぼろ気げとなり。

　目の前にいたはずの少女が、遠くなって。

　あ、れ？

　なんだ……これ……。

　…………。

　……。
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　やがて、意識がゆっくりと戻って、視界もクリアになる。

「……う……ん？」

　現れた光景を見て、驚きよう嘆たんする。

　何な故ぜならそこは、先程までいたはずの自室ではなく。

　古い木製の机に、パイプ椅い子すに座る自分。

「……部室？」

　俺は何故か、遊ゆう戯ぎ研究部の部室にいた。

　──なんで？

「ほ、本当に使えちゃった……」

　と、女の子の声が聞こえた。

　とっさに声のした方を振り向くと、何故かそこには、俺を見て驚いている小鳥遊たかなしさんがいた。

　──え？　あれ？

　事態が、掴つかめない。

　どうして俺は部室にいて、近くには小鳥遊たかなしさんがいるんだ？

　てか、この状況って──。

　すると小鳥遊さんは、困り顔からバツの悪そうな顔になると、何な故ぜか深々と頭を下げた。

「ご、ごめんなさい！」

「……へ？」

「本当にやれるなんて思わなくて。でも、なんとなく出来るような気がしたからやってみたら、こんなことになっちゃって……ええっと、ええっと……ええっと」

　なんとなく……？

「使えたって、何を？」

「ええっと……力。多分、力です」

　──力？




『少女たちは、不思議な力を使います。

　力とは、器より零こぼれた奇跡の力。

　世界を再編するための証あかしであり、あなたを奪うばう意思の表れ』




　ああ、なるほど。

　つまりこの状況を作り出したのは、四季いちとせ美み樹きの使う不思議な匂においのように、ゲーム参加者特有の不可思議な力、ということなのか。

　で、この力の正体は。

「ワープ……したのか？」

「いや、そうではなくてですね……」

　小鳥遊さんは、少し考えるようにすると──。

　部室を見回して、壁に掛かっていた時計を指差した。

『13：05』

　ええっと……。

　って、あれ？　俺が家に帰ったのは、授業を終えた夕方だったはずだ。

　そしてこの時間は、昼休み……？

「どうやら私は、時間を巻き戻せるようになってしまったみたいです」





■シーン２　異能恋愛




　──過去に戻って、もう一度人生をやり直せたら。

　幼い頃から、物事を失敗する度に何度も繰り返した妄想だが、本当にそんな力を目の当たりにすることになるなんて、思いもしなかった。

　──たとえば、あの時、涼すず香かに告白しなかったら。

　そんなことを妄想してしまう、やり直しの力。

「そ、その、本当にすみません」

「……え？」

「あ、あの、なんだか大変なことを……まさか、本当にこんなことが出来るなんて、思っていなかったから……」

　しどろもどろになりながら、困惑した様子で言う小鳥遊たかなしさん。

「いや、その……俺も驚いたけど……でも、おかげで助かったくらいだし……」

「助かった？」

　小鳥遊さんが、キョトンとした表情で聞き返してくる。

「ええっと、ちょっと困ったことになっていてさ」

「困ったこと？」

　説明した方が、いいだろうか。

「ええっと、その……」

　どう、説明したものか。

　そもそも、非現実的なことの連続だ。

　話したところで、信じてもらえるかどうか……。

「そ、その、大丈夫ですから。実際に、こんな力が使えてしまったわけですし、さっきみたいに、疑って怒ったりはしませんから……」

　──それも、そうか。

　それに、彼女だって、もうこのよくわからない状況に巻き込まれてしまったようなものだ。

　説明しておく必要があるだろう。

「わかった」

　小鳥遊さんに、今朝のことも含めて、先程起こったことについて説明する。

「お、襲おそわれたって。ほ、本当に襲われたんですね。そ、その、肉体的に。アグレッシブに」

「う、うん。まぁ、押し倒されたというか──」

　さすがに、過激な行こう為いについてまでは話さなかったが、押し倒されたことは話しておいた。

　そのくらいにまで、思考がおかしくなってしまう、ゲームらしいということ。

「え、えっと、あわわ……その、女の子が、神かみ代しろ君を襲おそったって……だ、大丈夫でした？」

「大丈夫じゃなかったけど、おかげで大丈夫になったというか」

「貞てい操そうがですか!?」

　小鳥遊たかなしさんが、湯気が立ちそうなほどに顔を真っ赤にして、両手を上下にわたわたと動かし始める。

「いやいや、それは大丈夫だったから！」

　──って、ちょっと待った。

「あれ？　小鳥遊さんがそんな力を使ったなら、他のみんなは、今どうなってるんだ？」

「あ……」

　俺の言葉を受けて、口を半開きにして呆ぼう然ぜんとする小鳥遊さん。

　俺は慌てて部室のドアを開けて、外の様子を見た。

　だが、部室の外は別に騒がしい様子はない。

「でも、静かだな……」

　俺はすぐに、学食の方へと出た。

　すると、学食の周囲には、いつもと同じ様子の学生たちがいた。

　学食の中も確かめてみるが、みんな、何事もなかったかのように食事をしている。

　……あれ？

「みんな、この状況に気付いてないみたいですね」

　俺を追いかけてきた小鳥遊さんが、気味が悪そうに呟つぶやいた。

　どういうことだ？

　困惑しながら、周囲を眺めていると、学食へと入ってきた顔かお馴な染じみ──律りつと目が合った。

「あ、求もと無む、ここにいた」

　やってきた律は、俺の横にいる小鳥遊さんを見て、不思議そうな表情を浮かべた。

「あれ……？　どうして、小鳥遊さんと一緒に？」

「どうしてって……」

　でも、本当に不思議なのは、律の態度で。

　あくまでも、俺と小鳥遊さんが一緒にいることのみが、不思議であるかのように。

　まるで、過去に戻ったという不可思議な現象を、認識出来ていないかのように。

「……それより、お前、気付いていないのか？」

「気付いていないって、何が？」

　律の反応に、小鳥遊さんと顔を見合わせる。

　えっと……つまり。

　どうやら律は、この状況に気付いていないらしいけど、だとすれば他のみんなも？

　──聞いた方が早いか。

「時間が、戻ったんだ」

「時間が？　は？　なんのこと？」

　いっそう、不思議そうにする律りつ。

　俺は、再び小鳥遊たかなしさんと顔を見合わせると、頷うなずき合った。

　間違いない。

　どうやら、俺たち以外は、この状況を認識出来ていないらしい。

「部室に移動しよう。小鳥遊さんもいいかな」

　小鳥遊さんが頷く。

　二人を引き連れ、再び部室へ。

　部屋に入るなり、律に説明する。

「ゲーム参加者が使えるという力だ。ほら、メールに書いてあっただろう？」

「え？　力って……ちょっと待って、小鳥遊さんはゲームの参加者なの？」

　ああ、そうか。

　時間が戻ったから、今の律は小鳥遊さんが参加者であることを知らないのか。

「らしいよ、ほら」

　律に、棗なつめ椰や子しのアイコンが光る、アプリの画面を見せた。

　彼女は、しばらく言葉を失うと。

「悪戯いたずらじゃないのよね？　そのアプリも。ゲームも」

「だから、違うって言ってるだろ」

「ううん……」

　まだ、納得がいかない様子の、律。

「それで、力を使った、って……ええっと、時間を戻したってこと？」

　首肯する。

「いや、ちょっと待ってよ。力があるって言っても、さすがに時間を動かしたりなんて、出来るはずないでしょう」

　そりゃあ、そう思うだろうけど……。

「困ったことに、出来るみたいなんだ。だから、俺と小鳥遊さんは過去に戻った」

　律が、怪け訝げんな表情で小鳥遊さんを見た。

　小鳥遊さんは、困ったように笑いながら、頷きを返す。

「本当です」

　律の顔が強こわばった。

「……はぁ、まぁいいわ。わざわざ、そんなことを言って私をからかう理由もないし、どうせ、朝から信じられない話ばかり聞かされているわけだしね。で、それで、その力とやらで時間を戻した理由は何？　力を試してみたの？」

　と、律の言葉に、小鳥遊さんが頬ほおをあからめてしどろもどろになる。

　そういえば、彼女が時間を戻した理由を、俺も聞いていなかった。

　なんとなくだと、本人は言っていたが。

「あの……その……告白して、うやむやになってしまってましたから。それを、やり直したいと思って……その」

　告白をやり直したい、って。

　あ……えーと、あー……。

　つまり、以前の告白の流れを、小鳥遊たかなしさんは後悔していた、と。

　だからやり直したいと思って、力を使ったわけか。

　すると、律りつが怪け訝げんそうに眉まゆを顰しかめる。

「告白？　どういうことよ」

「あー……えーっと、だな」

　また、説明しなきゃいけないのか。

　──キンコンカンコーン。

　と、そこで、昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴る。

「すまん、次の休み時間でいいか？」

「授業に集中出来なかったら、求もと無むのせいね」

　律が、溜ため息いきを吐つきながら頷うなずく。

「小鳥遊さんも、こ、この話の続きは放課後でいい？　途中になっちゃったし」

「え？　あ、あぁ、ええっと……」

　小鳥遊さんが、両手を上下に振り回しながら、あたふたする。

　そんな反応されると、こっちとしても恥ずかしくなるんだけど……。

「ふ～ん？」

　律が、冷ややかな視線を送ってくる。

　小鳥遊さんも、俺を好きになるというゲームの参加者だしな。

　どういう話だったのか、漠然と理解したに違いない。

「と、とりあえず、その話は、その、もういいんです！　きちんと伝えて、その上で、メールのことが本当だというのなら、そんな大変な状況で返事をもらうわけにもいきませんし……えっと、その、その」

　ま、まぁ、確かに、こんな状況で答えを出せと言われても、小鳥遊さんのことをどう思っているかとか以前に、振るしかないよな。

　小鳥遊さんが、こくんと、何かを決意するように頷いた。

「私も、神かみ代しろ君に協力したいです。ゲームのこと」

「……え？　本当に？」

　小鳥遊さんが、真剣な表情で頷いた。

「だって、そんな話を聞いて、放ほうっておくわけにはいかないじゃないですか。確かに、信じられない話ではありますけど、本当に力は使えたわけですし。それに、勝手に世界が終わっていたなんて状況になったら、嫌ですから」

　それは、確かにそうか。

「それに、このゲームを終わらせないことには、返事がもらえないわけでしょう？」

「あー……ええっと、それは……」

　返事に困っていると、くすりと小鳥遊たかなしさんが笑い、踵きびすを返した。

「じゃあ、放課後。教室でお待ちしています」

　そして、軽くお辞儀をすると、部室から早足に出て行く。

「ふ～ん？　小鳥遊さんと何があったかは、きちんと聞きたいところね」

　律りつが、冷やかすように言った。

「とりあえず、次の休み時間、な」
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　放課後、俺と律と小鳥遊さんの三人は、ひとまず俺の家を目指すことになった。

　美み樹きという少女に、もう一度逢あってみようということになったのだ。

「しかし、二人とも本当にいいのか？　危険な気もするけど……」

「襲おそわれて、何が危険な気がする、よ。アンタを一人で帰らせる方が危険だっつーの」

「えっと……私も、そう思います」

「うぐっ。そ、それはそうかもしれないけどさ……」

　二人の言う通りすぎて、反論しようが無い。

「律は、部活だってあったわけだしさ」

「こんな状況で、部活なんて行けるわけないでしょ。まだ信じられないけど、悪戯いたずらじゃない可能性だって増したわけだし、アンタが一度大変な目にあってるんでしょう？　いや、心配しているのは求もと無むじゃないのよ？　だってそれって、世界の危機ってことじゃない」

「大おお袈げ裟さでなく、な」

　まだ、実感はないが、体験はした。

　本当に、世界が消えてしまうんだってこと。

「むしろ、アンタから言うべきよ。怖いから、一緒に付いてきてくれ、って」

「そんな情けない話、出来るわけないだろ」

「大変なことになっているんだから、ちょっとは人を頼りなさいって話よ。どのみち、一人で帰るのが当たり前みたいに話していたら、私、怒っていたんだから。少しは、当てにしてもらいたいじゃない」

「それは──」

　ああ、だから一つ前の放課後で、律は怒っていたのか。

「大体、いつもそうよ。涼すず香かがいなくなった時だって、一人で拗すねて、落ち込んで。私のこと頼ってもくれずにさ」

「俺はただ、お前に迷惑をかけたくなくてだな」

「いい？　覚えておいて。頼ってくれないのって、迷惑なことなんだから」

　それは。

　……まぁ、そうかもな。

　友達なんだから、少しは頼るべきなのかもしれない。

　昔から、そういうことが苦手なんだけども。

　すると、そんな俺たちの様子を見ていた、小鳥遊たかなしさんがくすりと笑った。

「小鳥遊さん、どうかした？」

「ううん。春日井かすがいさんと神かみ代しろ君が仲良かったから、微笑ほほえましくなっただけです」

「べ、別に仲がいいわけじゃないわよ！　ただ、昔からずっと、近くに住んでたって言うかさ！」

「でも、友達だから頼れって、今言ってましたよね？」

「ぐっ……そ、それは、そうだけど。それとこれとは、別よ！」

　俺と仲良しと言われるのが嫌なのか、必死に否定してみせる律りつ。

　当人としてはどう反応していいのかわからないが、別に俺のことを本気で嫌っているというわけでもないのだろうし、照れられる分には悪い気もしない。

「そ、それはそうと、小鳥遊さん。いくつか質問していい？」

　すると、律が話題を変えるように言った。

「はい、なんでしょう？」

「力を使うって、どういう感じなの？」

　律が、肩を竦すくめてみせる。

「わからないのよね。全然ピンと来ないのよ。力が使える、なんて言われても」

　小鳥遊さんが、んーっと、小首を傾かしげる。

「ええっとですね。なんでしょう、なんとなく使える感じ、と言った風でしょうか」

「なんとなく？」

「手足を動かすのに、特別な意識は必要ないですよね？　それと同じ感じです。そう、なんとなく、なんとなく、です」

「なんとなく……。疲れたりはするの？」

「身体からだがだるくなる感じはありました。そもそも、実際に使ったのはさっきのが初めてで……まだよくわかってないんですよね。使えるようになったのは、多分、今日になってからですけど……」

「多分？　いつ使えるようになったか、わからなかったってことか？」

　俺の質問に、小鳥遊さんが、再びちょっと考えるようにして答える。

「ええっと……いつの間にか、です。多分、昨日──じゃなかった、一つ前の昼休み、神代君に、こ、告白しようとして、部室で会った時から、ですかね」

　小鳥遊さんの頬ほおがほのかに赤く染まった。

「あ、あぁ、なるほど。つまり、ゲームのことを知ってから、ということ？」

「さぁ、どうなんでしょう。そんな気もします」

　とりあえず、そのくらいの時、か。

「春日井かすがいさんは、ありませんか？　なんとなく、力が使えそうみたいな感覚」

　小鳥遊たかなしさんの問いに、律りつがすぐに首を横に振った。

「残念ながら」

　つまり、力が使えるかどうかには、個人差がある、ということか。

　使える人間と、使えない人間がいて、小鳥遊さんや美み樹きという少女は使える、と。

「あ、そうだ。春日井さん、きちんと自己紹介をしていませんでしたよね。私、小鳥遊胡桃くるみって言います。春日井さんの隣のクラスです」

「知っているわ。改めまして、春日井律りつ花かよ」

「え、知っているって？」

「だって、あなたみたいな可愛かわいい女の子、女子はすぐに噂うわさ話ばなしにしちゃうから」

　律が笑みを浮かべる。

「そ、そんなことはありませんけど……」

　小鳥遊さんは、頬ほおを真っ赤に染めながら、恥ずかしそうに顔を背けた。

「そちらこそ、どうして私のことを知っていたの？」

「そ、それは……その、神かみ代しろ君の幼なじみさん、だったので。去年、何度もお話ししているところを見かけましたし。だから、顔も名前も憶おぼえて……」

「良かったわね、求もと無む。モテモテじゃない」

　何な故ぜか、冷たい声で言う律。

「いや、うん、まぁ」

　嬉うれしいことは嬉しいが、こんな状況も相あい俟まって、素直に喜んでいいのやら。

「でも、本当に、どうしてこんなやつのことを……」

「昔、ちょっとした切っ掛けがあったんです」

　──昔？

　小鳥遊さんが、俺の顔を覗のぞき込こんだ。

　ええっと──。

「やっぱり、覚えていないみたいですね」

　そして、悲しそうに目を伏せる。

　何か、彼女に対してあったっけ。

　よく覚えていないけど……。

「アンタ、小鳥遊さんに何をしたのよ」

　律が、非難染みた声で言ってくる。

「な、なにもしてねーよ。少なくとも、酷ひどいことは……」

　そう言いながら、おそるおそる小鳥遊さんを見た。

　本当に、身に覚えがなかった。

　彼女に惚ほれられる切っ掛けなんて──。

「いや、いいんです。些さ細さいなことですし、神かみ代しろ君が覚えていなくても当然なので。また、今度話します」

　なんだろう。

　昔のこと……？

「それよりも、多分この辺りじゃないですか？」

「あ、ああ、うん。もう、すぐそこ」

　そうこうしているうちに、我が家に到着する。

　──さて、家に着いたものの、果たして彼女は中にいるのだろうか。

　状況が変わっていたりしなければいいのだけども。

　家の鍵かぎを使って中へ。

　廊下を歩き、階段を前にしたところで、一度足を止めて互いの顔を見合った。

「乗り込みましょう。こっちは三人いるんだから、女の子一人に負けるはずがないわ」

「待った。相手は妙な香りの力を使ってくる。せめて匂においを防げるように準備しておいた方がいい」

　俺は、ハンカチを胸ポケットから取り出して、右手に持った。

　これで、匂いに異常を感じた時、とっさに鼻を覆うことが出来る。

　律りつと小鳥遊たかなしさんも、俺に倣ならってハンカチを取り出した。

「静かにね。多分、俺の部屋にいるはずだから、気をつけて」

　なるべく音を立てないように階段を昇り、二階の自室前まで来る。

　そっとドアノブに手をかけ、一気に開けて身構える。

「戻って来てたの──って、あれ？」

　すると、俺たちが部屋に入って来たことに気付いたらしい少女が、俺とその横にいる二人の顔を見て驚いた。

「なんでなんで？　どうして、おねーちゃんたちも一緒なの？」

「アンタが待ち伏せしているのはわかっていたからさ。来てあげたのよ。求もと無むと一緒にね」

　律の答えに、少女が不思議そうに目をパチクリとさせる。

「どういうこと？」

「お前がここにいるのはわかっていた。だから、付いてきてくれるって話になったんだよ。俺一人だと、お前と逢あうのは危ないからってさ。心配してくれたわけだ」

　少女はまだ納得がいかないという顔で、俺たちを見回した。

「えっとえと……とりあえず、美み樹き、追い詰められちゃってる？」

　危機感の無い様子で、自問する少女。

　さて、ひとまずは無事、少女と話が出来る状況まで持って行けたわけだけど。

「とりあえず、話が聞きたい」

「話？　どんな？」

「キミが、どうして俺の家に押しかけて来ているのか」

　ゲームのせいなのか。

　それ以外でも、もっと別に理由があるのか。

「言ったよね。おにーちゃんを見つけたから、って」

「いや、それは聞いたけど。そうじゃなくて──」

「どうして、兄に似た男を見つけたってくらいで、求もと無むを追い回して家までやって来たのかって話よ。ゲームの影響ってのが、あるんだろうけど。他にないの？」

「理由、理由か。あるような、ないような……」

　少女が、右手を顎あごに添そえて考え事を始める。

「美み樹きのこと、聞いてくれるのは嬉うれしいけど、でも、そういうプライベートは簡単に教えられるものじゃないからなぁ」

「人の家に勝手にあがりこんで襲おそって、失礼もプライベートもないでしょう」

「あはは……」

　律りつが呆あきれると、小鳥遊たかなしさんが同意するように笑った。

「それに、ゲームの影響なんてことはないと思うなー。美樹は、きちんと自分の意思で、行動してるんだから」

「君は普段から、知らない人の家に侵入しているのか？」

「あー、確かに、そんなことはしなかったかも。はて？」

　やっぱり、ゲームの影響なんじゃないか……。

「それで。知ってどうするの？」

「このままじゃ、俺だって普通の生活も出来ないだろう？　俺を襲わないで欲しいんだ。困っているから、とりあえず話が聞きたい」

「でも、美樹にだって言いたくないことはあるよ」

　少女が、笑みを崩さないままに言い切る。

　まぁ、それはそうなんだろうけども。

「それに、襲わないで欲しいってのは、お願いされてもなぁ。別に、美樹だって襲いたくて、おにーちゃんを襲っているわけじゃないんだし？」

「いやいや、襲いたくないからって言ってもさ。じゃあ、君は俺が妹にしてやるって言ったら、それで納得するのか？」

「うん」

　──って、え？

「……えっと、君の目的はなんだっけ」

「おにーちゃんに、おにーちゃんになってもらうこと」

　俺と結ばれたいとか、そういうわけではない？

　いや、彼女が俺に迫ってくるのは、多分ゲームのせいだろう。少なからず、影響はあるに決まっている。

　それでも、目的がそうでない、というのなら──。

「……まぁいいや、とりあえずわかった。じゃあ、とりあえず君のことは妹でいいや。だから、話をしたい」

「ちょ、ちょっと、求もと無む、なに言ってるの？　この子、アンタを襲おそって来た相手よ？」

　律りつの耳に顔を寄せる。

「わかってるけど。別に、妹だからといって何かあるわけでもないだろう？　話を合わせた方がいい」

　そして、彼女だけに聞こえるように呟つぶやいた。

「そ、それは……そうかもしれないけど……」

　どうせ、口約束だ。

　実際に兄妹きようだいになれるわけでもないし、血が繋つながるわけでもない。

　ひとまず、彼女と話がしたかった。

「わ、わわ！　本当に、おにーちゃん、美み樹きのおにーちゃんになってくれるの!?」

　美樹が思いきり飛びついてくる。

「こういうのを止やめるならな」

　思わず、俺は向かってくる美樹の顔に右手の平を突き出した。

「はぎゅっ！」

　美樹の鼻が、俺の掌てのひらに当たって柔らかく押し曲がる。

「あいたたたたた……なにをするんだよ、おにーちゃん」

「行動には気をつける。不用意に抱きついたりしないし、襲ったりもしない。あと、俺に協力する。それが守れるなら、兄になってもいい」

「本当!?」

　戸惑いつつも、頷うなずいた。

　──ということに、しておこう。

　ぶっとんでいる相手だ、ひとまず話を合わせるように……。

「おっけー！　じゃあ、今日から美樹とおにーちゃんは、兄妹だね！」

　少女が、嬉うれしそうな笑顔を見せる。

　すると今度は、小鳥遊たかなしさんが顔を寄せてきた。

「ほ、本当に大丈夫なんですか。不安なんですけど……」

「多分……ね。なるべくなら、この状況を穏便に済ませる方法を考えたいし、彼女の協力も取り付けたいし、話も聞きたいし……」

　まぁ、心配はもっともだ。

　俺だって、これだけで彼女が大人しくするなんて、思っているわけでもないし。

　でも、どうしてか。この少女は、少なくとも嘘うそはついていないような気がした。

「それで、協力って何をするの？　妹だからって……痛いのは、嫌だよ？」

　両手で頬ほおを押さえながら、嬉しそうに首をぶんぶんと左右に振り回す、美樹。

「何を想像しているか知らないが、そんなことはやらないからな……」

　呆あきれたように、そう返してやる。

「そうだな……まずは、お前の使っている力について、その他に、今朝見せたメールの内容について何か心当たりはないか、お前の知っていることを全部教えてくれ」

「お前じゃなくて、美み樹きね」

「……わかった。美樹」

　俺が言い直すと、満足したように美樹が頷うなずいた。

「わかった。じゃあ、まずは荷物持ってくるね」

　美樹が、俺の部屋から出て行こうとする。

　──って、え。

「ちょっと待て、なんで部屋を出て行こうとするんだよ」

「だって、一度家に戻って、荷物を取って来ないと」

「すまん、お前が何を言っているのかさっぱりわからないんだが。荷物って何を取りに行こうとしているんだ？」

「やだなぁ、おにーちゃんは。ここに泊まるための荷物に決まっているじゃない」

「は？　いやいや、待て。泊まるって、うちに？」

「だって、美樹とおにーちゃんは兄妹きようだいなんだよ？　だったら、一緒に暮らして当たり前じゃない。んじゃ、行ってくるねー！」

　ドタドタと、階段を駆かけ下りる音が聞こえる。

　そんな美樹の様子を、律りつと小鳥遊たかなしさんも、唖あ然ぜんと見ていた。

「……ねぇ、求もと無む、この状況どうすんの？」

「行っちゃいましたね……」

　どうする……どうする、か。

　とりあえず、戻ってくるのを待つしか無いよな。

「ねぇ、求無、一応聞いておくけど。これで本当に良かったの？　人の言うことをまるで聞かない、あんな子を信用しちゃって」

「ま、まぁ、なるようになるさ」

　……多分。





　　　　◆






「戻って来ないな……」

　美樹が部屋を出て行って、既に一時間。

　俺たちは、スマホを弄いじってゲームの手掛かりを探しながら、美樹の帰りを待っていた。

　わかっていたことではあるが、ネット上を探しても、使えそうな手掛かりは出てこない。

「シャワーでも浴びてるんじゃない？　愛いとしのお兄さまに、逢あいに来るわけだし？」

「なんか、妙に突っかかるなぁ。どうして、そんな言い方をするんだ？」

「そりゃあ、襲おそわれているって言っていたのが、想像以上に酷ひどい状況だったみたいだから」

「ひ、酷い状況……」

　顔を真っ赤にした小鳥遊たかなしさんが、引きつるような声で呟つぶやいた。

「妹にしてやるなんて、都合のいいこと言っちゃって。本当は、誘惑されて甘くなってるんじゃないの？」

「律りつが、彼女を受け入れることを気にくわないのは、わかるけどさ」

「気にくわないとかじゃなくて、心配してるのよ」

　呆あきれるように、律が言った。

「いや、そのさ……心配してくれるのは、素直に嬉うれしいんだけどさ。でも──」

　でも、そうは言っても、彼女を遠ざけても意味がないわけで。

　冷静に考えて、彼女と話が出来る機会を作った方がいいはずだった。

「ねぇ、求もと無む。やっぱりアンタ、本当はさ──」

「じゃっじゃじゃーん。おにーちゃん、お待たせだよ～」

　と、律が何かを言いかけた時、ドアが勢いよく開かれ、妙な服装に着替えた美み樹きが現れる。

　頭には大きなかんざし、服は桜柄のあしらわれた赤く丈の短いミニスカートのような着物。腰には黒いコルセット、足にはニーソックスという、不思議な組み合わせ。

「おいおい、チャイムくらい鳴らせよ。というか全然人が入ってくる気配が無かったんだが」

「折せつ角かくだし、いきなり現れた方がサプライズになるかなと思って」

　なんだよそれ。

「和ゴス、ってやつでしょうか……」

「アンタ、やっぱり色々とおかしいわ」

　やってきた美樹の服装を見て、二人が困惑気味に呟いた。

「え？　別に普通だよ？」

「普通の人は、そんな派手な服を着ないと思いますけど……」

「え？　派手かな？」

　派手だろう。

「まぁ、着替えて来たので、これでいつでもお泊まりの準備は整ったってやつだね」

「あのさ、さっきは止められなかったが、お前を泊める気はないぞ？」

「ええっ!?　なんで!?」

　いや、なんでもなにも、むしろどうして泊めてあげられると思っているのか。

「美樹は帰らないよ？　だって、兄妹きようだいは一緒の家に住むものだよ？　おにーちゃんがそれを拒否する時点で、それは兄妹じゃない。安心して、きちんとお金も入れるから」

「ありえない」

　彼女の両親だって心配するだろうし、うちの親──は気にしないかもしれないが、俺が気にする。お金を払うとは言っても、自分で稼いだ金ではないだろう。

「どうして？　どうしてダメなの？」

「全部ダメだ。そもそも、俺たちは今、必要以上に近付くのが危ないんだぞ？　そういうゲームに巻き込まれてしまっているんだぞ？」

「だったら、おにーちゃんの言うことを聞かない」

　美み樹きが不満そうに、頬ほおを膨らませる。

「俺は、お前の兄にならない。あまり聞き分けが悪いようだったら、追い出すぞ？」

「そうよ。私の目が黒いうちは、求もと無むの家に泊まるなんて絶対に許さないんだから」

　律りつも援護してくれる。

　すると、美樹が何な故ぜか、唐突ににやりと笑って。

「おにーちゃんって、女の子に慣れてないよね？」

　──なっ!?

「急に、何を言っているんだお前は」

「だから、ちょっと迫られるだけで狼狽うろたえちゃう。朝のようにね。もう少し強い精神力を、身につけた方がいいんじゃないかな？」

「な、なんでだよ！」

「だって、今後おにーちゃんに迫ってくる女の子が、出てくるかもしれないんだよね？　だったら、もっと女の子慣れしておいた方がいいと、美樹は思うんだけどなぁ」

「そ、そんなこと──」

　いやでも、確かに今後、女の子が近くに現れた時、美樹のように迫って来られた時、危険なわけで。

　──美樹の言っていることは、一理ある、のか？

「なに真面目まじめに考えてるのよ！　こんなビッチの言うこと、聞く必要ないに決まってるでしょ」

「あ、酷ひどい。美樹はまだ処女だよ」

「わ、わわ、春日井かすがいさんも四季いちとせちゃんも、会話が下品です」

　律が怒り、小鳥遊たかなしさんが、恥ずかしそうに俯うつむく。

「ねぇ、おにーちゃん、お願い。今日だけでいいから。でないと、美樹、おかしくなっちゃう。おにーちゃんを襲おそってしまうかもしれない」

「待った。どうして襲うことになるんだよ」

「どうしてでも。ずっとね、逢あいたかったの。それが今日叶かなったの。寂しくて仕方がないんだよ。ね、お願い。本当に、大人しくするから。今日だけ、近くにいさせて」

「今日だけって言われてもだな……」

　美樹が、悲しそうに瞳ひとみを潤うるませながら、上目遣いに見てくる。

　なんだか、俺に断られることが、本当に悲しそうな表情で……。

　罠わなかもしれない。隙すきを窺うかがって、今朝のように襲おそいかかってくるのかもしれない。

　美み樹きが今、正気である保証なんてどこにもなくて、猫をかぶっているだけの可能性は十分にあった。

　──それでも、何な故ぜだろう。

　別に、ゲームの影響で、彼女に心を開いてしまっている、というわけではないのだと思う。多分。

　ただ、なんとなく、なんとなくだ。

　彼女は、嘘うそを吐ついていないのではないかと思えた。

　──何故？

　わからない、でも……。

「小鳥遊たかなしさん、その子と求もと無むを見張っていてくれる？」

　すると、律りつが立ち上がって言った。

「え？　見張るって、どういうことです？」

「私、今から家に戻って荷物を取ってくるから」

「荷物？」

「泊まるのよ、この家に。どうせこいつ、彼女を泊める気だから」

　律の言葉に、小鳥遊さんと美樹が一斉に俺の方を向く。

「え、ええ？　そうなんですか神かみ代しろ君」

「泊めてくれるの？　おにーちゃん」

　驚きの視線と、期待の視線と。

「……そうしようかと思っていたけど、何でわかったんだ？　それに、お前まで泊まるって──」

　律が呆あきれたような顔をする。

「わかるわよ。ったく、どれだけ付き合いが長いと思っているのよ。何を考えてそう思ったのかはさっぱりわからないけど、アンタがその子を家に泊めてやろうとしたのはわかった。だから、私も泊まるの。その子を見張るためにね」

「別に、見張られなくても何もしないんだけどな」

「信用出来るわけないでしょ？」

　律が、強い口調で返した。

「でも、ご家族の方は大丈夫なのでしょうか……」

「あぁ、うちの親なら平気。滅めつ多たに帰って来ないし、いても気にしないし」

「そう……なんですか？」

「こいつの家はこんなもんよ。というわけで、一度出直して来るから。小鳥遊さん、お願いしてもいい？」

「ええっと、はい。それは構わないんですが……」

「なに？」

「春日井かすがいさんって、家が近くなんですよね？　すぐ戻って来ます？　私も、荷物を取りに戻ろうかと──」

　──えっ。

「た、小鳥遊たかなしさんも、うちに泊まるの？」

「だって、人は多い方が過ちは起こりにくいでしょうし、それに自分だけ泊まらないというのも……なんだか、その……嫌だなって……」

　かーっと、小鳥遊さんの頬ほおに赤みが増していく。

　仲間外れが、嫌だったのかもしれない。

　そんな小鳥遊さんの様子が面白かったのか、律りつはこわばっていた表情を少しだけ緩めた。

「十分もあれば。ほら、私の家、あれだから」

　そう言うと、部屋の窓から、向かい側にある赤い屋根の家を見た。

「お隣さん……だったんですか」

　小鳥遊さんが、感心したように頷うなずいた。

「うん。じゃあ、行ってくる」

　律が、早足に部屋から出て行った。

「おにーちゃん。なんだか楽しそうなことになって来たね」

「お前のせいだけどな……」

　まったく、どうしてこんなことになってしまったんだか。





　　　　◆






　律が戻って来たのはそれから十分後、小鳥遊さんが戻って来たのは、それからさらに一時間近く経たってのことだった。

　二人とも、それぞれ私服に着替えて部屋に戻ってきた。律はハーフパンツにシャツという格好、小鳥遊さんは薄いピンク生地のワンピース姿だ。

「ご、ごめんなさい。私のせいで、みんなを待たせてしまって」

「ううん、仕方ないわよ。で、まぁ、みんなそろったことだし？　さっさと、話せることを話していった方がいいんじゃないの？」

「そうだな」

　俺は、スマホを取り出して例のアプリ──『DestinyLine』を起動した。

　林りん檎ごに葡ぶ萄どう、そして棗なつめ椰や子しのアイコンが光っていて、そこから中央の樹きへと赤い線が走っている。

　線の太さはそれぞれ違っていて、一番太いのは林檎──つまり律との線だった。

　次に小鳥遊さんの棗椰子、美み樹きの葡萄という順で、葡萄との間の線は朝に比べてかなり細くなっている。

「それが、おにーちゃんの危険度を表しているんだよね。現状のヤバさみたいなもの」

「ああ、そうみたいだ。相手に気を許すと、スマホにポップアップで通知が来て、この画面の赤い線が太くなる。そして、世界が消えていく」

「こんな風に、かな？」

　と、美み樹きが立ち上がって、あぐらをかいていた俺の対面トイメンから、乗っかるようにして座ってきた。

　俺の太ももに、美樹のお尻の肉の感触が当たる。

「ちょ、おい！」

　思わず、仰のけ反ぞるようにして、彼女の両肩を押した。

「あはは、おにーちゃん、すっごい動揺してる」

「そりゃそうだろ！　いきなり何をするんだ」

「確認するためだよ。画面画面」

　美樹に言われて、スマホの画面を見てみる。

　先程よりも、ほんの少しだけ、葡ぶ萄どうに繋つながる赤い線が太くなっていた。

「なるほど、こうなるわけですね」

「そして、この子が言っていたように、求もと無むは色仕掛けに弱いと」

「色仕掛けに弱くない男なんていないだろ」

　そのくらいは、許して欲しい。

「世界が消えるって、どんな感じだかまったく想像出来ませんけど……最終的に段々と白くなって、本当に二人だけになってしまっていたんでしたっけ」

「求無と、その子だけなんだっけ。その、実際に世界が消えて、二人になりかけたところを見たのは」

　律りつが、俺と美樹の二人を見ながら言った。

「ううん？　多分、美樹は見てないよ。確かに、朝におにーちゃんを捕まえた時も、世界は変になっていた気がしたけど」

「あれ？　でも、確か一度、アンタが求無を捕まえてからヤバかったって……ああ、そうか、それは一度、小鳥遊たかなしさんが世界を巻き戻す前の話なんだっけ。だから、その子は知らないわけね……なるほど」

「え？　なに？　時間を巻き戻すって。おねーちゃん、そんなこと出来るの？」

　小鳥遊さんが、照れながら頷うなずく。

「お前が変な匂においを出すだろう？　あれと一緒で、ゲームの力だそうだ」

「変な匂いって、言い方が可愛かわいくないよ。でも、へぇ～……凄すごい。ああ、そっか。だから美樹がおにーちゃんを襲おそいに来るってわかったんだ！」

「そういうことだ」

　感心する美樹。

「そういえば、今朝アンタがこの子に襲われた時も、周囲の世界が歪ゆがんでいたって話だけど、私はそんなことまったく気が付かなかったのよね。小鳥遊たかなしさんは？」

「いいえ、私も全然」

　と、いうことは。

「世界が消えている時、当事者たちしか気付かないということか」

「そういえば、私の力の効果も、神かみ代しろ君と私しか自覚出来ていませんよね。力の使い方次第なのかもしれませんけど」

「つまり、みんなのゲームの力──ゲームが発生させる不可思議な現象は、俺と自分にしか効果が無いということか？　この世界が消える仕組みも含めて」

「んっと。それは無いと思うな。美み樹き、もう試したし」

「試したって、何をだ？」

「おにーちゃんの家を突き止めるために、ストーキングしていた時にね、警察に声をかけられたの。面倒だったから、力を使って眠らせちゃった」

　──おいおい。

「アンタ、やっぱり危険人物だわ」

「えー、だって仕方ないよ。美樹が大事なことしている時に、邪魔するんだもん」

「ええっと、とりあえず、じゃあこのゲームに参加しているみんなの力は、本人と神代君以外にも通用するということで、いいんですよね？　……私のものが、特別なだけで」

「美樹の言うことが本当なら、そういうことになるな」

　嘘うそを言う必要もないので、本当だろう。

　力によって違うのか、小鳥遊さんが上う手まく使いこなせていないのか、もしくは別の条件があるのか。

「そういえば、力って何か意味はあるのか？　たとえば、小鳥遊さんの過去に戻る力。どうして過去なのかな、って」

「意味、ですか。ううん……」

　どうして、小鳥遊さんが使える力は過去に戻るというものなのか。

　そこに理由があるのなら、それからわかることもあるかもしれない。

「美樹の力にはないのか？　その、妙な匂においの力の理由。と言うか、お前の力って、その匂いで相手に色んな影響を与える──みたいなもので合っているよな？」

「うん。まぁ、あれだね。理由というか、意味という話も一緒に答えちゃうと、美樹の力は、多分アロマに関係しているんだと思う」

「アロマ？　オイルを落として、ポットから蒸気を出して匂いで部屋を満たす、みたいなことか？」

「そうそ。美樹の場合は、香水として使ってたんだけど。それが、想おもい出の品みたいなものでさ。ええっと、つまり美樹の場合は、好きなものが力になっているってことじゃないかな？」

　──アロマ、か。

「香水もアロマも、なんだか似合わないわね。お子ちゃまの趣味じゃないわ」

「それは、律りつおねーちゃんが子供だから、美み樹きのアダルティな要素に気付いてないんだよ。胸の大きさとか」

「ぐぬっ！」

　その言葉に、思わず二人の胸を見比べる。

　エベレストと中央平原くらいの違いで、美樹の圧勝だ。

「求もと無む、なに納得したような顔で人の胸を見ているのよ」

「あ、ああ、すまない。つい」

「ついじゃないわよ。怒るわよ？」

　怒ってるじゃん。

「あはは……ま、まぁ、胸のサイズで精神年齢が決まるわけではありませんから」

「小鳥遊たかなしさんにそういう慰められ方、されたくないなぁ」

　律が、控え目に言っても大きな胸を持つ小鳥遊さんのそれと自分のものを見比べながら、恨めしそうに呟つぶやいた。

「ま、まぁ、とりあえず、なるほど。美樹の力には意味がある、と。えらい強烈なアロマだな……。人を気絶させたりなんて……」

「匂においのキツいオバサンの隣に座ると、気絶しそうになるアレよね」

「春日井かすがいさん、それはちょっと違うんじゃないかな」












「アロマ的な匂においの力を、何倍にも強力にしたもの──だと思ってくれればいいと思うよ。美み樹きは、そう考えてる」

「……匂いの力を何倍も、ね。それって、危なくないか？」

　アロマは、精油成分を鼻や皮ひ膚ふなどから摂せつ取しゆする。

　当然、濃度が濃くなれば、それなり以上の人体への影響はあるような気がするし、それが人の精神や意識を左右するほどに強力なものとなれば、尚なお更さらだ。

「うーん、身体からだに影響はなさそうだけどな。使う前に、軽く自分にも試しているし。おにーちゃんはおかしくなった？」

「いや、そんなことは無さそうだけど……」

　この場合は、実際に精油を焚たいているわけでもないし、匂いに関しても成分が不ふ明めい瞭りようだ。もしかしたら、匂いの伴う幻覚剤のような力で、肉体に後遺症が残ったりするような類のものではないのかもしれない。

　それでも、取り扱いには十分注意した方が良いだろうな。

「あ、神かみ代しろ君。もしかしたら」

　と、そこでポンと、小鳥遊たかなしさんが手を叩たたいた。

「私、時間を止めたいと思っているんです。止めてしまって、何度でも今の時間を繰り返したいな、って。だから、ひょっとしたら、それが原因なのかもしれません」

「時間を止めて……何度も？」

「ええ。私、学校が好きですから。それで良く、このまま時間が何度も、何度でも止まって、繰り返してくれないかなって、そう思うんです。そういう願望が、力になっているのかもしれません」

「願望……」

　繰り返しを望む心、か。

「あ、ちょっとわかりにくくて、すみません」

「いや、なんとなくはわかったよ。とにかく、意味はあるってことだよね」

　小鳥遊さんが頷うなずく。

　力に意味はある、か。

　解決に繋つながるのかどうかはともかく、情報自体は集まっているような気がする。

「美樹が力を使えるようになったのは、いつ頃からなんだ？」

「んー……わかんない。昨日じゃないかな。おにーちゃんを見た後からだとは思うよ。なんとなく、使えるような気がしたからそうしたら、使えたって感じ。最初に使った相手は、さっき言った警察の人だよ」

「なるほど。じゃあ、それ以外で使ったのは──」

「今朝だけだね」

　納得した。

　つまり、美樹も小鳥遊さんも、力を使えるようになったのは、俺を見てから？

　いやでも、小鳥遊たかなしさんは以前から俺を見かけていたはずで、となるとゲームが始まった後に俺を見てから──あ、でも、美み樹きは昨日の段階で力を使えるようになっていたらしいから、違うのか。この時点では、まだ例のメールは届いていないし。

　もしくは、昨晩の時点で実はゲームは始まっていた？

　……わからない。

　これ以上、考えても仕方がないか。

「もう一つ確認しておきたいんだけど、力を使ったら疲れるって小鳥遊さんが言っていたんだが、美樹もそうなのか？」

「ん？　そうだね。全力でやりすぎると、走った後みたいにグターってなっちゃうね。あ、あとね、あれあれ。力を使うと、傷きず痕あとが出来るの」

「傷痕？」

「脇わき腹ばらに、なんだけどね。ほら」

　そういうと、美樹が素早くコルセットを脱いで、着物をはだけさせた。

　中に着ていた、大人びた赤と黒のブラとパンツが見える。

　──って！

「アンタ、ちょっと！」

　俺より早く、隣にいた律りつが声をあげる。

「どったの？」

「どったの、じゃなくて。なにいきなり下着見せつけてんのよ！」

　小鳥遊さんは、恥ずかしそうに頬ほおを染めながらも、彼女の着用している派手な下着が気になるのか、マジマジと見つめていた。

「だって、こうしないと傷が見せられないもん。ほら、ここ」

　美樹が、自分の左右の脇腹を指した。

　するとそこには、三つの傷痕が刻まれていた。

　まるで、ナイフか何かで派手に切り裂き、痕を残してしまったかのような傷。傷の大きさは一定ではなく、大小様々だ。

「……痛々しいな。これが、力を使うと出来ると？」

「そう。力の大きさによってサイズも違うみたいだね。一番大きいのが警察の人に使った時ので、その後に自分で試してみた時のがこれ。今朝、使った時のがこいつ」

　つまり、美樹は力を使うごとに、身体からだに傷を残すという代価を発生させている？

　いや、美樹だけでなくて──。

「ちょ、ちょっと、私も確認してきます」

　小鳥遊さんは、そう言うと立ち上がって、居間から出て行った。

「しかもこの傷痕ね、力を使うと痛むんだ。多分だけど、使いすぎると良くないものみたいだね」

　他に、何かわからないかと思って、美樹の傷痕をジっと見る。

「って、アンタはいつまで下着を見せつけてるのよ。求もと無むもあんまり見ない！　それ以上は何もないでしょ！」

「いや、別に変な目で見てるんじゃなくて！　何かわからないかと思ってさ……」

　言い訳をしながらも、慌てて反対側へと顔を逸そらした。

　すると、丁度ドアを開けて入って来た小鳥遊たかなしさんと目が合う。

「わ、私にもありました。脇わき腹ばらに、傷きず痕あと。しかも、大きいやつ」

　やっぱり、あるのか。

　ということは、あの傷痕は、力の代償らしい。

「……そっか。ええっと、その……ごめん」

「いえいえ！　別に神かみ代しろ君がやったわけじゃないですし！」

　つい謝ると、小鳥遊さんが首を思い切り横にぶんぶんと振った。

「むしろ同じように巻き込まれている立場じゃないですか。何も謝らなくても！」

　わかってはいるが、なんだか巻き込んでしまったような気がして申し訳ない。

　女の子なのだ、身体からだに傷が残るというのも嬉うれしいものではないだろう。

　……しかし、なるほど。

　どうやらこの傷痕は、美み樹き固有のものではないらしい。

「とりあえず、力は無む闇やみに使わない方が良さそうですね」

「そうだな……」

　でも──。

　不思議な力と、脇腹に傷。アプリの画面に表示される大きな樹きと、果物。

　それって、なんだか……。

「聖書、みたいだな」

　思わず呟つぶやくと、俺の言葉の意味を掴つかみかねたらしい三人が、不思議そうにこちらを見た。

「いや、キリスト教で、熱心な信者には肉体に不思議な傷が付くことがある、って話があるじゃん？　その場所が、両手足と脇腹。で、そういう傷が現れた人間は、不思議な力が使えることがあるとか、なんとか」

「それって、オカルトの話でしょ？」

「今の状況が既にオカルトだろう」

　今更、現実味の話をしてもしかたがない。

「そして、神話にはよく樹と果物が出てくるんだよ。生命の起源、神秘的な象しよう徴ちようとしてさ。だから、なんだか聖書みたいだ、って」

「でも、それって結局、どういうことなの？　仮に、聖書みたいな話だったとしてさ。美樹たちはどうして果物なの？」

「それがわかんないから、今考えているんだ」

「なるほど～」

　だとして、これが何を示しているのか。

　一本の樹きに実っている、いくつかの果物？　それが、樹を取り合っている？

　いや、待て。むしろ、この状況をわかりやすく画面にするために、こういうアイコンを作ったのだとしたら。

　そもそも、このアプリを作ったのは誰だ？

「どうしたんですか？　難しい顔をして」

　心配そうに、小鳥遊たかなしさんが俺の顔を覗のぞき込こんでいた。

「ああ、いや。脇わき腹ばらの傷はともかくさ、このアプリは誰かが作っているわけじゃない？　普通に考えたら、だけど」

「まぁ、そうですね。スマホで動いていますもんね」

「だから、それを誰が作ったのかなということを考えてた。もしかすると、これを作った誰かは、参加者の脇腹に傷が出来ることなんかを知っていたから、それっぽいデザインにして画面を作ったんじゃないかな、ってさ」

「なるほど。この樹や果物の画面が最初にあったというわけではなく、状況を知っているからこういうデザインにしたと。そういうわけですね」

　小鳥遊さんが頷うなずく。

　あくまでも、そういう可能性がある、というだけの話だが。

「でもさ、今のところそれをやった候補として浮かぶのは、涼すず香かくらいしかいないわよね」

「……まぁ、そうだな」

　このアプリの添てん付ぷされたメールを、送ってきたのではないかと疑わしき相手。

　涼香は、俺と同じでゲームが好きだった。それこそ、遊ゆう戯ぎ研究部に所属している程度には。ゲームめいたメールやアプリを用意したのが、涼香だと言われても納得は出来る。

「ねぇ、おにーちゃん。涼香って誰？」

　美み樹きが、不思議そうに聞いてきた。

「ああ、ええっとだな……俺の仲良かった先輩で、初恋の相手だ。俺は振られた。今はもう、引っ越してこの辺りには住んでいない」

「そっか～。なるほど」

「あ、白しら雪ゆき先輩といえば……」

　小鳥遊さんが、何かを思い出したかのように呟つぶやく。

「どうしたんだ？」

「いえ、以前、白雪先輩が私の家に来たことがあるんです。入学してそんなに経たってない時期──確か四月の終わり頃だったと思います」

「小鳥遊さんの家？　というか、小鳥遊さんって涼香と顔見知りだったの？」

　今、彼女が涼香の名前を出していることに、明らかな違和感。

「あまり話したことは無かったですけど。私は、その、神かみ代しろ君のこともあって知ってましたから……」

　恥ずかしそうに、こちらを見ながら。

　俺のことを以前から好きと言っていたから、いつも一緒にいる涼すず香かのことを知ったというわけだろうか。

「それで、どうして急に小鳥遊たかなしさんの家を？」

「ええっと……うちの書斎にある本に、興味があるって話で」

「本に？」

「ええ。祖父の書斎なんですけど、そこに先祖の残した本なんかが混ざっていたみたいで。うちってそれなりには由緒ある家柄だったみたいだから、古い書籍がたくさん残っているんです」

　思わず、律りつと顔を見合わせる。

「本が読みたいからって、親しくもない相手の家に行ったりはしないわよね」

　涼香は、そんな図ずう々ずうしいタイプではなかった。

　普段の彼女の行動からは、あまり考えられない。

「どんな本だったの？」

「確か、オカルトの本を中心に調べていたと思います。魔法とか、魔術関係のものですね。あとは、呪のろいとか。本屋に置いていないような、古いやつ」

「オカルト……」

　少し、話が繋つながった気がする。

　もっとも、それで何を調べていたのかまでは、わからないわけだが。

「外国の本が多くて、読むのにも苦労しそうでしたけど」

「……それでもいいさ。確認してみたい。どうせ他に手掛かりはないんだ」

　少しでも、何かがわかりそうであれば。

　律も頷うなずく。

「でも、今から訪ねるのは──難しいわよね」

　壁に掛けた時計を見ると、もうすぐ七時だった。

「そうですね。時間が遅いのもありますけど……ちょっと今日は……」

「まぁ、その辺は明日以降探っていくってことでいいんじゃない？」

「そうだな」

　──さて、と。

　正直、わからないことだらけだが、情報はそれなりに整理出来た気もする。

　メールの送り主が涼香である可能性が高まったこと。

　美み樹きのこと。力のこと。ゲームのこと。

　すると、その時。

　──ぐううううう～。

　お腹なかの音が鳴った。

　音が鳴った方を見ると、律が顔を真っ赤にして俯うつむいている。

「な、な、何よ！　お腹空すいたのよ！」

　そして、誰に言うでもなく弁明の声をあげた。

　小鳥遊たかなしさんが、優しく笑う。

「お腹なかが空すくのは普通ですし。健康な証あかしかと」

「ううう……恥ずかしい」

　そういえば、飯のことも考えないといけないのか。

「みんな、飯はどうするんだ？　もし良かったら、俺が作るけど」

　どうせ、いつも自分の分は作っているんだ。みんなの分を作ってやるのも一緒だろう。

　そう提案すると、小鳥遊さんが意外そうな顔になる。

「え？　神かみ代しろ君が、ですか？　料理、出来るんですか？」

「コイツ、料理が得意なのよ」

　律りつの説明に、小鳥遊さんが驚く。

　言われてみれば、高校生で料理出来るのは珍しいか。

「冷蔵庫の余り物を使うことにはなっちゃうけどさ」

「じゃ、じゃあ、食べてみたいので、お願い出来るのであればよろしくお願いします」

「美み樹きは、どうする？」

　突き抜けた好感度で接してくる美樹のことだ、きっと喜んで食べたいと言うのだろう。

　そんなことを考えていたが。

「美樹はいらない」

　美樹が、表情に陰りを落としながら、暗い声でそう返してくる。

　……あれ？

　意外だった。なんとなく、こいつなら喜んで『食べたい』と言い出すのではないかと、思っていたのだが。

「あ、ごめん、怒ってるわけじゃないの。美樹、ご飯が食べられなくて」

「どういうことだ？　好き嫌いが多くても、善処はするが」

「ええとね、そうじゃなくて。どんなものでも苦手なの。大丈夫だよ、美樹の分は鞄かばんに栄養食が入っているから」

　どんなものでも、苦手。

　病気か、アレルギーか。それとも、もっと別の事情か。

「アンタねー、ちゃんとご飯を食べないと大きくなれないのよ？」

「律おねーちゃんだって、あんまり育ってるようには見えないけど？」

　美樹が、自分の胸を押し上げるようにして言った。

　ピクリと、律のこめかみが震える。

「アンタとは、やっぱり仲良く出来そうにないわね」

「小鳥遊さんは、何かリクエストある？」

「そんな、贅ぜい沢たくなこと言える立場でもないですし、神代君の好きなもので。あ、でも、お肉と白砂糖は控え目な方がいいです。……その、身体からだの関係で」

「なるほど。じゃあ魚を中心に、砂糖もあまり入れないように考えてみる」

「すみません、無理のない範囲で構いませんので」

　その後、みんなでリビングへと降りてくる。

　俺は隣りにあるキッチンへと向かうと、冷蔵庫の中にある食材を確認した。

　鰤ぶりと大根……とりあえずこいつで煮付けでも作るか。

　って、砂糖は控え目と言われていたんだっけ。

　じゃあ、はちみつで代用するか。

　トマトもあるな、こいつも入れちゃおう。煮物にはトマトが良く合う。

　あとは、しめじがあるので味み噌そ汁しると、冷凍庫に凍らせた生卵が入っているはずだ。これを使えば、すぐに温泉卵が出来るはずだ。それから、ご飯を炊いて、と。

　幼い頃から、料理をする機会は多かった。

　家に一人でいることが多かったからだし、それに、外の食べ物が苦手になったせいもある。

　──苦手。味が嫌いとかではなく、精神的な話だ。気持ちが悪くなるし、下手をすると吐いてしまう。

　飲食店は大丈夫だったりするが、ジャンクフードはダメだった。街の弁当屋などは大丈夫だが、コンビニの弁当はダメ。自分でも曖あい昧まいだと思うが、そんな感じだ。

　原因は多分、家に碌ろくに帰ってこない両親が、お金だけ家に置いていて、それで外のご飯を食べ過ぎたせいだと思う。トラウマのようなものだろうか。

　気が付けば、そんな体質になっていた。

「ねぇ、おにーちゃん、ゲームやってもいい？　テレビに繋つながってるやつ」

　と、リビングから美み樹きが顔を出す。

「ああ、構わないぞ」

「おにーちゃんも後で一緒にやろうね」

　そう言って、部屋に戻ろうとする美樹を、

「なぁ、美樹」

　呼び止める。

「うん？」

「あのさ、お前が飯を食えないのってさ、精神的なものか？」

　心当たりがあった。

　もしかすると、彼女がご飯を食べられないと言っているのは、俺と似たようなものなのではないかと考えたのだ。

　なんとなく、だけど。

　この子は、俺に似ていて。

「うん、そうだね。精神的なもの」

　食事とは、人が口に含み、存在そのものを形成していく材料パーツのようなものだ。

　誰かを積み上げるための、大事な要素。

　だからこそ、嫌がっているものを無理に入れようとすると、吐き出しそうになってしまうのだ。

　美み樹きは、そこまで言うと、悪戯いたずらを見つかった少女のような、苦笑いを浮かべる。

「でも、気にしなくて平気だから。ありがとうね、おにーちゃん」

　そして、リビングへと戻っていく。

　気にかけてもらえたのが、嬉うれしかったのだろうか。

　──気にしなくて平気、か。

　本当にそう思っていたら、あんな複雑な笑みを浮かべることは、無さそうだけども。




　やがて、作り終えた料理を、リビングへと運ぶ。

　白米に胡瓜きゆうりのお新香と、しめじの味み噌そ汁しる。温泉卵を乗せた生野菜サラダに、トマトを混ぜた鰤ぶり大根というラインナップだ。

　料理を口にした小鳥遊たかなしさんが、歓喜に満ちた声をあげる。

「す、凄すごい美お味いしいです。びっくりしました」

「でしょ？　こいつ、料理上う手まいんだって」

　何な故ぜか、律りつが誇らしそうに自慢する。

「口に合ったみたいで良かったよ」

「はい。もっと神かみ代しろ君のことが、その……好きになっちゃいそうです」

　段々と声を小さくしながら、小鳥遊さんがそんなことを言ってみせる。

　あまりの可愛かわいい態度に、ドキドキしない筈はずがなかった。

「ま、まぁ、えっと……」

「アンタさ、好きになられると困る状況なのよ？」

「わかってるよ」

　だが、そうは言われても、まずい料理を作るわけにもいかないだろう。

「でも、おにーちゃんの料理、本当に美味しそうだね」

　美樹が、ブロックタイプの栄養食品を囓かじりながら言ってきた。

「食べたいんだったら、多めに作ってあるから食べてもいいぞ？」

　羨うらやましそうな眼まな差ざしを向ける美樹に聞いてみるが、迷うことなく首を横に振った。

「ううん。やめとく」

　美樹はそう言うと、寂しそうな苦笑いを浮かべて、再び固形の栄養食を囓り始めた。





　　　　◆






　食事を終えた後、小鳥遊さんと律は台所で洗い物を。美樹はお風呂を借りると言って風呂に向かった。

　俺は、ソファに腰をかけて、適当にテレビを流しながら、スマホの画面を眺めていた。

　開いているのは、例のアプリ。

　樹きと果物を結んでいる線の全すべてが、少しずつ太くなっているのがわかった。

「困ったもんだな」

　なんとなく、こうなることは予想出来たとはいえ……。

　ゲームを進めるためには、なるべく他の皆と仲良くなった方が得策だ。

　しかし、仲良くなると、今度はゲーム上危険になってしまうというリスクが出る。

「どうしたのよ、難しい顔して。私たちとの付き合い方でも考えてた？」

　いつの間にか、近くに律りつが立っていた。

「なんでわかるんだよ」

「だから、何年一緒にいると思っているのよ。画面を見ながら怖い顔してたから、そのくらいはわかるんだから」

　大きく溜ため息いきを吐つきながら、律が言った。

　俺は、困ったように言葉を返す。

「もっと上う手まい方法はないかな、と思ってさ。どうしようかな、って」

　どうするのが、一番なのか。

　仲良くすべきなのか、そうでないのか。

「そもそも、怖くないの？」

　ふと、律が聞いて来た。

「え？」

「だって、アンタが少しでも間違えたら、その時点で世界が消えちゃうかもしれないんだよ？　そりゃ、アンタは消えずに残るわけだけど……」

「怖くないわけはないさ」

「嘘うそ。怖がってないわ。ずっと冷静じゃない」

　律が、棘とげのある口調で言った。

　怖がってない？　俺が？

　自分では、怖がっているつもりだった。

　振り返ってみれば、確かに自分は冷静だったような気もするが、それはあくまでもそういう余裕が無かっただけで。

「私は怖いわよ。だから最初は信じなかったし、信じるつもりもなかった。アンタに近付くのが怖いし。ここに泊まりに来るのだって……」

　怖い。

　それは、世界が終わってしまうということに対してだろうか。

　それとも、ゲームのせいで俺に惹ひかれてしまうのが、ということだろうか。

「無理はしなくてもいいんだぞ？」

　律の眉まゆが、ピクリと釣り上がる。

「するに決まっているじゃない。こんな危ない状況、放置出来るわけないでしょ？」

「いや、それもそうだな……すまん」

　無責任な言葉だった。

　俺が律りつの立場でも、なるべく状況を見張ろうとする筈はずである。

「まぁ、アンタは怖がらないのかもね」

「どうして、そう思うんだ？」

「それよりも大事なことがあるから、よ。きっとね」

「大事なこと？」

　と、律に問い返すと、丁度リビングのドアが勢いよく開いた。

「ただいまだよ！」

　美み樹きが風呂から上がったらしい。

　パジャマに着替えたらしく、服装は先程の着物系衣装から、ピンクの不思議な着ぐるみのようなものに変わっている。

「って、何よ、その変なパジャマ」

「らいおんだよ！　がおー！」

　両手を挙げながら、律に襲おそいかかるようなポーズを取る美樹。

　私服の趣味からパジャマの趣味まで、よくわからない奴やつだ……。

「美樹ちゃん、お風呂上がるの早いですね」

　小鳥遊たかなしさんも、台所から戻ってくる。

「おにーちゃんがついてきてくれなかったから、寂しかったんだもん」

「ついていけるわけないだろう。一緒にお風呂に入れと言うのか」

「美樹は構わないけど」

「俺は構う」

　と、そこで俺は、美樹が右手になにかを持っているのに気付いた。

　なにかというか、あれは男性用の下着──というか、俺のトランクスじゃないか。

「って、待て、美樹、なんで俺の下着を持ってる」

「これ？　浴室前の洗面所にあったからさ。洗濯籠かごに入ってたの」

「いや、昨日洗濯機に入れようと思って置いていたやつで、まだ洗濯機を回してないから残っていたんだろうけど……だから、どうしてそれを？」

「嗅かいでたからに決まってるよ」

　……は？

「おにーちゃんの匂においがするなーって」

　──問答無用で取り上げる。

「意味がわからないだろ！　なんでだよ！」

「いや、だって、おにーちゃんのパンツ見つけたら、嗅ぐよね？　嗅ぐよ。それが妹の義務というものだし、使命感にも似た掟おきてだもの」

「嗅かがねーよ！　どこの掟おきてだよ」

「拙せつ者しや、妹の里の者でござる」

「どこにあるんだ、その怪しげな里は……」

「筍たけのこの里と茸きのこの里の間？」

　コンビニやスーパーにありそうだな。

「パ、パンツ……神かみ代しろ君の……」

　小鳥遊たかなしさんが、真っ赤にした頬ほおを両手で押さえて、あたふたとしている。

「とにかく、今後俺のパンツを嗅いだら、もう家にはあげないからな……」

「おにーちゃんのケチ。別に減るもんじゃないと思うのに！」

　いや、減りはしないけど、なんか色んなものが傷付くし、凹へこむ。

　しかし、やっぱり美み樹きは危険だな。ちゃんと見張っておかないと……。

「はぁ……ほんと、すぐに仲良くなっちゃったのね」

　と、そんな俺たちのやり取りを見ていた律りつが、呆あきれたように言いながら立ち上がった。

「じゃあ、次は私がお風呂借りるわね。小鳥遊さん、その子が変なことしないか、よく見張ってて」

「わ、わかりました」

　律が、リビングを出て行く。

「でも、さっきの話なんですけど」

「うん？」

　律が部屋を出て行った後、小鳥遊さんが困ったような声で言った。

「この状況って、難しいですよね。私は、神代君ともっと仲良くなりたいのですが……」

　ああ、さっき律としていた話か。

　どうやら、小鳥遊さんは聞いていたらしい。

「なに？　おにーちゃん、人間関係で悩んでるの？」

「別に、人間関係で悩んでいるわけじゃないさ。ゲームのことで、考え事をしていただけ」

「どういうこと？」

「今日、こうやって一緒に過ごして、案の定線が太くなっていてさ。ほら」

　アプリの画面を、美樹に見せる。

　画面を見た美樹は、納得したように小さく頷うなずいた。

「なるほどだよ。でもさ、こうなることは、わかっていたことでは？」

「わかっていたけど、放ほうってはおけないだろ。この線が太くなったら、危ないわけだし」

「でも、放ってはおけないって言っても、どうするんです？」

　小鳥遊さんの質問に、俺は言葉を詰まらせた。

　その疑問はもっともだ。

「とりあえず、今、一番線が太いのは……律おねーちゃんだね。なるほど、じゃあ、ひとまずは律りつおねーちゃんと仲が悪くなればいいと、そういうことだよね」

「律だけでなく、お前とも仲良くなるとまずいんだが？」

「いいアイデアを思いついたよ」

　人の話を聞かずに、美み樹きが胸を張って言う。

「覗のぞくの！」

「は？」

「おねーちゃんがお風呂に入っているところを覗く。律おねーちゃんなら効果的だと思うけどな。絶対怒るし、嫌われちゃうでしょ。名付けて、『ラッキースケベ大作戦』」

　あまりにも、斜め上な美樹の提案。

「いや、怒ると思うし嫌われるだろうけど、そんなやり方はないだろう」

　真顔で返す。

　倫理的に、道徳的に、有り得ない。

「そ、それに、そのやり方だと、神かみ代しろ君が欲情しちゃうんじゃ……」

　小鳥遊たかなしさんが、頬ほおを真っ赤にしながら返す。

「その言い方、なんか嫌なんだけど！　俺がエロい人間みたいで！」

　いやまぁ、そんな場面を見ると動揺するには違いないけど。

　だが、小鳥遊さんの言葉に、美樹がチッチッチッと右手の人差し指を振った。

「むしろ、だからだよ。さっきも言ったけど、これから先、おにーちゃんにエッチな攻撃をしてくる輩やからが出てくるかもしれない。免疫が必要だよ」

「免疫って……」

「今朝だって、おにーちゃんグダグダになっていたじゃない？」

「そりゃあ、あんなやられ方をしたらだな！」

「あ、あんなやられ方って……あ、あぁ、そっか。そう、そうでした……」

　横にいた小鳥遊さんから、湯気がのぼった。

「ほら、律おねーちゃんだったらサイズ的にも、裸を見ちゃってもそこまでドキドキしないと思うんだ。まな板なら、おにーちゃんも料理を通じて慣れ親しんでるでしょ？　もってこいだよ」

「なにが、もってこいなんだ……」

　それに、まな板って、こいつとても失礼なことを言ってないか？

「ああもう、ほら、ちょっと、ジっとしてて」

　美樹は、そういうと、急に手を伸ばしてきた。

　俺の鼻を、彼女の小さな掌てのひらが覆う。

　美樹の手からほのかな甘い香りが匂におい、意識が遠く眩くらみそうになった。

　──しまっ。

　意識が、くらりと。

「ちょっ、おま……」

　文句を言うより前に、意識がグラつく。

　すかさず、俺の手を美み樹きが掴つかんだ。

「美樹ちゃん!?　一体何を」

　朦もう朧ろうとする意識の中、小鳥遊たかなしさんが身構えたのがわかる。

「大丈夫だよ、ちょっと立たち眩くらみを起こしているだけ。クラリセージの匂においってね、強く吸うと意識が朦朧とするの」

「神かみ代しろ君をどうする気!?」

「だから、変なことはしないってば。特訓させて、嫌いになってもらう」

「へ？」

　唖あ然ぜんとする小鳥遊さんの声を横に、ふらふらとする視界の中、美樹に引っ張られてどこかへ連れて行かれるのがわかった。

「はいはい、おにーちゃん、こけないようにね」

　おぼつかない足取りでリビングを出て、廊下を真まっ直すぐに歩いて──。

「って、ちょ。美樹、待った」

　ここは──。

「おい、美樹、ダメだ。今ここに入ると──！」

　次第に覚かく醒せいする意識を振り絞って、その部屋に入るのに抵抗しようとするが、美樹にそれ以上の力で背中を押される。

　──ガチャリ。

　開いたドアの中へと、俺の身体からだは押し込まれて。

「はい、到着～」

　丁度、その部屋に入ったくらいだろうか。

　ゆっくりと覚醒した意識が、少しずつハッキリとしていくのがわかった。

　そして、明確になった視界の先には──。

「は……？」

　丁度、服を脱ごうとしていた律りつが、唖然とした顔で間抜けな声をあげる。

　適度に焼けた健康的な肌、すらりと伸びた見事な肢体。

　上着の中からは、ほのかに膨らんだ二つの膨らみが顔を出していて。

　──ドクン。

　え、ええっと……どうして、こんなことに？

　とりあえず、まだ浴室に入っていなかった、ということなのだろうけども。

「な、な、な……!?」

　律が、泣きそうな顔をして、身体を隠すようにしてしゃがみ込んだ。

　な、何か言い訳をしないと。

「そ、その、美樹に無む理り矢や理り連れてこられて。特訓だ、嫌われるためだって。だから、俺の意思ではなくて──！」

「まな板だから、おにーちゃんにとって丁度いいかなって」

「って、いらないことを言うなよ、美み樹き！」

　ぷるぷると、律りつの眉み間けんに皺しわが寄り、身体からだが震え始めた。

　わざわざ、律を怒らせないでくれ。これじゃ、無駄に嫌われる──って、美樹曰いわく、律に俺を嫌わせるためにやっているんだっけ。

　って、いや、理由があっても、律が怒っているのには変わりないわけで。

　律が浴室に駆かけ込み、何かを掴つかんでこちらを振り返る。

「だ、だ、だ……」

　律が掴んでいるのは、石せつ鹸けんだった。

　身体をぷるぷると震わせながら、俺に向かってそれを振りかぶる。

「ちょっと律、落ち着いてくれ。まな板って言ったのも、俺じゃなくて……」

「誰がまな板よ！」

　俺が脱衣所を出て、慌てて扉を閉じるのと、石鹸が飛んでくるのは同時だった。

　間一髪、カコンという音が周囲に響く。

「いやー、怒られちゃったね」

「アホか！　いきなり何をする！」

「いやー、おにーちゃんが困っていたからさ。助けてあげようかと思って」

　無邪気な笑みで、悪びれた素振りもなくそう答える美樹。

「……とにかく、もうこんなことはやめてくれ。これで俺が女に慣れるなんてことはないだろうし、そりゃまぁ律には嫌われるかもしれないが……とにかく、こういうやり方はどうかと思うんだ」

「律おねーちゃんの尊厳とか、そういう話？」

「それもあるし、力を使えばお前の身体に傷は残るわけだろう？　女の子なんだから、身体は大切にした方がいい」

　俺の言葉に、美樹がきょとんとする。

　そして、「くすり」と笑みを浮かべて。

「おにーちゃん、人に嫌われるの下手そうだよね。それ、逆効果だよ」

「放ほっとけよ」

　確かに、まぁ、そうか。

　でも、嫌われようと思ってそう出来るなら、苦労はしないわけで。

　アプリの画面を確認する。

　律との関係は、変わらないままだった。





　　　　◆






「……長い一日だった」

　消灯したリビング。ソファーから、天井を見上げるようにして呟つぶやく。

　俺はリビング、他のみんなは俺の部屋を使って寝ることにした。さすがに、男女で同じ部屋というのも、まずいと思ったからだ。

　今頃、みんな眠っているだろうか。

「みんな、か」

　みんな。《アカイイトゲーム》の参加者である、少女たち。

　彼女たちと俺が結ばれれば、世界が終わり、再編する？

　そんな、わけのわからないことをいきなり言われても……。

　──しかも、恋。

　もうやらないと決めたもの。

　俺の人生には関係ないと、割り切ったもの。

「やるなと言われなくても、やらないっつーの……」

　…………。

　胸の奥が、じくりと疼うずく。

　その痛みから逃げるように、無意識に宙で、ルービックキューブを回すような仕草を始めた。

「久々に触ったな、あれ」

　昔は、いつも触っていたものだ。

　部室に置いてきた、ルービックキューブ。

　あれは、小六の時、涼すず香かに貰もらった誕生日プレゼントだった。




『求もと無むちゃん、ゲームが好きでしょ？　だから、はい』

『ゲーム？　これはパズルなんじゃ』

『パズルもゲームの一つだと思う。私ね、ルービックキューブが好きなの。面をグリグリって回して、同じ色を揃そろえていくでしょ？　その過程にね、共感出来るというか』

『共感？　……変わったことを言うな、涼香は』

『だってさ、放ほうって置いても、噛かみ合あわないでしょう？　周囲の人と、同じになれないというか。それをね、いつも必死に、合わせようと頑張ってるの。みんな、当たり前みたいに世界に溶け込んでるのに、私はそれが苦手。そして、求無ちゃんも苦手』

『……そう、だな』

　人との距離感とか、当たり前のように幸せを感じる才能とか、俺にはわからない。

　みんなが馴なれ合あい、笑い合っているのを見て、俺はいつもそんな景色を、どこか遠いものに感じていた。

　そして、そんな自分が悔しくて、怖くて、寂しくて。

　いつだって、心の奥に居る冷たい自分を、誰かに温めてもらいたいと思っていたんだ。

『運命力、みたいなものかな。ルービックキューブって、そういうものが高いと思うんだ。だから、あげるの。きっと、好きになるんじゃないかな、って』




　──色んな面を、噛かみ合あわせる。

　噛み合わせたい、わかりあいたい、わかってもらいたい。

　そんな衝動を表現した、ルービックキューブというゲーム。

　あれを部室に置きっ放しにしているのは、思い出したくないからだ。

　そんな、少しでも噛み合った彼女のことを。

　彼女との、噛み合った思い出のことを。

　──思い出すのが、怖いんだよな。

　割り切れなく、なってしまいそうだから。

　スマホを弄いじって、もう一度、例のメールの件名を見る。

　──２３５７１１１３１７１９。

　子供の頃はわからなかった数列だが、気付いたのは中学二年の時だったか。

　この数字の配列は、きっとこう分けることが出来る。

『２』『３』『５』『７』『１１』『１３』『１７』『１９』。

　つまり、これは素数の並びだ。二十までの、素数。

　そして、素数の性質。

　──割り切れないもの。

　二十以下。

　これは多分、大人でないことを表しているのではないだろうか。

　多分としているのは、本人に聞いていないから、正解がわかっていないのだ。

「二人の関係、ね」

　割り切れないこと。

　子供であること。

　じゃあ、それが正解なのだとして、涼すず香かはどうして、俺たちの関係をこの数字のようだと言ったのだろう。

　だって、ゲームのように割り切って生きるべきと教えたのは、涼香だったし。

　そんなことを言っておきながら、勝手にいなくなってしまったのも、涼香で。

　──なんなんだよ。

『少女たちとの繋つながりの深さを表示する、運命のアプリです。

　それを使って、あなたはこのゲームのエンディングを決めてください。』

　メールの文面。

「なんだよ、エンディングって……」

　よくわからないまま消えてしまった涼香と、理解の出来ないゲームの文面と。

　……ダメだ、眠れない。

　俺は起き上がると、テレビに繋がっているゲーム機の電源を入れた。

『ダウンロードソフト』という項目を選択して、インストールされているゲームのうちの一つを選び、プレイを始める。

『メテラス』。隕いん石せきの形をした色の付いたブロックを並べ、同じ色同士をくっつけて消していく落ち物パズルゲームだ。

「このくらいシンプルなゲームだったらな」

　俺は、このゲームが好きだ。考えたくも無い悩み事があった時、それを忘れるためにやるのは、決まってこのゲームだった。

　似たような配色のブロックを集めて、消していく快感。次にどんなブロックが来るのかを確認して、画面の正しい位置に落とし、連鎖を繋つないでいく。

　ただ、それを機械的に何度も繰り返しているうちに、俺は全国大会で優勝出来るくらいまでには上う手まくなっていた。

　──なんとなく、ソリが合った。

　世界に溢あふれた色を眺めて、同じ色を見つけて、そこに噛かみ合あわせる感覚。

　今思えば、だからだったのかな。

　涼すず香かからルービックキューブを貰もらった時に、そうすることが当たり前であるかのように、しばらく夢中になっていたのは。

「色合わせのパズル、か」

　いつだったか、涼香の言葉を思い出す。

『きっとね、求もと無むちゃんはね、探しているんだ』

『探してる？』

『そう、自分の気持ちが噛み合う場所。噛み合わせてくれる誰か。だから、求無ちゃんは、パズルが好きだし、得意なんだと思う』

　──噛み合わせてくれる誰か、か。

　だから、ずっと気持ちが悪いのだろうか。

　噛み合わなくなってしまったから。

　──だから。





　　　　◆






　それは、三年前の花火大会の日のこと。

「本当は、無理してでも来るつもりだったんだろうなぁ」

　夏の日の、夕暮れと浅い夜との境界線。

　待ち合わせをしていた近所の河川敷で、求無と二人で、涼香から届いたメールを読む。

　本当は彼女も来るはずだったけど、熱が出て急に来られなくなってしまったのだ。

「どうする？　二人だけだし、行くのやめとくか？」

「求無はどっちがいい？」

「俺はどっちでもいいけど」

　別に、悪意が混ざった言葉だとは思ってない。

　私を気遣って、選ばせてくれているのもわかっていた。

　でも──。

「私とだったら、どうでもいいってこと!?」

　気が付けば、そんなことを言ってしまっていた。

　堪こらえていた感情を、爆発させてしまうように。

　きっと、感情の栓を強く押し込めすぎていたのだ。

　だから、破裂した。

「ご、ごめん……」

　すぐに後悔して、口を押さえる。

　我慢。破は綻たん。

　──最近、余裕を失っていたというのもあるのだろう。

　ピアノが得意な涼すず香かに対抗して、吹奏楽を始めてみたり。

　料理の得意な二人に並ぼうと、必死に練習してみたり。

　そんな流れの末の、出来事だった。

「……あの、ごめん」

「え？」

　何な故ぜか謝られて、私は変な顔をしたと思う。

「その、行くか？」

　そして、彼が謝罪の理由を話さずに続けた、その言葉に。

「……うん」

　私は、迷うこともなく、大きく頷うなずいて。

　あの日の花火が、私の人生の中で、一番思い出深い花火だ。

　河川敷に並んだ屋台を巡って、買い食いをしながら、夜空に打ち上がる色彩豊かな火の花を見上げる。

　そんな中、私は何度も、隣りにいる求もと無むに、自分の気持ちを伝えようとしたけど。

　結局、伝えることが出来ないままだったんだ。

　…………。





　　　　◆






　翌朝。

　小さく欠伸あくびをしながら、まだ眠い目尻を手で擦こする。

　そして、テーブルの上に置いてあったスマホをチェックした。

　時刻は午前六時五分。俺の部屋にいるみんなは、眠ったままだろうか。

　と、そこで通知が来ていることに気付く。

　通知元は『DestinyLine』。

　内容は──。

『林りん檎ごとの繋つながりが深くなりました』。

　──って、な……？

　アプリを開くと、樹きと林檎を繋ぐ線が、太くなって点灯していた。

　もともとあった線が１ミリ程度の太さだとすれば、今は３ミリくらいはあるだろうか。

　この線がどこまで太くなるのかはわからないが、明らかにやばい。

「小鳥遊たかなしさんと美み樹きは、変わらないみたいだけど──」

　と、その時だった。

「きゃああああああああああああああ！」

　突然、二階から叫び声が聞こえる。

　小鳥遊さんの声だ。

　俺はソファから跳ね起きると、慌ててリビングから飛び出した。

　階段を駆かけ上がり、自室へと飛び込む。

　すると──。

　まず、ツンと突き刺す鉄のような匂においが鼻孔を擦こすった。

　そして、目に入ったのは、木目のフローリングに広がる液状の赤と、その上に横たわる寝間着姿の律りつ。












　律の腹部には包丁が突き刺さっていて、ネグリジェの白に赤い染みを作っていた。

「か、神かみ代しろ君……春日井かすがいさんが……」

　ピンクのパジャマを着た小鳥遊たかなしさんが、肩を震わせながら、愕がく然ぜんとした表情でこちらを振り返る。

　──律が、刺されていた。





■シーン３　零こぼれる心




「……え？」

　一瞬、思考が停止した。

　目の前の事態に、まるで理解がついていかなかった。

　背筋を、そーっと冷たい気配がなぞる。

　やがて肝が冷えるような感覚となった。

　その時、俺のベッドの上で何かがもぞもぞと動いたので、慌ててそちらを見た。

　布団にくるまった美み樹きだった。

　怪獣の着ぐるみのような、妙な寝間着を着ている。

　美樹は、ゆっくりと身体からだを起こして、唖あ然ぜんとする俺たちを眺めながら言う。

「んっ……どうしたの？」

「どうしたって……」

　俺が静かに言うと、床で仰あお向むけになった律を見て、美樹が仰のけ反ぞる。

「なっ、なんなのこれっ!?」

　美樹が、ベッドから飛び上がるようにして驚く。

「とりあえず、救急車だ」

「あ、そ、そうですね！」

　小鳥遊たかなしさんが、部屋の隅に置いていた鞄かばんから、慌ててスマホを取り出す。

　その間に、俺は律りつの胸に手を当てた。

　べちょりと、生暖かい血を感じながら、呼吸を確認する。

　──鼓こ動どうが、聞こえない。

　不安通りだった。

　いやでも、まさかとは思っていたけど──。

　寝ている間に刺された？

　でも一体、誰に。

　この部屋にいたのは、律以外だと小鳥遊さんと美み樹きの二人だ。

　部屋の窓は閉まっていて、そこから誰かが侵入した形跡も無い。

　だとすると、二人のどちらかということになってしまうが──。

　どうして殺人事件なんか。

　どうして俺の家で。

　どうして律が、こんな目に──。

　そう、考えていた時だった。

　死んだはずの律が、ぱちりと目を開いたのは。

「……ん？」

　そして、小さく声をあげて。

　まるで、眠りから覚めた直後のようなぼーっとした仕草で、周囲を見回し始めた。

　──は？

　な、なんで……？

「どうして……私……」

　不思議そうに、呟つぶやいた後。

　すぐ、俺が彼女の胸に手を当てているのを見て、

「え？」

　と、小さく声をあげる。

「ア、アンタ、なんで人の胸を触ってるのよ！」

「いや。こ、これはお前を助けようとして──って、ちょっと待て、なんでお前は普通に生きて──？」

　と、その瞬間、律に刺さっていたはずの包丁がすっぽりと抜けて、カランと間抜けな音を立てた。

　そして、彼女の胸から流れていたはずの血や、血が描いていたはずの周囲の赤い染みが、最初からそんなもの無かったかのように、消えてしまう。

　まるで、嘘うそのように。

「……は？」

　驚いたのは俺だけではない。

　ベッドの上の美み樹きも、救急車を呼び出そうとしていた小鳥遊たかなしさんも、突然起き上がった律りつや、その様子を見て唖あ然ぜんとする。

「い、今、血が消えましたよね」

「おねーちゃん、今のどうやったの？　手品？」

　俺は、包丁が刺さっていたはずの律のお腹なかを触った。

「ちょ、ちょっと求もと無む！　さっきから、何を人の身体からだベタベタ触ってるのよ！」

「傷口が、無い……？」

　包丁が刺さっていたはずの場所には、傷口なんて無かった。

　いやいやいや、そんなはずはない。

　先程まで、この場所には包丁が刺さっていたはずである。

　だが、ネグリジェに血の跡あとはなく、フローリングの床に出来ていた血ち溜だまりも消え、ただ無数の切り傷だけが跡を残している。

　律に触れ、俺の手についたはずの血も、完全に消えてしまっていた。

「ほえ～……魔法みたいだね。どういうことだろう」

　美樹が、周囲を見回しながら、感心したように言った。

　小鳥遊さんは、固まった様子で一連の流れを見ていたが、すぐに我に返ったように、スマホの先に向かって頭を下げた。

「……あ、すみません、来てもらう必要は無くなったみたいです。死んでなかったみたいで……いえ、傷も大丈夫というか。え、あ、はい。なんと説明したらいいか……」

　──生き返った？

　今の状況は、普通に考えればそうなったと思うのが妥当だろう。

　胸を触った時、間違いなく鼓こ動どうは止まっていたし──。

　……って、まさか。

　俺は、先日届いたゲームに関するメールの一文を思い出した。

『あなたは死ねません。

　少女たちも死ねません。

　だって、このゲームは、世界が生まれた時から決まっていた宿命なのだから。』

「これもゲームの影響……か」

　三人が、「え？」と声をあげながら、一斉にこちらを振り返る。

「例のメールにさ、ゲームの参加者は死ねないって書いてあったの覚えてないか？」

　小鳥遊さんがハっとなって頷うなずく。

「まさか……一度死んで、生き返ったってことですか？」

　俺は頷いた。

「全然ピンと来ないけど……」

　律が、自分のお腹をさすりながら、気味が悪そうに言う。

　どうやら、生き返るという状況に実感がないみたいだ。

「ひとまず、お前が無事なら良かったよ……」

「そ、そうですね。ちょっと……ではなくて、大分びっくりして心臓が止まるかと思いましたし……」

「おねーちゃん、本当に死んじゃったのかと思ったよぉ」

　安あん堵どしたように息を吐つく、小鳥遊たかなしさんと美み樹き。

　当の本人は、しばらくジっと自分のネグリジェに出来た無数の切り傷を見て、考えるようにして。

　困惑しながら、呟つぶやく。

「……えっと、つまり私は、死んだ後に生き返ったわけ？」





　　　　◆






「さて……」

　俺たち四人は、テーブルを囲んで向かい合うようにして座った。

　小鳥遊さんは不安そうに、律りつは真剣に、美樹も珍しく困ったような顔でテーブルを囲んでいる。

「律を刺したのが誰なのか、って話だけど……」

　俺は、緊張する三人の顔を見回して言った。

　部屋へ入るための経路は二つ。入口と窓である。

　もし部屋の入口から侵入したのならば、他の部屋の窓や玄関などから、家に入る必要がある。だが、調べてみたところそのような形跡はどこにも無かった。

　この部屋の窓に関しても、鍵かぎはきちんと閉められていたし誰かが入ったような痕こん跡せきは残っていない。そもそも、俺の部屋は二階にあり、周囲には窓まで昇ってこられそうな足場が無い。鍵だってかかっている。

「外から人が入っているようにも見えない、と」

　であれば、部屋の中の誰かがやったと考えるのが、妥当な気がする。

　俺は、思わず美樹の方を見た。

　すると美樹は、頬ほおを膨らませ、口を尖とがらせる。

「あー、それめっちゃ失礼だよ。美樹、おにーちゃんに嫌われちゃうのが嫌だから、よほどのことがない限りは、そんな大胆なことやろうとは思わないし」

　よほどのことがあったらやるのか……。

「でも、アリバイは無いかな。胡桃くるみおねーちゃんは？」

「私もないです。寝ていただけですし……」

　みんな寝ていただけなら、そうなってしまうよな。

「律は、誰がやったか覚えてないんだよな？」

「え？　えぇ、そりゃあ、覚えてなんて無いわよ」

　いきなり話を振られて、戸惑いながらもそう答える律りつ。

　まぁ、寝ている間に殺されてしまったのなら、覚えていなくても当然だ。

　しかし、殺された本人に事情を聞くなんて……改めて考えても、おかしな状況である。

　──と、そういえば。

　俺は、スマホの画面を見た。ここに来る直前に、何な故ぜか律との繋つながりが深くなっていた。けど──。

　アプリを起動すると、樹きと林りん檎ごを繋ぐ線は太いままだった。他の二人との関係は、変わっていない。

　通知が来たタイミング的に、律との繋がりが深くなったのは、俺が寝ている間ということになる。

　──これも、事件に関係ある……のか？

　テーブルの上に置かれた、包丁を見る。何の変へん哲てつもない万能包丁だ。

「……これって、犯人の持ち物だよな？」

　少なくとも、うちのものではない。

　すると、申し訳なさそうに律が顔を上げる。

「ごめん、あれは私のなの」

　そして、言いにくそうな声で言った。

「律の？」

「うん。泊まりに来る時に、何があるかわからないからって思って持って来たの。使ってない包丁が一本あったの覚えてたから、いざという時の為ためにって……」

「律おねぇちゃん、刃物持ち歩いていたの!?　物騒！」

「アンタみたいな物騒な女の子と、一つ屋根の下に泊まるわけでしょう？　そのくらいするわよ」

　わからなくはない。

　包丁を持ち歩くなんて物騒な話だし、万が一警察に荷物検査でもされていたらそのまま警察署に連れて行かれてただろうが、こんなよくわからない状況なのだ。

　実際、こんな状況になってしまった。律の考えは正しかったのだろうが、その包丁で刺されてしまうとは皮肉である。

　しかし、待てよ？

「となると、その犯人は律の荷物を漁あさったことになるわけか？」

「そ、そうなりますね」

　どうして？　何か、荷物を探していた？

　それとも、彼女の鞄かばんの中に包丁が入っていることを、知っていた？

　俺は、改めて三人を見た。

　──誰が、犯人なのか。

　他の三人にしてみれば、俺だって立派な容疑者の一人だろう。

　寝ている相手を気付かれないように包丁で刺し殺すなんて、そんなこと本当に可能なんだろうか？

　普通でない？　なにかしら、特殊な状況である？

　たとえば、ゲーム参加者に与えられる力を使っている、とか。

　──力。

「そうだ。小鳥遊たかなしさんの力を使って昨晩に戻ったら、犯人がわかるんじゃないかな」

　みんなが、「あ」と小さく声をあげた。

「確かに、そうですね」

　犯人が、小鳥遊さんか俺である場合を除いて。

「胡桃くるみおねーちゃんの力って、どのくらい時間を戻せるの？」

「わかりません……なんとなくなのですが、おそらく半日くらいが限度ではないかと」

　すると、律りつが申し訳なさそうな顔をする。

「でも、力を使うということは、小鳥遊さんに負担をかけることになってしまわない？」

　確かに、そのとおりだ。

　彼女の脇わき腹ばらに、傷を付けることにもなってしまう。

　しかし、すぐに小鳥遊さんが首を横に振った。

「気にしないでください。状況が状況ですから」

　……状況、か。

「美み樹きも構わないよ？　おにーちゃんに疑われたままなのは、ちょっと嫌だし。しかし、あんなことが起こっているのに、まったく気付かないなんてね」

　二人とも、反対はしない。

「あ、あのね！　わざわざそんなことしなくていいわよ」

　だが、何な故ぜか律が、大きな声を上げて反対した。

「だって、力って使うと体力を使うし、脇腹に傷が出来るんでしょう？　そこまでして、わざわざ犯人捜ししてもらう必要もないというか……」

「いやいや、そこまでしてって──」

　誰が律を殺したかは、大きな問題だ。

「だって、美樹も小鳥遊さんも、過去に戻ることに賛成しているわけでしょう？　だったら、もう、その時点で二人は犯人じゃない気がするし」

「だったら尚なおのこと、じゃないか？　第三者がどうやってこの部屋に入って来たのか、そいつが誰なのか、調べる必要があるだろう」

　ぱっと見で、誰かが入って来たようには見えないが、もしその可能性があるのだとすれば。

　それは、きちんと調べないと。

「……とにかく、私は嫌なの。小鳥遊さんが力を使って、それが切っ掛けでなにか危険なことになる可能性だってあるわけだし」

「この状況を野放しにするのだって、危険です」

「そうだよ、律りつおねーちゃん。美み樹きだって、疑われたままなのは、嫌だし」

　しかし、その返しに律は俯うつむき、しばらく黙った後──。

「それにね、私は嫌なのよ。小鳥遊たかなしさんの力を使われるのが」

　ぼそりと、嘆くように呟つぶやいた。

「え？」

「だって、今の求もと無むが過去に行ってさ、そうしたらこの世界にいる私はどうなるの？　今、求無と出会っている私は一体誰？　私は自分の知らない求無と出会うの？　それとも求無の知っている世界から、いなくなっちゃうの？」

「それは──」

　言われてみて、気付いた。

　確かに、過去に戻れば、今この時間にいる他の人たちは、無かったことになってしまう。

　それはきっと、とても気持ちの悪いことで。

「……なるほど」

「わかって、くれた？」

　美樹の方を見ると、彼女は相変わらずの平然とした表情で、ペロっと舌を出していた。

「まぁ、美樹はどうでもいいんだけどね」

　とは言っているが、内心気持ちが良いものでもなさそうである。

「すまない、配はい慮りよが足りなかった」

「こちらも、ごめんなさい。お二人の気持ちをきちんと考えてあげられなくて」

「う、ううん！　いいのよ、二人とも、謝らなくても。むしろ、こっちこそ、我わが儘ままを言ってごめんなさい」

　律が、机の上に放ほうり投げてあった包丁を掴つかむと、鞄かばんの中からタオルを取りだしてそれで包み、鞄に入れる。

「と、とにかく、学校に行く準備するわよ。時間が無くなるんだから」

　これ以上、自分が殺された話はしたくないのか、それとも無む茶ちやな提案をしたことに引け目を感じたのか、律が強引に話を切り上げようとする。

　──確かに、このまま続けると、遅刻しそうだし。

「……そう、だな。じゃあそうしようか」

　とりあえず、考えても埒らちが明かないのは確かだし、指紋を採っても実りが少なそうなのも確かだ。

　殺された当人がこう言っているのだ。

　ひとまず、学校に向かう準備をしよう。
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　みんな、朝食はいらないということだったので、さっと準備をして家を出た。

「じゃあ、美み樹きはこっちだから。美樹がいない間に、別の妹作っちゃ嫌だからね」

「どんな状況だよ」

「極めて、妹的な状況だよ。妹まいっちゃう、みたいな？　ではでは！」

　家の前で美樹を見送って、反対側へと三人で向かう。

　あんなことがあったせいか、空気はどことなく暗く、律りつも小鳥遊たかなしさんも口を開こうとしない。表情も険しく、堅かった。

　──あんなこと。

　どうして、律が刺されたのか。

　ゲームの影響？　誰が？　なんのために？

「ええっと……そういえば、春日井かすがいさんの家はあちらなんですよね？」

　ぐるぐると考えていると、重たい空気に疲れたのか、小鳥遊さんが周囲を見回しながら、いつもよりも明るい声色で言った。

　律も、そんな空気を読み取ったのか、表情を和らげる。

「うん。二階が私の部屋ね。ほら、あそこに窓があるでしょ。昔、こいつがあそこから入って来たことがあってさ」

　控え目ながら、律も会話に入ってきた。

「え、どうしてですか!?」

「私が風邪で学校を休んだ日にね、学校のプリントを届けに来てくれたんだけど、そこの石垣から窓のところに登ってきたの」

「な、なんで神かみ代しろ君は、そんなことを……」

「いや、そこの石垣を昇って窓に入れそうだなって、よく思ってたんだよ。なんだろう？　道を歩いていてさ、あの壁を壊したらショートカット出来そうだとか、そういうこと考えることって無い？」

「無いです」

　きっぱりと、小鳥遊さんに返される。

　無いかぁ、そうかぁ。

「あれなのよ、求もと無むは、横断歩道の白線の部分だけを踏んで歩きたがるタイプだから。白線以外を踏んだらダメージ、とか。なんていうの……ゲーム脳？」

「ゲーム脳言うな」

　まぁ、大体当たってるけど。

　そういう風に、思考が調整されているんだ。

　たとえば、人混みの中を歩いている時に、歩いている人たちのことをこの世界のＮＰＣノンプレイヤーキヤラだと思ったり。

　景色をどこか穿うがってみて、そのせいで他人との距離が遠くて、何かしら意味や意義を求めてしまう。

　でも、だからこそ、俺は他人と関かかわることが苦では無くなったというか。

「ところで律りつ、大丈夫なのか？」

「うん？　何が？」

「いや、お腹なか刺されてたわけだろ？　調子悪いとかさ」

「ん？　あ、ええ。大丈夫。うん、大丈夫。大丈夫よ」

　律が、お腹を摩さすりながら、何度も大丈夫と言った。

　俺たちというよりは、自分に言い聞かせようとしているように。

「本当に。大したことじゃないから」
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　朝、教室に着いてからは、今朝のことが嘘うそであるかのように、いつもの日常へと戻った。

　授業中、気になって何度も律の方を見た。

　流石さすがに疲れているのか、彼女は頻ひん繁ぱんに船を漕こいでいた。休み時間になると、そのまま倒れ込むようになって、机に突っ伏して動かない。

　──まぁ、あんなことがあったからな。

　そんなことを、思っていたせいだろうか。

　だから、異変に気付くのが遅れたのかもしれない。

　やがて、昼休みになって、律と話そうと彼女の席に向かった、その時。

　彼女の背中がぐらりと横に揺れ、勢いよくバタンと倒れて──。

　──え？

　律の身体からだが、椅い子すと机を巻き込んで、激しい音を立てて転がる。

「律！」

　周囲のクラスメイトもすぐに物音に気付き、騒然としながら律の席を囲み始めた。

　律を見ると、痛そうに床で身体を震わせていた。

「っ……！」

「おいおい、どうしたんだ？」

「ちょ、ちょっと、くらっとしちゃって……」

　どうやら、意識はあるようだ。

　頭を押さえながらゆっくりと起き上がったので、俺は慌てて倒れている机と椅子を元に戻した。

「ああ、ごめん、心配かけて。特になんでもないから」

「なんでもないことはないだろう。急に倒れたりして」

「いや、本当になんでもないの。ただ、少し疲れていたというか、寝不足気味だったから貧血気味みたいになって……」

　律の顔を見てみる。

　確かに、目の下にうっすらと隈くまのようなものがあるように思えた。

　そのまま、額を触る。

　少し、熱を持っていた。

「とりあえず、保健室に行こう」

「だ、大丈夫なのに……」

　一応、大事をとった方がいい。

　そう思って、律りつの手を取ろうとすると──。

「さ、触らないで！」

　びくんと、律が身体からだを震わせながら、俺の手を拒んだ。

　律が急に大きな声を出したので、再度クラスメイトたちが一斉に彼女の方を見る。

　……え？

　瞬間、ぐらりと、周囲の景色が揺らぐ。

　俺の手に触れた衝動で、世界が白く、吹き飛びそうになったみたいに。

　律が、慌てて手を引っ込めた。

「え、あ、え、あ……」

　ぼやけていた世界の輪郭が、しっかりとした実線へと。

　元通りに、収束した。

「あ、い、いや、ゴメン。ただ、その、今、触られると、変になってしまいそうで……」

「え、えっと……」

「と、とにかく、保健室には一人で行けるから！」

　律が立ち上がると、早足に部屋を出て行く。

　ど、どうしたんだ、あいつは一体……。

　──と、刹せつ那な。

　ポケットの中のスマホが、振動して存在を主張してきた。

　もしかして……。

　慌ててスマホを取り出す。

　トップ画面に表示された、『林りん檎ごとの繋つながりが深くなりました』の通知。

　アプリを起動して画面を開くと、樹きと林檎を繋ぐ赤いラインが、朝よりもさらに太くなっていた。

　直接、触れてしまったからだろうか。

　それにしても、大おお袈げ裟さな反応だったけど。

　──とりあえずは。

　周囲を見回すと、自分に向けられたクラスメイトたちの訝いぶかしげな視線。

　女子なんかは、不潔なものを見るような目でこちらを見ていた。

「ええっと、その……」

　多分、何か勘違いされている。

　あの状況を、どう言い訳するのか、そこから考えないとな。
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　放課後、ホームルームが終わった直後、律りつの席に向かう。

「律。昨日言っていた通り、今から小鳥遊たかなしさんの家に行くけど──」

　どうするのか、と俺が聞くより前に、

「ごめん、調子が悪いから、先に帰らせてもらおうかなって」

　振り返った律が、申し訳無さそうに返した。

　昼休みの後、授業中に律は教室に戻ってきたが、それ以降もずっと調子が悪そうにしていた。当然の判断だろう。

「わかった。色々と大変な状況なんだ、無理をしないようにな。それと、何か異常があったら、すぐに言えよ？」

「うん。でも、大丈夫だから」

　力なくそう言うと、律は何な故ぜか、俺から逃げるようにして教室を出て行った。

　──まるで、避けられているみたいな。

「神かみ代しろ君」

　と、教室の外から、小鳥遊さんの姿。

　俺も廊下に出た。

「あれ？　春日井かすがいさんはどうしたんですか？」

「律は調子悪そうだったから、先に帰ってもらった。熱っぽいってさ」

「なるほど。お大事に、ですね」

　特に追及することもなく、小鳥遊さんが納得する。

　まぁ、律に関してはいつ体調を崩してもおかしくない状況ではあった。

「じゃあ、行きましょうか」

「そうだな」

　小鳥遊さんと学校を出て、繁華街へと向かう。

　先程、メールを送って、繁華街の広場で美み樹きと待ち合わせをすることに決めたからだ。

「やっぱり、力を使って犯人を見つけた方が良かったような」

「もう力で巻き戻せるかわからない時間まで来てしまっているだろう？　それに、本人がいいって言ってたしさ」

「神代君は、怖くないんですか？　その……神代君から見れば、私と美樹ちゃんのどちらかが、春日井さんを殺した可能性があるわけです。そんな人間と、一緒に歩いていて」

「そんな可能性、そこらを歩いている人間全員にあるわけだ。確かに、可能性の大小はあるけど、それをいちいち怖がっていても仕方がないだろう」

　俺の答えに、小鳥遊さんがきょとんとする。

「その可能性の振れ幅って、かなり大きい気がしますけど」

　小鳥遊たかなしさんが、不思議そうな顔で窺うかがってきた。

「何だか、機械的ですね」

「そう？」

「ああ、ゲーム脳。確かに、そんな感じかも……」

　勝手に、小鳥遊さんが合が点てんを得たように頷うなずき始める。

「小鳥遊さんまで、そんなことを。ゲームに感化されたのは間違いないけどさ……」

「あ、でも、別に悪い意味で言ってるわけじゃないですよ。ゲームって、楽しいものですし。神かみ代しろ君は楽しいってことで」

　それは、褒められているのだろうか。

　やがて、美み樹きとの待ち合わせ場所に指定した、繁華街の広場中央にある、時計塔と呼ばれる柱にやってくる。

「神代君と時計塔……なんだか懐かしいですね」

「懐かしい？」

　すると、小鳥遊さんが顰しかめ面つらになった。

「やっぱり、覚えていないんですか？」

　小鳥遊さんは、ストレートな自前の髪を両手で持って後ろで結うようにしてみせると、傍そばにあったベンチに腰掛けて見せた。

　その姿が、過去の記憶にダブる。

　──あ。

　その姿に、顔に、何かを思い出す。

　確か、五年前のことだ。

　冬空。雪の降る中で。

　ここ、時計塔のベンチで泣いていた少女。

「もしかして──あの時の？」

「ようやく、思い出してくれましたね」

　──ああ、思い出した。

　五年前。ベンチで泣いていた少女に、声をかけたことがあった。

　あの頃の俺は、涼すず香かに感化されて、人付き合いもゲームのようなものだと割り切ろうと、躍起になっていた。

　だから、困っている誰かに話しかけて、コミュニケーションを取ってみようなんて、振り返ってみればらしからぬ行動に出たのである。

『どうしたの？　こんなところで泣いて』

　すると、彼女は自分のことを俺に話してくれた。

　生まれた時から病気がちで、他の人が出来るようなことでも自分にはやれないこと。

　そのせいで体育の授業などを休むこともよくあって、他のクラスメイトと上う手まくいっていないこと。

　普通にやれている他の人間を羨うらやむことが、よくあること。

「ええっと……ごめん、全然気付かなくて」

「いえいえ、もう昔のことですし、そんなものだと思います。そもそも、私、名前教えていませんし」

「俺の名前は……教えたんだっけ？」

「いえ、あの時、白しら雪ゆき先輩と繁華街に来ていたじゃないですか。それで、互いに名前を呼ぶのを聞いて、憶おぼえていたんです。涼すず香かと求もと無む。それで、高校に入って、同じ名前の人を見つけたものですから」

「ああ、なるほど。それでわかったのか」

　──そして、彼女が俺のことを好きなのは、その時のことがあったから、と。

「ええっと……俺と話したことは、役に立ったの？」

　そういえば、彼女に告白されたと思い出し、恥ずかしくなりながら聞いてみる。

「おかげさまで。友達も出来ましたし、今のまま、ずっと学校にいたいくらい。時間を巻き戻して、何度もその瞬間を繰り返したい程度には」

　なるほど、な。

　無自覚だとはいえ、小鳥遊たかなしさんの役に立てていたみたいで、良かった。

「神かみ代しろ君のおかげです」

「そんなに大おお袈げ裟さなことを、した覚えはないんだけどな」

　恥ずかしくなったので、頬ほおをかきながらそう答えた。

　と、そうこう話していると、例の着物のような私服に着替えた美み樹きがやって来た。

　手には、着物と同じ桜柄の洋傘を持っている。

「遅かったな。で、なんで雨も降ってないのに傘を？」

「日傘だよ。ごめんね、一度家に帰って着替えてたら遅れちゃった。あ、おにーちゃん、相合い傘する？」

「しないから。お前と一緒にいるだけでも目立つのに、それ以上なんて絶対に嫌だ」

「えー」

「あと、今日はうちに泊めないからな。忘れないうちに言っておくぞ」

「ええええ、なんでこのタイミングで言うの？　というか泊めてくれないの？」

　帰り際に、あれこれ言われて粘られると、面倒だからだよ。

「昨晩あんなことがあったのに、泊められるはずないだろう」

「じゃあ、行きましょうか」

「えええ、ちょっと。胡桃くるみおねーちゃんまで！」

　美樹の抗議を無視して、小鳥遊さんに先導されて十分ほど歩く。

　やがて、一メートルくらいはある石塀が周囲を囲んだ、巨大なお屋敷のような家へと辿たどり着ついた。

　お寺のような巨大な木の門の前で、先頭を歩いていた小鳥遊たかなしさんが歩みを止める。

「もしかして、この家なのか……？」

「ええ。ちょっと広くて、不便なのですが」

　ちょっと、とかそういうレベルではない。

「うわー、これ凄すごいねー。家で美み樹きが百人くらい飼えそう」

「小鳥遊さんって、滅め茶ちや苦く茶ちやいいところのお嬢さまなんじゃ……」

「そ、そんなことないですから」

　門を開いて中に入ると、我が家がすっぽりと入りそうな広さの庭がお出迎えした。

　端の方には小さな石橋のある池が見える。鯉こいでも泳いでいるのだろうか。ツツジや松の木が植えられた庭を、飛び石に沿って進むと、赤い煉れん瓦がの建物へと着く。

　小鳥遊さんが、入口脇わきのセンサーにカードをかざすと、音がして扉の鍵かぎが開いた。

「どうぞ、お入り下さい。靴はそちらの下げ駄た箱ばこにお願いしますね」

　小鳥遊さんに促されて、玄関から中へ。

　いきなり三本に分かれた長い廊下を見て、とても個人の家とは思えない大きさに震える。

　靴を脱ぎ、客用に用意されている下駄箱に入れて、屋敷へとあがった。

「お邪魔します、と」

　長い板張りの廊下を奥へ、数多く並ぶ障子の立った部屋に驚かされながら、角度の急な木造の階段を下りる。

　一段下りる度に、ぎしりと板が軋きしむ音が聞こえた。

「お化け屋敷みたい。なんか出てきそう！」

「もともと祖父が使っていたもので、書斎は地下にあるんです。先祖が残した本が多く、書庫のようにもなっているんですけど……」

　個人の家の地下室にしてはかなりの深さを降りた後、目前に現れた木製のドアを開いて、部屋の中へと進む。

　十畳くらいの天井の高い洋室で、傍かたわらにはベッド。部屋の奥には、紺色の木製机があり、その横の壁に沿って、二メートルくらいの高さの本棚が立っていた。

　棚には、ぎっしりと本が並んでいる。

「ここに、涼すず香かが来たんだよね？　どれを読んでいたのか、具体的にわかる？」

　小鳥遊さんが申し訳なさそうに首を振った。

「全体的に、ですね。お話しした通り、魔術や魔法関係の本が多かった気がしますけど……どこの棚ということは、特に」

　ずらりと並ぶ、多た彩さいな背の本を眺める。

　ぱっと見ただけで、二～三千冊くらいはありそうだ。

　ちょっとした図書館──は言い過ぎだが、個人の蔵書にしてはかなり多い。

「つまり、この中から手探りでそれっぽい本を探せ、と」

「そもそも、本当にゲームに関する情報なのかもわかりませんけど……」

「でもまぁ、調べなきゃどうしようもないよね～。他に方法なんて無いわけだし」

「美み樹きにしては、珍しく真っ当な発言だな」

「あ、おにーちゃんってば、今のは超失礼だよ」

「まあ、手分けして本を見ていこうか。それっぽいものを見つけたら他の皆に報しらせる、って流れで」

　三人で手分けして、本棚を確認していく。

　この冊数の本を一冊一冊調べていくのは骨が折れるのを通り越して苦行の域にも思えたが、それでもある程度整理はされているようなのが救いだ。

　本の内容は、多様なジャンルの小説から実用書、果ては漫画から映画のパンフレットまで多岐にわたる。

　タイトルだけ確認していっても、『楽して儲もうけるネットビジネス殺人事件』『そして誰もいなくなった　─便所飯─』『魔法リアリストばーちゃるキミエ』などなど、雑食だ。

「うわ、これ見てよ、おにーちゃん。この、『百ゆ合りと薔ば薇らの痴ち的てき花辞典』って本。超エロいんだけど」

　はしゃぐ美樹を無視して棚を眺めていくと、magicやgrimoireといった、いかにも魔法的な本が並んだ一角を発見する。

「この辺りに多いな」

　大半が外国語。

　英語だけでなく、フランス語やドイツ語など、様々だ。

　棚から本を抜き出して、中身を確認していく。

　……わかっていたことではあるが、全然読めない。

「涼すず香かって、これを普通に読んでいたの？」

　小鳥遊たかなしさんに尋ねた。

　あいつが外国語に詳しかったなんて、知らなかったが……。

「いえ、スマホや辞書を片手に確認していましたね。それでも、ある程度は普通に読めていたみたいですが」

「なるほど」

　スマホでブラウザを起動して、翻訳サイトを開いた。

　これらを使って、少しずつ情報を拾うしかないか。

　────。




「神かみ代しろ君」

　小鳥遊さんに呼ばれて、振り向いた。

「その……そろそろ時間ですから。ほら、お父さんとお母さんが帰って来てしまうと、まずいので」

「え？　もうそんな時間なのか？」

　慌ててスマホの時刻を確認する。

　この家に着いてから、いつの間にか二時間以上が経過していた。

「何かわかりましたか？」

「残念ながら」

　首を横に振る。

　一応、二～三十冊くらいは、断片的ながらも中身に目を通していったが、結局めぼしい情報は得られなかった。

　書かれていた内容は、古い魔法や魔術に関する蘊うん蓄ちくばかりだ。

「ねぇ、涼すず香かってさ、ここに来たのは一日だけ？」

「はい、そうです。ただ、休日にいらしたので、半日くらいいましたっけ」

「それで、棚を全部確認してたの？」

「いいえ、あちこちの本をとっちらかすように読んでは、適当に戻して──って具合でしたね。なので、どれを読んでいたのかもわからないのです。主に、魔法関係の本を読んでいたみたいでしたが……」

「他に何か言ってなかった？　気付いたこととか」

　小鳥遊たかなしさんが顎あごに手を当てて、考える仕草をする。

「……ああ、そういえば、『一般に市販されていないような本は無いか』って聞いて来ましたね。心当たりが無かったので、わからないと答えましたけど」

「市販されていない本……」

「自費出版とか、そういうものを探していたのでしょうか？」

　安直に考えると、希少価値の高いものを探していたのかもしれない。

　そして、そういった特別な本を求めてこの家に来たものの、目当てのものは見つからなかった？

「でも、そもそもどうして、小鳥遊さんの家にそんな本があると思ったんだろう」

「確か、白しら雪ゆき先輩曰いわく、調べ物をしている時に、祖父が魔法や魔術の本を集めているという噂うわさ話ばなしを聞いた、とか話されていたような」

　噂話。

　ということは、そんな話が耳に挟める程度に、彼女はどこかで魔術や魔法の本を探し回っていた？

　何のために？

　わからないけど、ここまで来るとゲームに関係していることは、ほぼ間違いないような気がする。

　──つまり、このゲームの先には、やはり涼香がいる。

「神かみ代しろ君？　どうかしました？」

「あ、ごめん。ちょっと考え事をしてた。本を片付けないとね」

　並べていた本を手に取って、慌てて棚に戻し始める。

　──また、涼すず香かのことを考えてしまうなんて。

　と、その時だった。

　頭上でガタンと大きな音が聞こえて、

「きゃっ！」

　小鳥遊たかなしさんの悲鳴が聞こえた。

　声のした方を見上げると、脚立を使って高い位置に本を戻していた小鳥遊さんが、こちらにのしかかるように体勢を崩していて──。

　刹せつ那な、上から降ってきた小鳥遊さんに、勢いよく地面に押し倒される。

　背中に強い衝撃と、胸元にむにゅりとやわらかい弾力を感じた。

　──弾力？

　え、えっと、これは……。

　考えるまでもなく、これは小鳥遊さんの胸だ。

　着き痩やせするタイプ、なのだろうか。

　明らかに見た目よりも主張の強い弾力が、存在感を押しつけてきていた。

「あ、あ、あ、あの、神かみ代しろ君、私……」

　小鳥遊さんの顔は、互いの息が届きそうな距離にあった。

　彼女は、俺の顔を覗のぞくようにして、顔を紅潮させている。

　でも、そのまま、俺の上からどこうともせず。












「えっ、と、あの……神かみ代しろ……君……」

　じっと俺の目を見つめたまま、息を荒くする。

　発情したように。

　なにかに、取り憑かれたかのように。

「んっ……はぁ……神代君……なんだか、身体からだが熱くて、私、変に……」

　周囲の景色に、靄もやのような白い光がかかって──。

　──このまま、俺も彼女に吸い込まれてしまって、いいような。

　そういえば。

　当たり前のことなのだが、今頃になって、小鳥遊たかなしさんの魅力を再確認する。

　彼女が、可愛かわいらしく素晴らしい女性であること。

　もし付き合えば、学校中の男子生徒から羨うらやまれる、そんな存在になることは間違いない相手であって。

　──だったら、いっそ、付き合ってしまっても？

　と、ぶるりと、ポケットが震えた。

　──っ！

「小鳥遊さん！」

　思わず、大きな声をあげた。

　すると、慌てて小鳥遊さんが俺の身体から離れる。

　そして、自分が何をやっていたのかに気付いたのか、大きく頭を下げた。

「あ、い、いえ、その、す、す、すみません！　な、なんだか、気が付いたら私……」

　慌ててポケットからスマホを取り出す。

　ポップアップ通知。『棗なつめ椰や子しとの繋つながりが深くなっています』。

　──やっぱり。

「と、とりあえず、大丈夫？　怪け我がはない？」

「そ、それは、神代君こそ。すみません、思い切り押し倒しちゃって」

「ううん。とりあえず、危ないから高い場所のやつは代わるよ。色々気をつけないとね」

　そうしていると、美み樹きが階段を降りて来た。

「なんだか凄すごい音がしたけど、大丈夫？」

「あ、え、ええっと、は、はい。大丈夫です」

　小鳥遊さんが、どぎまぎしながら答えた。

「って、美樹、お前どこに行ってたんだ？」

「もう、れでぃーにそういうこと聞くの？　お手洗いだよ」

　ああ、なるほど、だから上にいたのか。

　──やがて、本を片付け終えて、一階へと戻った。

　廊下を歩いて、玄関までやって来る。

「じゃあ、今日はここで。ええっと……二人きりで大丈夫ですか？」

　小鳥遊たかなしさんが、心配するような視線で美み樹きを見た。

　美樹を犯人だと、疑ってのことだろう。

「大丈夫だよ、重々気をつけるから」

「あ、おにーちゃんまで酷ひどい。まだ疑ってるんだ」

　外に出る。

　空は既に夕焼けから、薄い夜の闇やみに変わっていた。

「ねぇ、そういえば──」

「泊めないぞ」

　言われる前に、断言しておく。

「ああもう、べつに泊めてって話じゃないよ。涼すず香かさんってどんな人だったのか、聞こうと思っただけなのに」

「どうしたんだ急に」

「だって、おにーちゃんが惚ほれてた人でしょ？　知りたいなーって」

　涼香がどのような人であるか、か。

「優しかったよ。そして変わってた」

「なるほど、変わってたから、おにーちゃんと仲良くなった、と。変わり者同士気が合うみたいな」

「それだと、俺が変わり者みたいじゃないか」

「じゃあ、美樹も変わってるからワンチャンあるってことだね」

「いや、聞けよ」

　美樹が、道を真まっ直すぐに駆かけ出した。

「じゃあね、おにーちゃん。美樹、こっちの道の方が近いから」

　立ち止まり、美樹が走り去るのを手を振りながら見送る。

「悪い子じゃ、ないんだよな」

　俺を兄代わりにしたくなるような、事情があるだけで。

「それに、あいつだって、このゲームに巻き込まれただけで……」

　だから、おかしくなっているだけ。

　可能なら、彼女がどうして兄に固執するのか、理由を聞いて力になってやりたいくらいだった。

　黙っていれば可愛かわいいし、学校ではモテていたりするのかもしれない。

　俺は、そんなことを思いながら、美樹の背中が見えなくなったのを確認すると、家に向かって歩き始めた。





　　　　◆






　自宅の近くまでやって来たところで──。

　赤い屋根──律りつの家の前で、ふと立ち止まる。

　あいつ、大丈夫かな。

　あんなことがあったのだ、気にならないはずはない。

　──無視して帰るなんて、出来ないよな。

　こんなゲームに、巻き込まれてしまっているのだ。体調を崩しているのだって、精神的な部分から来ている可能性だって高そうである。

　気が強そうに見えて、案外神経細そうだしな……。

　ちょっと様子を見てみようと思って、家のチャイムを鳴らしてみた。

　しかし、誰も出てこない。

　鞄かばんからスマホを取り出し、律の電話を鳴らしたものの、反応が無かった。

　外出中だろうか、もしくは寝ているとか？

　諦あきらめて帰ろうかと悩んでいると、ふと、律の部屋の窓が目に入った。

　昔、昇ったことのある窓。

　ピンク色のカーテンで中は見えない。

「待てよ……」

　ちょっとした悪戯いたずら心が芽生えて、周囲に人がいないことを確認する。

　──よし、誰もいないな。

　俺は、石垣をよじ登ると、そのまま屋根を伝って二階の窓までよじ登った。

　窓をノックしようと、手をかけると、そのまま窓が横にスライドして開く。

　──あれ？　鍵かぎがかかってない？

「誰!?」

　部屋の奥で何かが動く物音が聞こえると、人の気配が迫ってきた。

　さっとカーテンが開くと、制服姿の律が現れる。

「え、求もと無む……？　なんで、こんなところから……」

「いや、チャイム鳴らしても出なかったから。電話も鳴らしたのにさ。無視しただろ」

「え、そ、それは、だって……」

　律が、バツの悪そうな顔をする。

　しかし、思っていたより元気そうで良かった。

　いつもと変わらないというか、普通というか。

「と、とにかく、そんなところ見られたら困るから、とりあえず中に入って」

　靴を脱いで、窓から部屋の中へと入る。

　律の部屋は、以前と変わらない小こ綺ぎ麗れいな女の子の部屋だった。

　白い壁紙に合わせた、パステルカラーのフロアマット。可愛かわいらしい赤の本棚の横には、お揃そろいの色のクローゼットが並んでいる。

「な、何の用なのよ」

　焦りながら、まくしたてるように律が聞いてきた。

「心配だったからさ」

「心配？」

「早退しただろ？　朝はあんなことがあったし、昼もフラフラしてたし。そりゃ、心配するって」

　俺の言葉に、律りつはほんのり頬ほおを赤らめて、しばし呆ぼう然ぜんとした。

　そして、しばらくジっと俺の目を見つめた後、何な故ぜか悲しそうな顔をして、目を伏せる。

「どうした？」

「やっぱり、おかしい」

　途と端たん、律の様子が変わった。

　表情と声色に、矛先の不明な怒気を孕はらむ。

「だって、おかしいじゃない。求もと無むが私を心配するなんて」

「何を言ってるんだ。そりゃ、お前がそんな風に落ち込んでたら、普通は──」

「普通は心配しないのが求無だよ。絶対におかしい！　だって、だって。求無は私のことなんて、どうでもいいはずで。気にもしないし、考えもしない！」

「いや、ちょっと待て。お前は何を言っているんだ」

「求無の方こそ、おかしいよ！　どうして、どうしてそんなに普通に心配してきて、そのくせに冷静なの？　それじゃ、私、私……」

　律が、両手で顔を押さえて、身体からだをがくがくと震わせ始めた。

　なにか良くないものに憑つかれたかのように。

　狂ったように、壊れてしまったかのように。

　その様子が異常だったので、俺が手を伸ばすと、びくりと律があとずさり、

「触らないで！」

「な……？」

　物もの凄すごい勢いで、拒絶される。

　──どうしたんだ？

「ご、ごめん。でも、触られたら、おかしくなっちゃうから」

「おかしくって……」

　その時、鞄かばんの中で、ぶるぶると何かが震える音。

　──まさか。

　途端、周囲の景色が白く霞かすむ。

　え、え、なんで……？

　律が、白く染まっていく景色を見回し、取り乱した。

「な、な……？　も、もしかして、これって……これが、ゲームの……？」

　でも、どうして、なんで。

　今の俺は、律に対して何かを思っていたわけではない。

　冷静な、はずだった。

　──まさか。

　気付かないうちに、俺は律りつのことを好きになっていた、とか？

「求もと無む、帰って！　お、おかしくなっちゃうの！　頼むから、お願いだから、帰って！」

「わ、わかった！」

　不幸中の幸い、律にはきちんと自我があるようだった。

　慌てて窓の外へと出て、靴を履く。

　屋根に出たところで、普通に玄関から出れば良かったことに気付いたが──。

「求無！」

　石垣を降り、地面に着地したところで、頭上から悲鳴にも似た律の声が聞こえた。

　振り返り、律を見上げると、彼女の瞳ひとみには涙が溜たまっているように見えて。

「しばらく、顔も見たくない！」




　その時、俺は悟った。

　やっぱり、みんなとは、距離を置くべきだと。





■シーン４　少女の窓




「……アドレス？」

　ある日、中学の廊下にて。

「田た中なかが、お前と友達になりたいんだってさ」

　求無が、私に手紙を渡して来た。

　なんでも、求無と同じクラスの田中君から頼まれたらしい。

「え、ええっと、それって……？」

「お前に気があるってことだろう」

　田中君と言えば、バスケ部のキャプテンで、うちのクラスに限らず女子たちからは人気がある。

　普通の子たちであれば、好意を向けられたら嬉うれしいに違いない。

　でも、私は違った。

　むしろ、こんなことを求無が伝えて来たことに、腹立たしさすら覚えたりもして。

「求無は、どう思う？」

「え？　どう、って？」

「私が、田中君のアドレスを受け取ったとして」

　だから、つい、なんとなく、うっかりと。

　どう考えても求もと無むが困るようなことを、口走ってしまった。

　だから私は、困った顔で返答に悩んでいるっぽい求無に、慌てて、

「ああもう、いいわよ！」

　そんな、理不尽な怒りを、ぶちまけてしまったりするのだ。

　──もう、求無の顔なんて、見たくない！

　…………。





　　　　◆






　翌日、俺は律りつを含めたみんなに、しばらく距離を置くことを提案した。

　律のことだけではない。

　小鳥遊たかなしさんとも、書斎で間違いを犯しそうになった。思えば、美み樹きにしたって、家に泊めてやると言った時から、自分の中のなにかがズレていたような気がする。

　──おかしかったのだ、多分。

　学校でも、小鳥遊さんとは必要以上に絡まない。美樹とは、必要最低限の連絡以外は取らない。ゲームについて、互いに何かわかった時まで、接点を持たない。

　美樹と小鳥遊さんは、当然不満を言ってきた。

　だが、律とのトラブルの話をすると、ひとまずの措置ということで、了解してくれた。二人だって、世界が終わってしまうのは本意ではないのだ。

　──そうして、状況が安定するはずだった。

　不用意に近付かなければ、接したりしなければ、相手のことを今以上に好きになるはずがない。そんな風に、考えていた。

　──なのに。

　異変に気付いたのは、三日後だった。

　時々、にわか雨でも降るかのように、世界がぐらりと歪ゆがむのだ。

　最初、幻覚か何かだと思った。

　もしくは、日本では珍しい蜃しん気き楼ろうか。

　だって、俺は何もしていないし、彼女たちと何もないのだ。いきなり、ゲームの影響で世界がおかしくなるはずがない。

　だが、現実として、『DestinyLine』に表示される樹きと果実を結ぶ線は、時間の経過とともに、少しずつ太さを増していて──。

　他にも、奇妙なことがあった。

　毎晩、不思議な夢を見るのだ。

　律の視点で、彼女が心情を吐露する夢。

　流石さすがにこれは、ゲームの影響を考えた。

『あなたも、少女たちへの想おもいを深めます。』

　俺の、律りつへの気持ちが強くなっているのかもしれない。

　だから、変な夢を見ているのかもしれないし、線も太くなっているのかもしれない。

　──だからと言って、世界が歪ゆがむまでに気持ちが強くなっているなんて、自覚は無い。

　そうして、ゲームについての情報は何も得られないまま、一週間。

　中間試験を終えて、律の部活も再開した、その頃。

　──世界が、溶け始めた。
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　五年前。

　忘れもしない、五月十七日、月曜日のこと。

　熱を出し、学校を休んで部屋で寝ていると、コンコンと窓を叩たたく音が聞こえた。

　驚いて窓に近付くと、そこにいたのはランドセルを背負った求もと無む。

「なっ……!?」

　私は、慌てて窓を開けると、求無を部屋に招き入れた。

「アンタ、なんでそんなところから──」

「チャイム鳴らしたけど誰も出なかったしさ」

「……下まで降りるの、キツかったからさ。それに、お母さんがいると思ってたし」

　どうやら、母親は知らぬ間に買い物にでも出ているらしい。

「そ、それで、そんなところ、どうして昇ってきたの」

　すると、求無はちょっと考えるような仕草をして。

「いや、そこの石垣、見かける度に登れそうだなって思っていてさ。それで実践した、みたいな？」

　そう言って、背負っていたランドセルを下ろすと、中からプリントを取り出した。

「学校のプリント、届けに来たんだ」

「は、はぁ……？　そ、それで、そこを登って来たの？　ばっかじゃないの？」

「ばかって言うなよ。わざわざプリントを届けに来てやったのにさ。じゃあ、俺は帰るから」

「それだけ!?」

　それだけのために、窓を？

「それだけだよ。ああ、そうだ。風邪、大丈夫か？」

「え……？」

　不意に心配されて、戸惑ってしまう。

　嬉うれしいような、恥ずかしいような……。

「だ、大丈夫よ！　ちょっと体調崩しちゃっただけだから、そんな大おお袈げ裟さなものじゃない」

「なら良かった」

　そう言い残して、求もと無むは再び窓から出て行った。

　──随分と変わったなぁ。

　昔は、私のことなんか、気にも留めない奴やつだったのに。

　アイツが変わったのは、間違いなく涼すず香かのおかげだろう。

　そう考えると、なんだか悔しくも感じたけど。

　──でも、今日の出来事には、感謝。

　その日から、私は嫌なことがあると、窓を見るようになった。

　そこから、求無がやって来て、助けてくれるような気がして。

　…………。
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　早朝、六時。

「……なんなんだよ、これ」

　自室の窓から、曖あい昧まいになって溶けていく近隣の景色を眺めながら、思わず呟つぶやいた。

　たとえば、早朝の青空は、ところどころそこに浮かぶ雲との境界が曖昧になっていて、白い絵の具が滲にじんだようになってしまっているし。

　周囲の民家や木々は、スプレー状の白い絵の具でも噴きかけられたかのように、粉のような白い粒が降り掛かっていた。

　白い粒──というよりは、刳くり抜ぬかれているのか。

　世界の色が、剥げているのだ。

　スマホのアプリを開いて、状況を確認する。

　樹きと、三つの果実を結ぶ赤い線は、逢あわなくなる前に比べて、二倍くらいに太くなっていた。特に林りん檎ご──律りつとを結ぶ線は、かなり太い。

　つまり、この状況を引き起こしているのは……律？

　──ピンポーン。

　と、家のチャイムが鳴る。

　慌てて階下に降りて、ドアホンのモニタを見た。

　玄関先を映す液晶には、制服姿の溌はつ剌らつとした少女が笑顔で手を振っている。

「おはよう、おにーちゃん！」

「なんだ、お前か……」

　俺の言葉に、美み樹きがムっとなった。

「『なんだ』って、失礼な。誰だと思ったの」

　てっきり、律がおかしくなって、ここに来たのかと思ったが──。

「一応、確認しておくけど、お前には見えてないよな？」

「見える？　なにが？」

　ああ、やっぱり──。

　世界の異変は、その状況を引き起こしてる当人と俺にしか見えない。

　だから、美み樹きには見えていないのだ。

「……今、世界がおかしくなってるんだよ。あちこち、消え始めてる」

「え？　嘘うそ」

　美樹が、周囲を見回す。

「どうして？　なんで？　おにーちゃん、何やったの？」

「何もやってねーよ。それなのに、こんなことになって困惑してたんだ」

「そんなこと言っちゃって、悶もん々もんと色んなことしていたんじゃないの？」

「だから、なにもしてないってば」

　だから、わからなくなっていたのだ。

　俺はおかしくなっていないのに、一体どうして。

「だったら、相手の気持ちが強すぎるのかも」

「相手の？」

「そういうことだって、あるかもしれないよ。相手の気持ちが強すぎるから、世界に影響しちゃってる。片思いだって、立派な繋つながりの深さだよね」

　もしかして、俺への気持ちの強さだけで、世界が不安定になってしまっているのか？

「まぁでも、キスをしなければ平気、ということだよね」

「ゲームの説明を信じるなら、な」

　しかし、片方の気持ちだけで、ここまで……。

　いや、俺の気持ちだって、無意識のうちに強くなっているのかもしれない。

　ゲームの影響で、自動的に。

「で、お前はどうして、うちに来たんだ？」

「兄妹きようだいだもん。一緒に学校に行こうと思って」

「兄妹だからって、一緒に学校に通ったりしないと思うが……」

「するよ。一緒にお風呂にも入るし、一緒に寝るし、なんならその先だっていけるところまでいっちゃうと思う」

「しねーよ！　それ兄妹じゃないから。大体、それ以前に、俺とはしばらく逢あわない逢えない寄りつかないって話になってただろ？　どうして破った」

「だって、無理だよ、こんなの。一応、一週間は我慢してみたけど、無理だった。おにーちゃんに逢いたくて死にそうになる」

「そんな、大おお袈げ裟さな」

「大袈裟じゃないよ。我慢ってね、身体からだに悪いんだよ？　いつか無理が来て、何かの拍子で、気持ちが爆発しちゃうんだ」

　──我慢して、爆発？

　そう考えれば、この状況は不思議ではなくて。

　だから、俺は何もしていないのに、こんなことになった？

　何もしていないが故に、こうなった？

　そして、この状況を引き起こしたのは──。

「ねぇ、おにーちゃん。今から、ちょこっとだけ付き合ってくれないかな」

「付き合う？　どこに？　今から学校だし、しばらく距離を置こうって話だろ？　それに、こんな状況で──」

　美み樹きとの繋つながりだって、強くなっているのだ。

「こんな状況だからこそ、だよ。おにーちゃんは、もっと自分のことや、他の人のことを知った方がいい」

「知るって、何をだよ」

「生きやすい、生き方」

　そう言うと、美樹が俺の右腕を掴つかんだ。

「お、おい」

「いいから」

　美樹に引っ張られるようにして、道を歩く。

　家の前から真まっ直すぐに、学校の方へと進んだ。

　途中、通学路であれば左へ曲がるはずの交差点を右に曲がる。信号機の三つの灯火も、それぞれが滲にじむようにして周囲に色を漏もらしていた。

　辿たどり着ついたのは、学校最寄りの繁華街。

　祝日や放課後は活気のある町並みだが、平日の昼間ということで閑散としている。

　加えて、ゲームの影響でビルがぼやけており、コンクリートのビルには、ところどころ白いペンキでも垂らされたかのような、空白が出来ていた。

「景色、変わってるの？　美樹の目からだと普通だけど」

「かなりな。波があるけど」

「波？」

「戻ったりもするんだ。消えるだけじゃなくて、不安定なんだよ」

　そう言っていると、溶けた世界が形を整え始めた。

　ぐらぐらと揺れる世界の景色が、まるで不安定な空模様みたいで。

「なるほど。感情だからかもね」

「感情だから？」

「ほら、好きって思ったり、引っ込めたり。恨んだり、恋しくなったり、わからなくなったり。そういう気持ちがごちゃごちゃして、不安定になってるんじゃないかな。美樹には見えてないから、わからないけど」

　──なるほど。

　確かに、彼女の言うように、世界の在り方を、好きという気持ちが表しているのであれば、そうなるのも自然だ。

「それで、こんなところに連れてきてどうしたいんだ？　なにもないというのなら、俺は学校に行くぞ？」

「まぁ、ちょっと待って。美み樹きに付き合って」

「どこに行くんだよ」

「第二十一話。あめりかからきたろぼっと」

　……？

　美樹に連れられて、繁華街を奥へ。

　先日待ち合わせをした時計塔のある広場まで出ると、その正面にあるハンバーガーショップへと入る。

「さっきのはね、げったーろ○の話だよ。二十一話は、テキサス○ックが初登場する回でね──」

「お前は何歳なんだよ、一体」

　しかも、駄だ洒落じやれかよ。

「それはともかくとして、お腹なか空すいてるのか？」

「そういうわけでもないけど、おにーちゃんと一緒に入りたいな、って」

「俺と、って──」

　──そう言われても。

　俺は、この手のジャンクフードが苦手だ。

「あぁ、おにーちゃんは食べなくてもいいよ。美樹が食べるのを眺めていてくれれば」

「なんだよそれ」

「まぁまぁ」

　美樹がカウンターに向かって、注文をする。

　──あいつ、ここの食事は大丈夫なんだな。

　店内を見渡して、空いている二人用の席を確保する。

　ハンバーガーを持った美樹がやって来て、一緒の席に着いた。

「お待たせだよ。こうしてると、仲の良い兄と妹がデートしてるみたいだね」

「兄妹きようだいはデートなんてしないだろ」

「仲良しだったらするよ。当たり前のようにするし」

「そんなもんなのか？　俺にはわかんないけど……」

「それは、おにーちゃんが家族に良い感情を持っていないからだよ」

　美樹の言葉に、思わず眉まゆを顰しかめる。

　家族のことを、美樹に話したりはしていなかった。

「どうして、そんなことがわかるんだ？」

「わかるよ。おにーちゃんはね、美樹に似ているから」

「似ている？」

　俺が、彼女に？

「本質的な部分が、そっくりだと思う。苦手な物を、病的に遠ざけすぎてるところとか。見たくないものをね、無意識的に見ないようにするのが得意。感傷的な自分を極力排除して、機械的にこなそうとする」

「そんなことは──」

「でもね、美み樹きと違って、大切にしてくれる人と触れあうまでが遠かったんだ。だから、そんな自分との付き合い方が、ちょっとだけ不器用。違うかな？」

「どうしてそんなことが──」

　──似ているから。

　ああ、そうだ、確かに似ているのだ。

「おにーちゃん、食べる？」

「……食えないよ」

　美樹も、俺と同じように食べられないものがあって。

　美樹は俺の料理を口に出来なかった。

　そして、俺は外の食べ物を口に出来ない。

「おにーちゃんね、美樹がご飯食べられないと言った時、一瞬優しい顔をしたよね。だから、わかった。きっと、おにーちゃんもそうなんだな、って」

　──似ているから。

「美樹は、手料理が食べられない。昔ね、コンビニのご飯ばかり食べる美樹を心配して、お兄ちゃんがつくってくれていたんだけど、お兄ちゃんが死んで以降は食べられなくなってさ」

　──俺の前のおにーちゃん、か。

　それは、美樹にとって本物の兄なのだろう。

「親は、飯をつくってくれなかったのか？」

「ちっちゃい頃に、交通事故で死んじゃってね。それからずっと、親しん戚せきの家で暮らしてたんだけど、叔お父じさんと叔お母ばさん、美樹たちの相手するの面倒そうでさ」

　どう反応していいのかわからなかったので、思わず鼻をかく。

　ただ、頼りになる親がいないという、心こころ許もとない気持ちと寂しさには、共感出来た。

「で、お兄ちゃんもね、死んじゃったんだよ。両親と同じように、交通事故でね。悪夢のような偶然、悲劇の積み重ね。そうして取り残された美樹は、温かいご飯が食べられなくなってしまいましたとさ。めでたし、めでたし」

「いやいや、めでたくはないだろ」

「まぁ、そうなんだけど」

　美樹が、ハンバーガーを囓かじった。

　食事を楽しんでいる様子はどこにもなく、ただただ機械的に、栄養を摂せつ取しゆしているように見える。

「美み樹きはね、心が軟弱だったの。お父さんとお母さんが死んでから、毎日泣いてて。コンビニのご飯を食べても、やっぱり泣いてて。時々、お兄ちゃんにも強く当たって。だから、お兄ちゃんはご飯を作ってくれるようになったの。だから──」

　ハンバーガーを食べ終えた美樹が、包み紙を丸めてトレーに放ほうった。

　まるで、弱かった自分を、捨て去るように。

「大人になりたいって、思った。お兄ちゃんにも伝えた。そんな時、お兄ちゃんが心を静められるようにって、そして大人になれるようにって、気持ちの落ち着く、アロマの香水を買ってきてくれた。それが、美樹の力の訳わけだよ」

「でも、急にどうして？　話すの、嫌がっていただろ？」

　俺の質問に、美樹がくすりと微笑を浮かべる。

「おにーちゃんが、困っていたから。鈍感で、不器用で、だから大切なことに気付けていない。いや、気持ちにはなんとなく気付いているのかな。でも、ずっと見ないようにしていたから、直視するのが怖くなっちゃっているし、繊せん細さいな部分まで想像出来ない」

「気持ちって、誰の、どんな」

「おにーちゃんの好きと、おにーちゃんへの好き、だよ。二つの気持ち。それが何を引き起こしたかさえわかれば、どうして世界がこんな風になっているのか、気付けるはずだよ」

　──気付く。

　俺の好きと、俺への好き？

　俺の好きって、誰に対して？

　律りつ？　小鳥遊たかなしさん？　美樹？　それとも──。

　──涼すず香か。

「無理に我慢しているとね、おかしくなっちゃうんだよ。意思は固くなるし、強くもなる。でも、暴走する。おにーちゃんが物もの怖おじもせず、ゲームをこなしている理由もそうだし、今、この世界が終わりかけているのだって、そうなんじゃないかな？」

　この世界が終わりかけている理由。

　誰かの気持ちが、こうなってしまうほどに、膨れあがっているということ。

「それが伝えたかったから、おにーちゃんをここに連れて来たんだよ」

　美樹は、残っていたポテトをすべて口に放り投げると、立ち上がってトレーを片付けた。

　そして、鞄かばんを持つと、席には座らずに、立ったまま続ける。

「どう、参考になった？」

「ああ。とても。びっくりするくらい」

「それは良かったよ。じゃあ、お礼にチューして欲しい」

「それは無理」

　間髪いれずに却下する。

　そんな危険なこと、出来るはずがない。

「ちぇっ、残念」

　美み樹きが、舌打ちした。

「じゃあ、美樹は行くね。今からだったら、二時間目くらいから出られるし」

「え？　学校に行くのか？」

　俺の質問に、美樹の顔がパァっと明るくなる。

「あれ？　残念そう？　残って欲しかった？」

「いや、そういうわけじゃなくて、自分から去るのが意外だったから。久しぶりに逢あったわけだし、もっと面倒な感じで一緒に居たいと駄だ々だをこねるものかと……」

　すると、今度は美樹の頬ほおがぷくりと膨らんだ。

　ころころと表情の変わるやつだ。

「なんだ、美樹と一緒に居たいわけじゃないんだね。まぁ、こっちはおにーちゃんの顔を見たかっただけだし、その上で伝えたいことは伝えたし？　学校だって、最近サボり過ぎてたしね。それに、おにーちゃんにもやることがあるじゃない？」

「やること……」

　──この状況を、どうにかすること。

「そうだな。俺にも、やることがある」

「そうそ。わかったならよろしい」

　美樹が、満足そうに頷うなずいた。

「それとおにーちゃんは、もっと素直になるといいんだと思う。美樹みたいにね」

「大人なんだな、美樹は」

　なんとなく、そんな言葉が出ていた。

　彼女は、俺より年下だけど、大人だ。

　だからこそ、自信満々にとんでもない行動に出られるし、自分の気持ちに振り回されることもないのだろう。

「拗こじらせちゃった部分は仕方がない。それでも、折り合いを付けて、上う手まく大人になろうって決めたから。だからね、美樹は素直に生きることにしたの」

　素直に。

　我慢しすぎて、間違えるなんてことがないように。

　大事なことを、見失ってしまわないように。

「俺も、参考にさせてもらうよ」

　美樹が、もう一度にっこりと笑って、店を出て行く。

　──さて、と。

「俺も、学校に行きますかね」
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　学校に着いたのは、二限目が始まる前の休み時間だった。

　教室に入ってまずやったことは、律りつの席の確認だ。

　いつもと違い、ちょっとした魚眼レンズを通したかのように歪ゆがんだ律の机には、持ち主がいない上に荷物も無かった。

「春日井かすがいさんなら、今日は体調不良で欠席だって」

　律の隣の席の女子生徒から、教えてもらう。

　よく考えてみれば、この状況を引き起こしているのが律であれば、彼女には事態が伝わっているはずなのだ。

　体調を崩してもおかしくはない、か。

　そうこうしているうちに、二限目のチャイムが鳴る。

　俺は慌てて席に着くと、学校に出てきていない律のことを心配しながら、上の空で授業を受けた。

　そうして、二限目が終わった後の、休み時間。

　隣のクラスから、小鳥遊たかなしさんが俺の席を訪ねてきた。

　小鳥遊さんは、困り顔で俺を見るなり、思いきり頭を下げる。

「ご、ごめんなさい。その、折せつ角かく、おかしくならないようにって決めていたのに。でも──」

　彼女は、潤うるんだ瞳ひとみで、切なそうな視線を向けてきた。

　どうやら、互いに近付かないようにしようと決めた後も、毎日俺のことを確認していたらしい。

「あの、ゲームの影響でしょうか……我慢が、辛つらくて」

「いや、謝らなくていいよ。むしろ普通だと思うし、本当に気にしなくていいから。それに、もうその、近付いちゃ駄目っていうのも止やめにする」

「え？　そ、そうなんですか？　でも、一体どうして。それだと、ゲームが……」

　小鳥遊さんが、心配そうに言った。

「いや、大丈夫だ」

「え？」

「あれは無しにするから。やっても意味が無いし、むしろ危険になることがわかった」

「危険って……え？」

　小鳥遊さんも、外の世界の変わりように気付いていないらしい。

　──となれば、この状況を作っているのが誰なのかということが、ハッキリとしたことになる。

「今、世界が消えかかっていてさ」

「消え……ええっと……」

　小鳥遊さんが、視線を左右に彷徨さまよわせた後、俺の言葉の意味を理解したらしく頷うなずいた。

　表情を険しくする。

「なるほど……それなりにはわかりました。でも、どうするんですか？」

「それを、今から考える」

「つまり、まだわからないんですね」

　苦笑いする、小鳥遊たかなしさん。

「でも、俺には考える必要があるしさ」

「それは、ゲームとは関係なく、ですね」

　小鳥遊さんの返事に、俺は頷うなずいた。

　きっと彼女は、今の状況を引き起こしているのが誰なのか、予想出来たのだろう。

　そう、この問題に関しては、ゲームなんて関係なくて。

　ただ、こうなってしまった切っ掛けが、ゲームだったのかもしれなくて。

　それが、世界の終わりなんて大おお袈げ裟さな状況に、繋つながってしまっているだけ。

　すると、小鳥遊さんが、ぼそりと口を開いた。

「ねぇ、神かみ代しろ君、もし私の命が、残り数年かもしれないと知ったら、どうします？」

「……いきなり、何を言っているんだ？」

「もしも、の話ですよ」

　仮定の話というには、どこか真実めいた口調で、小鳥遊さんが続ける。

「寿命の迫った人間と付き合うのは、酷だと思いませんか？　仲良くなってしまうことで、傷付いてしまうかもしれない。当然、私は、相手に傷を負わせてしまうかもしれない。それを知っていても、私は今居たい人と、一緒にいます」

　いっそう、真面目まじめな顔で。

　ずっと言いかねていた内情を、吐露するように。

「好きと告げれば、相手の迷惑になってしまうかもしれない。それでも私は、相手に想おもいを伝えます。好きな人の心の中に、自分の存在を残したい。そういう自分に、なろうと決めたんです」

　──以前、彼女が身体からだが弱いと言っていたことを、思い出す。

　病気がちで、友達が出来なくて困っていたという、小鳥遊さん。

　そんな彼女の背中を押したのは、他ならない俺で。

「後悔だけは、したくないんです」

「小鳥遊さん。もしかして、それって──」

「もしも、の話です」

　──ああ、そうか。

　だからこそ彼女は、時間を巻き戻せるのだ。

　終わっていく時間に、憧あこがれがあるから。

　それだけ、過ぎていく時間を、尊く思っているから。

「臆おくして、動けなかった時ほど、後悔するものです。あの時、ああしておくべきだった、って」

　後悔の重たさを、知っているから。

　そして、だからこそ──。

「神かみ代しろ君も、彼女も、後悔しないように生きられるといいですね」

　他人の後悔に、敏感で。

「ありがとう、参考になった」

　自分の気持ちも含めて、誰かの持つ気持ちというものを整理する時に、役に立つのはそれ以外の誰かの言葉だ。

「あ、最後に、神代君」

「うん？」

「助けが必要になったら、言ってくださいね。世界が終わったら、後悔もなにも、ないんですから」

　美み樹きと、小鳥遊たかなしさんから言葉を受けとって。

　少しずつ、自分がどうすべきかが、見え始めていた。
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　昼休み。

　俺は教室を出て、遊ゆう戯ぎ研究部の部室へと向かった。

　ドアを開けて中へ入ると、いつものように古びたパイプ椅い子すへと腰をかける。

　ききぃと金属の軋きしむ音が、この椅子の年季を物語った。

　──一人で、考え事がしたかった。だからこの部室にやって来た。

「……さて」

　自家製の弁当を食べながら、涼すず香かの残してくれたキューブを掴つかむ。

　そのまま、手癖でキューブをくるくると回した。

　──噛かみ合あう答えを、探さないと。

　彼女に、どう伝えるべきなのか。

　どうやれば、彼女の恋を、終わらせることが出来るか。

　──我慢せず、後悔もせず。

　不意に、周囲の景色が、揺れる。

　きっと、世界が波打っている時は、彼女の感情が動いている時なのだろう。

　──ドクン。

　世界が揺れた時、俺の心までも、グイと何かに引っ張られるのがわかった。

　まるで、彼女の発生させている、引力であるかのような。

　俺は、キューブを置いてポケットからスマホを取り出した。

　例のアプリを起動して、状況を確認する。

　相変わらず、三人との線は太くなっているのだが、特に律りつとの線が、いっそう太くなっていて。

　二度、美み樹きに襲おそわれた時、そのどちらよりも太い赤が、強く光っていた。

「悩みごとか？」

　と、突如、耳元に届く大人の女性の声。

　振り向くと、派手目のジャケットにスキニーのレザーパンツという、教師らしからぬ格好をしたモデルのような出いで立たちの美人。

「よもぎちゃん」

「先生と呼べよ、チャンプ」

　俺のクラスの担任教師であり、遊ゆう戯ぎ研究部の顧問、花はな澤ざわだ。

「ちゃんこそ、その呼び方は止やめてください。どうしてここに？」

「顧問が部室に顔を出したらまずいのか？」

「いや、悪くはないですけど……違和感があるだけで」

「ま、部活の話はいいや。悩みごとだったら、担任として相談くらいには乗るぞ？」

　ちゃん。

　彼女が生徒から、親しみを込めてこう呼ばれるのには理由がある。

　悩み事のありそうな生徒を見つけたら、こうやって自ら話しかけて、相談に乗ってくれるからだ。

　頼りになる教師であり、年の差を感じさせない良き友人。

　それが、生徒たちによる、彼女に対する評価だろう。












「ご好意だけありがたく頂ちよう戴だいしておきます。生憎あいにく、相談し辛づらい状況なんですよね」

「ずばり、色いろ恋こい沙ざ汰たか？」

　嬉うれしそうに聞いてくる。

　──まぁ、色恋沙汰といえば、そうなんだけど。

「違いますよ」

　面倒なので、そう答えておく。

　そもそも、こんな状況を、どう人に相談しろというのか。

　事実を正確に人に話したところで、正気を疑われるのがオチだろう。

「じゃあ、動画系サイトの生放送配信で女を引っかけようとして失敗して、ネットで炎上でもしたか？」

「してないですよ。どうしてそういう話になるんですか」

「クラスの女子に同時に告白して、それがバレてハブられているとか」

「ちょっと待ってください。俺をどんな人間だと思っているんですか」

「厄介な恋愛事のトラブルで悩んでそうな、普通の男子高生」

　……この人、勘がいいんだろうな。

「厄介な恋愛事って部分は当たってます。でも、相談は出来ないんです」

「うーん、青春だなぁ。だったら尚なおのこと、お前よりは何年か長く生きてる他人だ。案外良いアドバイスが聞けると思うけどな」

「何年か、じゃないでしょ。十年以上は生きているはずです」

「歳としのことを言うと怒るぞ？」

　殺意の滲にじむ、冷たい声が返ってきた。

「まぁでも、なんにせよ良かった。神かみ代しろが恋をしてくれて」

「なんですか、急に」

「だって、ずっと白しら雪ゆきのことを引きずっていただろう？」

　──ドクン、と。

　涼すず香かはこの部活のメンバーだった。

　当然、顧問であるよもぎちゃんは、涼香のことを知っている。

「そんな風に、見えてたんですか？」

「お前の担任であり、顧問でもある私が、お前の気持ちに気付かないわけがないだろう」

「……それは、そうかもしれませんね」

　二つの意味で、否定はしない。

　先生からは、そう見えてしまうかもしれないことも。

　涼香のことを、引きずっていたことも。

「無理に忘れられるようなものでも、ないみたいですけどね」

　俺の言葉に、ちゃんは両手を組んだ。

　そして、ゆっくりと言葉を選ぶようにして、

「まぁ、なんだ。そんなもんだよ。だから、そんなもんとして、付き合うしかない。お前はゲームが得意だろう？　だったら、上う手まく付き合えるさ」

　ちょっと、よくわからないことを言う。

「どうして、そこでゲームが……」

「恋は、ゲームのようなものだよ。覚えておくといい」

　ゲームのような──。

『だからね、恋愛はゲームみたいなものだと思ってる。答えを求めて、没頭して、動揺して、掻かき乱みだされて。ハマらなくていいのに、ハマってしまう。無駄なことだとわかってるのに、それしか見えなくなっちゃう』

　涼すず香かの言葉を、思い出す。

『そんな、難易度の高い、自分を見つけるためのゲーム』

　人生を、ゲームだと喩たとえ。

　恋も、ゲームだと喩え。

「でも、割り切れないじゃないですか。ゲームオーバーかどうかもわからないし、割り切ったつもりでも残り続ける」

　だから、勝手に、強い言葉が湧わき出ていた。

　相手がよもぎちゃんだというのに、まるで涼香に質問するように。

　上擦った疑問を、ちゃんにぶつける。

　すると、ちゃんは、大人の、余裕のある笑みを浮かべて。

「それは、ゲームが終わってないからだろう」

　──終わって、ないから。

「割り切るということは、終わるということだ。終わらせられるのは自分自身であって、他の誰でもない。ゲームに参加している人間に出来ることは、せいぜいルールを弁わきまえて、出来るだけ楽しむ、くらいのものだよ」

　ようやく、気付いた。

　約束の言葉。二十以下の素数。

　もし、恋がゲームであるのだとすれば、あれは、『割り切れないこと』を表すのではなくて──。

　──終わらない関係を、示していたのだ。

　あ、いや、断定は恥ずかしいか。

　でも……でも、きっと、そう。

　割り切らない、割り切れない。

　二大十人になろうと思っても、進めない。

　決して綺き麗れいなものではなく、むしろ呪いのような、終われない関係。

　──つまり、恋ということ。

　呪のろい。ああ、そうだ。呪いだ。

　浄化しようと思っても出来ず、胸をちりちりと焦がし続ける煉れん獄ごく。

　だから、出来るだけ苦しまないように、追い立てられないように。

　飲み込まれ、狂ってしまわないように、誰かが救い続ける必要があって。

　──俺だって、彼女だって。

　終わらせてやれば、楽になるか？

　いや、違う。

　終わらせられないから、苦しいのだ。

　受け入れるしかない。

　──俺だって、彼女だって。

「自分の気持ちに気付いたか？」

「気持ち、って……」

「誤ご魔ま化かしきれないんだろう。私にはわかるよ」

　この人は、俺の心が見えているのだろうか。

「どんなにクールぶっていても、零こぼれる心はごまかせない」

　まるで、好きという気持ちを詰め込んだ、心のダムの防波堤が、壊れてしまったみたいで。

　──涼すず香かが、好きだ。

　こんなゲームに巻き込まれていても、それでもはっきりとわかるくらいに、俺はまだあいつのことが好きだ。

　──だから。

　ああ、だから止めなければいけない。

　彼女の暴走を。この世界の終しゆう焉えんを。

　そうしないと、涼香には逢あえないのだから。

　よもぎちゃんが、俺が何かを得たことに気付くと、満足そうに頷うなずき、背を向けて部室のドアを開いた。

　そして、外に出ながら、顔だけ振り返って、教師らしく諭すのだ。

「神代、傲ごう慢まんにはなるなよ。でも、なるべく我わが儘ままになれ。それが、ゲームを楽しむコツだ」

　ちゃんが、部室から出て行った。

　彼女を見送った後、俺は机の上のキューブを再び手に取る。

　──どうすればいい？

　我慢しないよう。後悔しないよう。

　苦しくても、前に進めるよう。

　そうだ。

　すべての条件を満たすよう、あいつや世界が壊れないよう、パズルを回すことが出来れば。

　あいつの好きを満たさず、目を背けず、受け止めてあげることさえ出来れば。

　──だったら。
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　放課後、早足に学校を出ると、帰路についた。

　正確には、帰っているわけではない。

　この状況を、何とかするため。

　彼女に、逢あいに行くためだ。

　──逢わなければ、キスしなければ、世界が終わることはないのだろうけど。

　でも、今、世界は。

　それに、律りつは──。

　溶けていく世界の中、俺は律の家を目指す。

　その時、だった。

　意識に注ぎ込まれる、俺のものではない別の何か。

　入り込んでくる、イメージの奔流。




《アカイイトゲーム》。

　求もと無むや私の巻き込まれたゲームの名前だ。

　なんでも、求無のことが好きな女の子が沢山現れて、求無と結ばれようとしてくるらしい。そして私は、そのたくさんの女の子の中の一人だとか。

　……なんだそれ、って感じだ。

　たくさんの中の、一人？

　しかも、求無と結ばれたら、世界が生まれ変わる？

　二人きりの、世界に？

　そんなの──。




　──これは。

　最近、よく覚えのある感覚。

　重なる意識と、移る視点。

　まるで、自分ではない何かに変わった、夢のような。

　……いや、違う。

　これは、夢なんかじゃなくて──。




　私が、求無のことを好きになったのは、多分ずっと幼かった頃。

　いつも、つまらなそうな顔をしていて、他人とほとんど関かかわらず、一人寂しそうにしている、隣の家の男の子。

　近所に住む身として、元気のない彼をどうにか出来ないかと考えたわけだけど、私は相手にされなかった。

　そのくらい、当時の求もと無むは人を寄せ付けない雰囲気で、心を閉ざしていて。

　それが何だか悔しくて、どうにかして笑わせてやろうと必死になっているうちに、求無のことが好きになっていたのだと思う。

　──求無への気持ちを自覚したのは、涼すず香かがやって来てからだ。

　彼女にみるみる心を開いていく求無を見ていると、急に胸が苦しくなった。

　──なんで？　私は駄目だったのに。

　本当は見たかった、笑顔。

　なのに……。

　……ああ、やだ、もしかして、また溢あふれてる？

　このままじゃ、私、おかしくなって。

　苦しい。胸が痛いよ……求無。

　……助けて。

　我慢、出来なくなっちゃう。

　もう我慢は、嫌なの。

　誰かに迷惑がかかるからって、いつもいつも、我慢ばかり。

　やだ、そういうの……助けて……求無。
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　赤い屋根。

　律りつの家の前に、辿たどり着つく。

　俺は、スマホをポケットから取り出すと、《DestinyLine》のアプリを開いた。

　律との線は、小指くらいの太さになっている。

　最初にこのアプリを見た時の、おおよそ五倍くらいの太さだろうか。

「さて、と」

　俺はスマホをポケットに仕し舞まうと、チャイムを鳴らした。

　しかし、しばらく待ってみても、誰も出てこない。

　──外にいるのか、それとも。

　いや、多分、中にいるはずだ。

　俺の読みが正しければ、今彼女が外にいると、危険だから。

　俺は、周囲に人がいないのを確認すると、先日そうしたように、石垣を登った。

　そして、カーテンの引かれた窓を、ノックする。

「律！」

　がさごそと、部屋の中で何かが動く音が聞こえた。

　だが、誰も出てこない。

　もう一度、大きくノックする。

「律りつ、中にいるんだろ。もう全部、わかっているから。お前と話がしたい」

　すると、部屋の中のがさごそとしていた音が、静かになって。

　ゆっくりと、窓が開いて、ネグリジェ姿の律が顔を出した。

「求もと無む……」

　隠すことなく、怯むことなく。

　律が、嗚お咽えつのような声を漏もらす。

　瞳ひとみには、涙が溜たまっていた。

　腹部を見ると、ネグリジェの上から何度も包丁で刺したと思われる大きな切り傷があった。部屋の奥を覗のぞいてみると、床に包丁が転がっているのも見える。

「やっぱり、あの日、お前を殺したのはお前だったんだな？」

　律が、俺と目を合わせないようにして押し黙る。

　考えてみれば、彼女しかいなかった。

　あの日、小鳥遊たかなしさんも美み樹きも、律を殺す理由がなかったし、第三者がそうする理由もますますわからない。そもそも、律の鞄かばんに包丁が入っていることを知っていたのは、彼女自身だけだったはずである。

「そして、あの夢。あれも、お前の力だ。そうだな？」

　律が、無言のまま小さく頷うなずいた。

　──最初は、ただの夢だと思っていた。

　律の視点で見る、不思議な夢。

　夢が不思議なんて、おかしなことではない。取り留めもなく、記憶や妄想の引き出しを開き、その断片を繋つなぎ合わせて生まれたものが夢。

　だが、あの夢は、それにしたって不思議だった。

　普通、夢は一度見終えれば朧おぼろ気げになる。どんなに強烈な夢だったとしても、翌日には記憶も、感傷も、曖あい昧まいになってしまう。

　しかし、あの夢は、記憶の底にこびりついたかのように、ずっと燻くすぶっているのだ。

「力がね、勝手に暴れちゃうの」

　律が、俯うつむいたまま、沈んだ声で言った。

「暴れる？」

「使いたくないと思っていてもね、寝ると無意識のうちに弾みで溢あふれてきて、零こぼれ出ちゃって。どんなに我慢しても、駄目って思っても、勝手に使っちゃって。止めようと思えば思うほど、苦しくなっちゃうの。だから私は、自分を殺してでも力を止めてた」

　声のトーンは静かだが、饒じよう舌ぜつに語る律。

　まるで、ずっと言いたくて、言えなかったことを吐き出すように。

　己おのれの病びよう理りを、説明する。

「なんで、気持ちが強くなるんだろうね。世界は消えちゃうし。今までは寝ている時だけだったのが、さっきは起きていたのに力が溢あふれてきちゃったし。こんなの、どうしようもないじゃない！　なんで、我慢させてくれないのよ！」

　我慢していたものが、零こぼれるように。

「怖かったから、会わないようにもしたのに、余計に苦しくなるばかり。こんな気持ちバレたら、合わせる顔が無いじゃない……」

　……律りつ。

「あの、さ」

「なによ……」

　──どう、伝えるべきか。

　これまでのこと、これからのこと。

　きちんと、話さなきゃいけない。

「俺は、今でも涼すず香かが好きだ」

「……知ってるわよ。知らなかったのは、アンタくらいでしょ？」

「怖くてさ、好きなままでいるのが。傷付くだけだし、苦しくなるだけだし」

「……わかってるわよ」

　それは、きっと律の気持ちと同じで。

「アンタは、ゲームを怖がらなかった。怯おびえなかった。目的があったからよ。心の底で、涼香に逢あえる可能性を喜んでいたから。だから。そうでしょう？」

「あぁ。だから──」

　見ないようにしようとしていた、自分の気持ち。

　でも、自覚してしまったから。

　自分の素直な気持ちに、気付けたから。

「だから、ごめん」

　謝る。

　真しん摯しに、律への謝罪を伝える。

　まずは、そうすべきだと思ったから。

　すると彼女は、虚きよを突かれたように言葉を失ってから、

「……いつも、そう」

　震える声で、返した。

「いつも、そうよ。今だって、私よりも美み樹きに心を開いてる。わかるわよ。ずっと、求もと無むのことを見てきたんだから」

「それは……」

「違うなんて言わせないわ。涼香もそうだったし、あの子もそう。どこか、アンタに似ているから。でも、私にはそれが無い。私じゃない。求無に好かれる、才能が無いのよ」

「いや、待て。才能とか、それは違う」

「だって、涼すず香かと名前が似ているからって、律りつって呼ぶようにしたじゃない！」

「待った、それは関係ないだろ」

「関係あるわよ！　いっつも、そうよ。私には、無いの。だから、私の方が前から求もと無むのことが好きだったのに、こうやって横取りされちゃう。求無の気持ちも、呼び方だって！」

　そこまで言うと、律は右手で顔を隠して、洟はなをぐずぐずとすすり始めた。

　泣き顔を隠しているのだろう。

「じ、自分でも……わかんないのよ。頑張っても報われないことが辛つらくて。ゲームが始まってからは、余計にきついの。どんどん、わからなくもなってるの。求無のことが好きで仕方なくなっているのが、ゲームの影響なのか、最初からこうだったのか……」

　律が、俺から顔を背けた。

　部屋の中へと進み、床に放ほうり投げてあった包丁を拾う。

「……律？」

　俺は、心配になって、靴を脱いで窓から律の部屋へと入った。

　そして、震える律の肩を掴つかもうと、両手を伸ばしたところで──。

「そこをどいてっ！」

　律が振り返り、俺の手を払う。

　──なっ！

　俺がよろめいた隙すきに、律が包丁を持ったまま、窓から外へと飛び出した。

「求無の馬鹿っ！」

　一気に石垣を伝って地面に着地すると、素足のままどこかへと走って行く。

　──包丁なんて持って、どこへ行く気だよあいつ！

「待て、律！」

　俺も、慌てて窓から飛び降りた。

　──急いで、追いかけないと。

　その時、だった。

　ぐにゃりと、今まで以上に、世界が湾曲して。

　アスファルトの道路が、雪原のように白く染まる。

　そして、心が、何か強い引力のようなものに惹ひかれ、燃えるように熱くなって──。

　あれだけ、律に近付いていたんだ。

　こんな状況にも拘かかわらず、彼女と話していたんだ。

　きっと、ゲームの影響で、彼女を好きに──。

　そう、こうなるのは必然。

　わかりきった、こと。

　だが、だが、だからこそ──。

　──だからこそ、俺は準備をしてきたわけだろう？

　刹せつ那な、燃えるような胸の痛みを打ち消すように、鋭利な刃物で刺し殺されるような痛みが、胸を襲おそって。

　大丈夫、大丈夫だ。

　──こうならないように、俺は。
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　──律りつの家に、向かう前。

　一度、家に帰った俺は、既に待機していた美み樹きと落ち合う。

「遅いよ、おにーちゃん」

「これでも一直線に帰ってきたんだぞ。お前が速すぎるんだ」

「愛さえあれば、いくらでも速くなれるものだよ」

　部屋に入って、台所から包丁を取り出して、美樹を連れて俺の部屋へと向かう。

「じゃあ、よろしく頼む」

　床に寝転がると、仰あお向むけになって美樹に言った。

　すると美樹が、心配するような、躊躇ためらうような顔になる。

「本当にいいの？　おかしくなっちゃうかもしれないよ？」

「そのくらいじゃないと、意味がないさ。それよりごめん、こんなことに付き合わせてしまって」

「ううん、大丈夫だよ。おにーちゃんのためだし、それに美樹のためでもあるもの。美樹だって、律おねーちゃんはどうにかしないと、まずいわけだし？」

「そう……だな」

　確かに、彼女のことをどうにかしなければならないのは、俺だけではないか。

　それにこれは、今後のことを考えれば、かなり意味のあること。

「じゃあ、よろしく」

　美樹は頷うなずくと、俺の顔に向けて手をかざし、掌てのひらから甘く官能的な匂においを出した。

　その匂いを吸った瞬間、鼓こ動どうが、ドクリと──。

「イランイラン。お望み通り、催さい淫いん効果のある匂い。どう？　ドキドキしてきたでしょ？」

　ただでさえ、律の強い気持ちと力で、心を引き寄せられていたのだ。

　律への好意が増幅され、頭の中を彼女のことが埋め尽くして行く。

　ずっと、俺のことを見ていてくれた律。

　俺の冷たい心を、温めてくれようとしていた律。

　──そんな、律のことが。

　ドクン。

　胸が激しく高鳴り、鞄かばんの中のスマホが激しく振動した。

　そして、いっそう周囲の世界が歪ゆがみ──。

　──今だ。

　俺は、手にしていた包丁を、自分の胸に突き刺す。

　皮ひ膚ふを裂き、肉を貫き、魂の奥へと刃物を落とした。

　──ッ、ァァァァァアアアアアアアアアア！

　脳に電撃でも食らったかのような痛みが、意識を支配する。

　まだだ。失敗のないように、殺さないと。

　強く抉えぐるように、何度も、何度も、包丁を自らの胸に刺して。

　ドロドロと、溶岩のような血液が体外に流れ出ていき、代わりに全身が冷えていくのもわかる。

　死ぬ。死んでいるのだ。激痛の末、絶命しているのだ。

　──意識が、朦もう朧ろうとしていく。

　────。




「おはよう、おにーちゃん」

　気が付けば、見下ろすように美み樹きが見ていた。

　ころんと、床に包丁が転がっている。

「……どのくらい経たった？」

「十分くらいかな。すぐには死ねなかったみたいだね」

　慣れると即死出来るのかもしれないが、まぁそんなものか。

「じゃあ」

　俺は、転がっていた包丁を手にする。

「もう一度頼む」

「……本当にやるの？」

「やるさ。身体からだが、覚えるまでな」

　──トラウマ、条件付け、パブロフの犬。

　誰かを好きになれば、律りつに気持ちが揺らげば、胸が痛くなるように身体に覚えさせる。

　そう、俺や美樹が、特定の食べ物を口に出来ないように。

　死ぬほどの痛みなのだ。

　何度も繰り返せば、覚えないはずもないだろう。

　──そうして、身体に恋を拒絶させれば。




　そうして、何度か繰り返していくうちに。

　──美樹の様子が、おかしくなり始めた。

「ぐっ……あっ……」

　腹部を押さえながら、美樹が悶もん絶ぜつする。

　痛みが、走っているのだ。

「大丈夫か？」

「う、うん。痛みは、別に。でも、それよりも……」

　美み樹きの声が、色気の混ざった熱を帯びる。

「さっきからね、脇わき腹ばらの傷口と、美樹の大事なところの奥が、ジンジンって熱く火ほ照てってきて……。あのね、胸も、熱くなって……」

　美樹が、俺の手に自分の手を重ねてくる。

　そして、もう片方の手を腰に回しながら、正面から身体からだをギュっと押しつけてきた。

「んっ……あっ、あのね、美樹、おにーちゃんと、一つになりたくなって……はぁ、はぁ、はぁ……はぁ……」

　──なるほど、力を使いすぎると、こうなるのか。

　試してみたかったこと。

　力の代償と、その危険性。

「だ、駄目……おにーちゃん、美樹、もう、我慢が……」

　──潮時だ。

　力の危険性もわかったし、俺の身体にはもう、恋の痛みが刻みつけられた。

　──だったら。

「小鳥遊たかなしさん、お願い！」

「わ、わかりました！」

　あらかじめ、自室のドアの向こう側で待機してもらっておいた小鳥遊さんに向かって、叫ぶ。

　美樹に何かが起こっても大丈夫なよう──そして、彼女に何度もつけてしまった傷が消えるように──小鳥遊さんの力で一時間前へと戻る。




「遅いよ、おにーちゃん」

　気付けば、自宅の前。目の前には美樹がいた。

　──成功、か。

　それに、痛みは……うん、多分、大丈夫だ。

　涼すず香かのことを考えると、胸が吐きそうなほどに抉られる。

　──代償を被ってもらった小鳥遊さんには、後でこれでもかってくらいに、お礼を言わないとな。

「ん？　どうしたの？　って、あ、もしかして……」

「ああ、もう終わった。だから、行ってくる」
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　律りつを追いかけて、辿たどり付いた場所は、俺がよく涼香と一緒に過ごした公園だった。

　最後に来たのは、涼すず香かがいなくなった翌日だったか。

　俺が小さい頃は、夏休みなんかに町内会の大人たちが子供を集めてラジオ体操を行っていた場所だったりしたが、今は子供が減ってもうやっていないのだろう。手入れされていない野草が伸び放題になっていた。

　当然、その全すべての光景は、歪ゆがんでしまっているが。

　青いセイタカアワダチソウが茂った中にある朽くちた木造ブランコを、律りつが包丁を持ったままゆっくりと漕こいでいた。

　ぎぃぎぃと、周囲に金具の軋きしむ鈍にぶい音が響く。

「なんで……追いかけて来るのよ……」

「追いかけるに決まってるだろ。そんなもの持って外を走るなんて、通報でもされたらどうするんだ」

　しかし、なんだってこんな場所に……。

　──俺と涼香の場所だから、か。

「二人でここに来てたでしょ？　一度、二人がここで話しているのを、偶然見かけたことがあってね。涼香に聞いたことがあるの」

「……まぁ、あいつと初めて逢あった場所だしな」

「いつも、仲間外れよね」

「べつに、そういうつもりだったわけじゃないさ」

　ただ、この場所は俺にとって、涼香との場所だった。

　それだけのことだ。

「それで、追いかけて来てどうするの？　アンタは私を振った。振られた相手に追いかけられても、惨めなだけだわ」

「俺のこと、無理に嫌いにならなくていいよ」

「え？」

「俺は、律と仲良くしたい」

　俺の言葉に、律が一瞬、ぽかーんとする。

　そして、改まったようにして聞くのだ。

「アンタ、さっき私のこと振ったわよね」

「ああ」

「それで私に、嫌いになるなと」

「うん」

「馬鹿じゃないの!?」

　怒るというよりは、呆あきれたように律が言った。

　その、彼女が気を緩めた、一瞬の隙すきに。

　俺は彼女に近付き、包丁を持っている方の手を掴つかむ。

「あっ……」

　もう片方の手で、彼女から包丁を取り上げた。

「俺はさ、我慢しないことにしたよ。だから、お前にも涼すず香かが好きだって伝えた。ずっと見ないようにしていた気持ちだけどさ、今も忘れられていないんだって、自分でわかった。だから、このゲームについて調べて、あいつを探す」

「そ、それだったら、やっぱり私は、アンタのことを嫌いになった方がいいんじゃない」

「でも、嫌いになろうとして、なれるものでもないだろう？」

「なっ──……」

　たとえば、俺が律りつに嫌われるように、努力したところで。

　それで、彼女が単純に、俺のことを嫌いになってくれるとは思えない。

　ゲームの影響もあるだろうし、なにより恋というものは、きっとそういうもので。

「俺さ、勝手にいなくなった涼香のことが、許せなくてさ。だから、ずっと怒ってたんだけど、嫌いになれなかった。どんだけ嫌いになろうとしても、無理でさ。だから、そうしようなんて思っても、難しいんだなって」

「だ、だからって。振られた相手と仲良くしろと？」

「ギスギスする必要はないだろう」

「だからって、好きって気持ちを隠さなきゃいけない相手と？　そんなの、苦しいだけじゃない。上から目線で、無責任なこと言わないで！」

「べつに、隠す必要だってないさ」

　ますます、律は呆あつ気けに取られる。

「は？　アンタ……馬鹿じゃないの！　そんなの、アンタにとって都合がいいだけじゃない！　すけこまし！」

「そうだよ。俺にとって都合がいいから言っているんだ」

　きっぱりと。

　素直に、律に伝える。

　別に、彼女を騙だましたいわけじゃない。

　でも、協力して貰もらえるなら、それに越したことはないし。

　なにより、俺は律とも仲良くしたいし、上う手まく嫌ってくれたのならそれはそれで、友人として嬉うれしい。

　ただ、それだけの話だった。

　──ゲームのように、最適解を求めて。

　でもそれは、必ずしも割り切れる必要もなく。

「律とは友達でいたい。涼香も探したい。だから、このゲームを解決したいし、律の協力が欲しい。そして俺は、律になるべく苦しんで欲しくない」

「も、求もと無むはわかってない！　アンタが他の人のことが好きってだけで、私は苦しいのに！　苦しいから、嫌いになりたいのに！」

「嫌いになるのは律の勝手だ。でも、無理に思い込む必要は無いって言ってるんだよ」

「そ、そんなこと言われたら、迷うでしょ！」

「言われなくても、迷ってるから言ってるんじゃないか」

　ピタリと、腕を掴つかんでいる律りつの身体からだが動きを止める。

　思考が、止まったのだ。

「俺は、お前の好意が迷惑なんかじゃないよ」

「嘘うそ。昔、避けていたくせに。涼すず香かがいなくなった後も、避けていたくせに」

「あれは、お前が嫌いだったわけじゃない。涼香に裏切られたような気分になって、人が苦手になっていただけだ。それに、お前だって、俺を避けていただろう」

「だって、アンタのこと嫌いにならなきゃって！」

「なれるなら、そうしてくれていいさ」

「優しくないわよ、そういうの」

「俺は、別に優しくなりたいわけじゃない」

　ただ、自分が一番正しいと思える答えを、律に提示するだけで。

「友達で、いて欲しい」

　残酷な言葉であることは、自覚している。

　それでも、きっと、今の律の気持ちを浄化するには、こういう言葉しかなくて。

　きっと、それが俺にとっても、律にとっても、この世界にとっても、すべてが噛かみ合あう最適な解答だから。

　素直に、我慢せず、後悔もしない、そんな答え。

　──どうせ、強制的に好き合ってしまうのであれば、少しでも前向きに互いを見ていた方がいいに決まっている。

「……窓」

　すると、律が小声で、ぼそりと呟つぶやく。

「窓、いつも見てたの。困ってたら、あそこから求もと無むがやって来て、私を助けてくれるような気がしていたから。あの日以来」

　周囲の歪ゆがみが、ますます激しくなる。

　地面が真っ白に溶けて、ポケットの中のスマホがブルブルと震えたが、関係ない。

　涼香のことを、忘れなければいいだけだ。

「でも、違った。求無は、助けてなんてくれなかった。むしろ私を、熱くて苦しい、地獄のような場所へと、突き落とすのね」

「行き場のない地獄よりは、マシだろう？」

　律の瞳ひとみが潤うるんで、涙が溜たまり始めた。

　緩んでしまった涙るい腺せんは、もう抑えが利かないのか、いくつもの大きな粒となり、頬ほおを伝って地面に落ちる。

「でも、だったら尚なお更さら、私はどうすればいいのよ……」

　困り果てた律が、俺に尋ねる。

　だから俺は、弱った彼女を見て。

　──悲しげに、俺の目を窺うかがう、彼女の目を見て。

「ゲームを終わらせれば、まだチャンスはあるよ」

　もっと残酷な、提案をするのだ。

　俺の言葉を聞いた律が、ハっとなってこちらを見た。

「それは……」

「別に、諦あきらめなくていい」

　好きなら、アプローチをかけてくれてもいい。

　ゲームの影響だろうがなんだろうが、もし俺が律の気持ちに屈して、この世界を終わらせてしまったら。

　その時は、その時なのだろう。

　所しよ詮せん、俺の涼すず香かに対する心は、その程度だったというだけだ。

「俺は、負けない。だから、安心していい」

　律が、しばらくきょとんとした顔で、俺を見た。

　そして──

「あはは。なによそれ。馬鹿じゃないの」

　げらげらと、笑い始めた。

　そんな彼女の様子が、どこまでもおかしく。

　そう、提案だ。

「自分本位な、ゲームの提案。多分さ、そういうゲームなんだよ、これは」

　律は、俺を惚ほれさせることが出来るか。

　俺は、律に惚れることなく、ゲームを終えることが出来るか。

　──ゲームのようなものだと思えば、割り切ることが出来る。

　試されているのだ。

　涼香への恋を。

　そう思えば、そんなに悪いものでもない。

「そっかそっか。ゲームを終わらせれば、まだチャンスはあるってことね」

「ああ。どうだ？」

　こんなゲームにさえ巻き込まれなければ、彼女の恋心が自然に消滅する未来だって、あっただろうか。

　こんな残酷なことをせずとも、時間の流れが傷を癒やして、新しい恋を目指すなんてことも、出来ただろうか。

　もしくは、何かの切っ掛けで、俺と──。

「選択権なんてないでしょう。私は、アンタのことが好き。アンタは涼香のことが好き。だったら私は、アンタに選ばれるよう、全力になるしかないじゃない」

　──選ばれる。

　不意に、林りん檎ごの花言葉を思い出す。

　──『選択』。

「だってさ、振られてもまだ好きなんだから、仕方がないでしょう？」

　そう、仕方がないのだ。

　俺も、律りつも。

　おおむね、恋なんてものは割り切れず、終わらせようとしても終わらず、どうしようもないものなのだ。

　映画のような失恋は、難しい。

　だから、いくらかだけでも、前向きになる道を探り、選択して。

「私とアンタとは、今からそういう、ゲームのような関係よ」

　かちりと、二人の関係が噛かみ合あう。

　まるで、ルービックキューブの面が揃そろった時のように。

「ああ。改めて、よろしくな」

　俺は、このキューブを守らなければならない。

　ズレないよう。ズレたとしても、すぐに戻せるよう。

　そうすれば、世界は終わることがないのだから。

「本当に、なんでこんな奴やつのこと、好きになっちゃったんだろう」

「……まったく、趣味悪いよな」












「本当よ」

　気付けば、太陽が地平線に沈み始めていた。

　世界には茜あかね色いろが差し込み、律りつが座っているブランコが、赤いスポットライトに当てられたようになる。

「求もと無むの、馬鹿」

　夕焼けに照らされた律が、涙を拭ぬぐいながら、悔しそうにはにかんだ。

　今までに聞いた中で、二番目に優しい声とともに。
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　翌朝。

　律の妙な夢に魘うなされることもなく起きた俺は、その世界を見て安あん堵どの息を漏もらす。

　窓の外、この世界の景色は、昨日とは違って安定していた。

「さて──」

　制服に着替え、一階に降りて、顔を洗ってリビングへ。

　朝食を食べて弁当を作り、通学の準備を終える。

　すると。

　──ピンポーン。

　チャイムが鳴った。

　ドアホン越しに相手を見ると、モニタの先にいたのは制服を着た律だった。

　ドアを開いて、彼女を迎える。

「……あれ？　部活の朝練は？」

「今日はサボり。た、偶たまには、求無と一緒に通学したくて。悪い？」

「いや、悪くはないけど……」

　昨日のことがあったから、一緒に通学でもしたくなったのだろうか。

「じゃあ、ちょっと待っててくれ。鞄かばん持ってくるから」

　リビングに置いていた鞄を持って、戸締まりを確認して玄関に戻る。

　すると、律の横にもう一人増えていた。

「おっはようだよ、おにーちゃん」

「美み樹きまで。どうしたんだ」

「どうしたもこうしたも、兄妹きようだいでしょう？　朝は一緒に出て当然」

　家が違うので、一緒に出るもなにもないのだが。

「んで、どうして律りつ花かおねーちゃんがいるの？」

「私も、求無と一緒に学校に行くことにしたからよ」

「え？　なにそれ。律花おねーちゃん、そういうキャラじゃなかったような」

　美樹のつっこみに、律の頬ほおが、面白いくらいに赤く染まった。

「お、幼なじみじゃない！　一緒に学校に行って当然よ！」

　そう、なのか？

「あれ、皆さん、勢せい揃ぞろいですか？」

　と、家の前で、ああだこうだとしていたら、小鳥遊たかなしさんまでやって来る。

「どうしたの？　小鳥遊さんまで」

「いえ、その、距離を置くのはもう止やめだって話でしたから、居ても立ってもいられなくなって……」

　小鳥遊さんが、かーっと顔を赤く染めた。

「か、神かみ代しろ君と、たまには一緒に通学したいな、と。だ、駄目でしょうか」

「え、ああ、えっと、駄目では、無いけど……無いよ、う、うん。一緒に行こう」

　なんだか、照れるというか、そういう言われ方をすると恥ずかしいが。

「アンタ、何照れてるのよ」

「そうだよ、おにーちゃん。鼻の下伸ばしちゃってさ」

　二人の文句は無視する。

　──美み樹きと小鳥遊さんには、既に律りつと仲直りしたことは伝えてあった。

　話しすぎない程度に、経緯いきさつもすべて教えてある。

　二人とも、ホっとしたかのような反応だった。

「まぁ、ここで立ち話していても遅刻するし、行こうか」

「そうだね。それじゃあ、学校へゴー！」

「美樹は方向が違うでしょ」

「途中まで付いていくからさ」

　──妙な関係だった。

　変なゲームの影響で、惹ひかれ合って。

　でも、惹かれきってしまうと、世界が終わってしまうらしくて。

　そんな中でも、俺は他の女の子のことが好きで。

　一度は終わった恋。いなくなった、彼女のこと。

　それでも、忘れるなと言わんばかりに、彼女はゲームを通じて俺の前に再び現れて。

　──前向きに、考えればいい。

　誰かに好かれるのは、別に悪いことじゃない。

　放ほうっておいても、傷つけ合うのが、恋というものだろう。

「求もと無む、気をつけないとね」

「何がだよ」

「みんな、求無のこと、好きみたいだよ？　自分の気持ち、守れなくなっちゃうかも」

「……困ったものだな。本当に」

　──このゲーム、止めないとな。そして……。

『それを使って、あなたはこのゲームのエンディングを決めてください。』

　──涼すず香かから、ちゃんとした答えを聞く。

　俺は、小さな決意を胸に秘めながら、日常へと向かった。





■オープニング




　暗い部屋。

　足の踏み場が無いくらいに本の散らばる、白い部屋で。

　電気もつけずに、椅い子すに座って前傾気味に机に向かう、白いシャツにスカートという格好の、黒髪の少女。

「……雨」

　窓の外からは、地を抉えぐるような激しい雨音が聞こえていた。

　そこに時々、雷の鳴る音も混ざった。

　近くの木に落ちたのだろうか。

　一際激しい轟ごう音おんが鳴った後、微かすかに部屋が揺れる。

　まるで、少女の心情を表しているようだった。

　とうとう、始まってしまった。

　決して結ばれることは出来ない設定と、惹ひかれ合ってしまう運命の少女たち。

　この呪のろいは、世界が始まった時から決まっていた。

「どうして、こんなことになっちゃったのかな」

　少女は涙を零こぼす。

　自分の置かれた状況に。

　始まってしまった、理不尽な物語に。

「っ……はぁっ……！」

　少女が、嬌きよう声せいを漏もらした。

　少女の右手は、彼女の陰部に押し当てられていた。

「求もと無むちゃん……求無ちゃん……求無ちゃん……」

　少女は、左手に写真を持っていた。

　写真に写っているのは、中学時代の求無と少女。

　少女はしばらく悶もだえ続けると、やがてびくりと小さく痙けい攣れんするように震えて、静止した。

「……大丈夫、大丈夫だから。私がきっと、求無ちゃんを助けてあげるから」

　少女が、机の引き出しを開ける。

　最上段から取り出したのは、一丁の拳けん銃じゆうだった。

　少女は拳銃の弾だん倉そうに弾を込めると、装そう填てん。スライドを引いてセーフティを下ろすと、銃口を自らのこめかみに突きつける。

　そして……。

「大好きだよ、求無ちゃん」

　引き金を、引いた。












あとがき




　えっと、お久しぶりな方はお久しぶりです。

　初めましてな方は初めまして、七なな烏う未みです。

　ＭＦ文庫Ｊさまで本を出すのは、丁度一年ぶりでしょうか。

　フレースヴェルグ・イクシード全五巻、発売中です。（宣伝）




　唐突ですが、ボクはお昼にやっているメロドラマが好きです。

　俗っぽい衝動に突き動かされる、感情の起伏が激しい登場人物たち。

　旦だん那なの浮気や姉妹の裏切り、姑しゆうとめの悪事がまるでこの世を滅ぼす天災かなにかの如ごとく描かれる様は、スケールの大きな物語に触れていると、しばしば滑こつ稽けいにも思えるのですが、ファンタジーの介しない現実や家庭における脅威と激動を表現しようとする際に、この上なく適切な素材だと思います。

　想定している視聴者は、言うまでもなく主婦でしょう。

　主婦にとっての箱庭は家庭であり、そこにまつわる事件こそが重大な事件で、スリルでショックでサスペンスでサタデーでナイトでフィーバーなわけです。

　同様に、学生にとっての箱庭は学園で、そこで起こる恋愛は身近で、重たいものです。

　ですよね？　違ってたらオッサンを笑ってください（笑）

　今回、今の形に企画が落ち着くまでに紆う余よ曲きよく折せつあったのですが、最終的に恋愛設定が世界そのものに干渉する形に決めたのは、スケールを壮大にしたいというよりは、登場人物の恋愛やそれに関する悩み事を、なるべく重たいものにしたいと思ったからです。




　歳としを取ると、そして物を書いていると、色んな物に触れすぎて、吐き出しすぎて、自分にとって何が重たいもので、軽かったものか、物事の質量のようなものが見えなくなってくることがあります。

　おそらくこれこそが、感性の劣化に他ならないのではないかと思っているのですが、フィクションには、世間的には細事として軽んじられる物事を、くだらないと切り捨てられる──本当は大切だった出来事を、再現する力があると思っています。

　当事者にとってはなるべく等身大の──離れてしまった人にとっては、かつて重たかった想おもい出での質量を、少しでも取り戻せるような本になっていればいいな──なんてなんて。

　ああ、とりとめのない感じで申し訳なく。




　謝辞に移ります。

　担当のＯさん（×２）、設定を右往左往させてしまった挙げ句、原稿遅れまくって申し訳ございません。今後もご迷惑おかけすると思います。先に謝っておきます。

　イラストの三み上かみ先生。素敵な絵をありがとうございます。あと、仕上がりの速さに毎回びっくりしています。多分、今のボクに一番不足しているものです。

　デザイナー様、イケてるデザインありがとうございます。他、営業さまや見てくださった編集さま、それ以外にも関かかわってくださった皆様方。まとめてありがとうございます。

　他、相談に乗ってもらった方々。特に、「作品にしろ商品にしろ、誰に届けたいのかを考えるのがいいのでは」的なアドバイスをくれたどこぞで辞書とか作っているＩさん、かなり感謝しています。シンプルかつ最良な助言を頂けたと思っています。

　最後に、これを読んでくださっている読者様方。月並みな言葉ではありますが、どうか、今後ともよろしくお願い出来れば、と。

　では、また次の本で。





　　　　　　　２０１５年、まだ肌寒い春の日　七なな烏う未み奏そう
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